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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに

第２話　Flame in the Dark

あとがき










　　　はじめに




　世界はすでに変へん貌ぼうしている。

　そう言われたら、あなたは信じるだろうか。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が続くはずのこの世界。

　なんでもない日にち常じようの裏うらに、恐おそるべきウィルスがはびこっているなどと。

　レネゲイドと呼よばれるソレは人に超ちよう能のう力りよくを与あたえ、その代だい償しようとして理り性せいを奪うばい、ついには化物へと変える。元に戻もどるすべはなく、彼かれらはいつ来るかわからぬ終わりに身を震ふるわせる。

　今から語るのは人にも化物にもなりきれぬ、そんな裏切り者ダブルクロスの物語だ──。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　本書を手にとっていただきありがとう。

　この本はテーブルトークＲＰＧ『ダブルクロス　The 3rd Edition』を使ったリプレイだ。

　テーブルトークＲＰＧ、ダブルクロス、リプレイと並ならべたが、もしかするとあなたにとっては耳みみ慣なれない言葉が混まじっているかも知れない。そこで少々説明を挟はさもう。

　テーブルトーク・ロールプレイングゲーム、略りやくしてＴＲＰＧはアナログゲームの一種である。アナログゲームとはトランプや双六すごろくのような「電でん源げん無しで遊ぶゲーム」のことだ。

　参加者はゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれるホスト役のもと、プレイヤーとして各員ひとりのキャラクターを作る。そしてＧＭの用意したシナリオに、作成したキャラクターを動かして参加するのだ。

『ダブルクロス The 3rd Edition』はそのＴＲＰＧのひとつ。現げん代だいを舞ぶ台たいとし、見た目は我われ々われの住む世界と同じ。だがその裏うら側がわではレネゲイドというウィルスによって超能力を得たものたちが暗あん躍やくする、いわゆる超能力もののゲームだ。

　そしてリプレイとはＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物にしたもの。これを読めばＴＲＰＧを知らない人たちにもそのプレイ風景と雰ふん囲い気きが伝わると思う。

　なお、本書は『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』の第二巻かん、シリーズ第二巻にあたる。もし第一巻、『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ　ナイトフォールダウン』を読んでいないという場合、是ぜ非ひそちらを先にご覧らんいただきたい。第一巻の最初にある用語集も、本書を読む助けになるだろう。




　ではようこそ絆きずなと裏うら切ぎりの世界へ。










　　　前ぜん巻かんのあらすじ




　ＵＧＮ遺い産さん管理局所しよ属ぞく、強羅瑠璃ごうら・るりはチーム・ナイトフォールの隊長である。一度死し亡ぼうし、聖せい杯はいの力でかりそめの身体として蘇よみがえった彼かの女じよは、記き憶おくを徐じよ々じよに失う呪のろいにかかっていた。

　チームメイトのラハブ、ハウント、志し津づ香かと共に、彼女が出しゆつ撃げきしたのはロシアと国こつ境きようを接せつする小国アロタニア。〝国土が変わっていく〟という前代未聞の異い常じよう事じ態たいを探たん索さくする中、アロタニア大だい統とう領りようが犯はん人にんであることが発覚する。

　大統領は国に存そん在ざいする遺産ルサールカを使い、国土自体を変化させることで未来の無いアロタニアを救おうとしていたのだ。そしてルサールカの制せい御ぎよ装そう置ちになっていたのは、瑠璃と心を通わせた少女スエミであった。なんと彼女は奪うばわれた瑠璃の肉体の一部から作り出された人じん造ぞう生命であり、その移い植しよくされた両目こそルサールカ制御のカギであるという。

　事実に打ちのめされ、悩なやむ瑠璃。遺産に頼たよる国作りは危き険けんすぎる。だがスエミは生きた証あかしを残すために、大統領は死んだものに報むくいるために、計画を止めようとしない。すべてを救えないことに瑠璃は苦しみ、その果てに結けつ論ろんを出す。

　それは計画を力ちから尽ずくで止め、ルサールカの力をもってこの計画の犠ぎ牲せい者しやの声をアロタニアに広めること。あえてすべてを破は壊かいする選択肢を瑠璃は選んだのだった。
















　硝しよう煙えん混まじりの風が頰ほおを打つ。

　山さん麓ろくはすでに戦場と化していた。ＵＧＮとＦＨ──金きん獅じ子し騎き士し団だんのエージェントたちが銃を撃ち、剣を振るい、能力を放ち、戦いを繰くり広ひろげている。

「…………」

　少女と少年が対たい峙じしているのは戦場の中央だ。

　少女の名は強羅瑠璃ごうら・るり。少年の名はラハブ・アブド＝アルマリク。主しゆ従じゆうの契けい約やくを交わし、ナイトフォールの中ちゆう核かくを為なすふたり。だが彼かれらの間に横たわるのは殺気と敵てき意い。交わすのは冷徹な視線。──そこには一切の情は無い。

「こんなところまで、よく追ってきたものですね。ルリ」

「ラハブ……っ！」

　嘲ちよう笑しようめいた少年の言葉に、瑠璃は奥おく歯ばを嚙かみしめ瞳ひとみに殺意を込こめる。

「お前を倒たおす！」

　咆ほう吼こうと共に瑠璃はジャケットを脱ぬぎ捨すてた。アンダーシャツに包まれたしなやかな肉体があらわになり──変化を始めた。肉が盛もり上あがり、骨ほねが動き、獣じゆう毛もうが全身を覆おおう。現あらわれたのは一頭の銀ぎん狼ろう。牙きばを剝むきだし、今にも飛びかからんとする狼おおかみだ。

「ほう！」

　対する少年もまた、一声を上げると全身を炎ほのおに包んだ。見せかけの少年形けい態たいは消え、炎の魔ま人じん──イフリートとしての姿すがたを取とり戻もどす。

　魔人はごうごうと火を噴ふき上あげ、猛たけ々だけしい笑えみを浮うかべ銀狼を見下ろした。

「倒すと言いましたか、このワタシを」

「そうだ！　お前を倒す！　今、ここで！」

「面白い。ならば二年前の敗北、ここで取り戻させてもらいましょうか！」

　銀狼のうなりが、炎の熱が、あたりの風景を歪ゆがめてゆく。

　互たがいの目には互いしか映うつっていない。周囲の戦いなど関係ない。討うつべきは、退しりぞけるべきはただひとり。かつて従じゆう者しやと、かつて主と見定めた相手のみ。

「来なさい！　ルリ！」

「ラハブ──────っ!!」

　銀光が走り、炎が受け止める。

　共に笑い合った光景はすでに無い。魔人は血ち塗ぬられた愉ゆ悦えつに口を歪め、少女はむき出しの殺意に咆吼する。




　混こん沌とんの鐘かねの音に彩いろどられ、ふたりの戦いは加速する──。










　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆少女と炎




　主人公強羅瑠璃、どん底に堕おちる。

　──ナイツ一巻かんの端たん的てきな内ない容ようである。

　絆きずなを奪うばわれ、記き憶おくを奪われ、だが世界を護まもろうとする少女は己おのれをかろうじて薄うすい強さで覆おおった。……より簡かん単たんに言えば、今の瑠璃は意地と根こん性じようだけで立っているに過すぎない。




　これがスタートラインだ。




　このままでは、遅おそかれ早はやかれ瑠璃は破は滅めつするだろう。バッドエンドを避さけるためには、彼かの女じよはさまざまなものを手に入れなければならない。

　聖せい杯はいに負けぬ命、本当の強さ、そして新たな絆。瑠璃が夜を脱だつするための道はまだ遠い。歩みきれるかどうかは、これからの彼女次第というわけだ。

　無む論ろん、素す直なおに歩ませるつもりはまったくないわけだが。

　──とはいえ。

　今回のターゲットは瑠璃ではない。正せい確かくに言えば瑠璃だけではない。

　次に試すべきは瑠璃とラハブ。ふたりの関かん係けい性せいである。

　一話のセッションを終えて、ＧＭである私わたし、矢野俊策やの・しゆんさくにはひとつの違い和わ感かんがあった。なぜラハブは瑠璃の言うことを無む条じよう件けんで聞くのか。なぜ瑠璃はあれほどまでにラハブを信しん頼らいしているのか。ただ契けい約やくで繫つながっている関係にしては、あの絆の強さは不自然であり、歪ゆがんでいる。ならば、そこを狙ねらわない手はない。




　──と、その時。私の脳のうに悪あく魔まがささやいた。

　絆を試すには、基き本ほんにして究極の手がある。それを使え、とヤツは言った。

　古今東西、あらゆる物語で使われてきたその方法。だがそれはことＴＲＰＧに限かぎって言えば、ひとつ難むずかしい要よう素そを含ふくんでいた。

　……告白すれば、この時私は迷まよっていた。事じ故この可か能のう性せいが否ひ定ていできなかったからだ。

　だが──今の展てん開かいでこのカードを切らないのはあまりにももったいないのも確たしかだ。

　数日の悩なやみの果て、私は覚かく悟ごを決める。人生初の仕し掛かけを組み入れようと。

　そして時は経たち──。







◆Preplay02◆第二話開始




　某ぼう月げつ某ぼう日じつ。ナイツ第二話の収しゆう録ろく場所に、参加者一同が集まった。




若林直美わかばやし・なおみ（以下、若林）：もー、今日のあたしはひと味違ちがいますよ。

田中天たなか・たかし（以下、天）：お、なんだか気合い入ってますね。

若林：前はＧＭに振ふり回まわされましたからね！　今日は心の準じゆん備びをしてきましたよ！

稲葉義明いなば・よしあき（以下、稲葉）：ああ、一巻のＧＭは容よう赦しやなかったからな（笑）。

矢野俊策（以下、ＧＭ）：それが役目です！　それが面白いと信じての行動です！

加納正顕かのう・まさあき（以下、加納）：矢野さん……（笑）。




　ではここで改めてプレイヤーの紹しよう介かいをさせていただこう。




▼若林直美

『THE IDOLM@STER』の秋月律子あきづき・りつこ役などで活かつ躍やく中の声せい優ゆう。ダブルクロスにおいては『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズで大門寺朱香だいもんじ・しゆかのプレイヤーを担たん当とう。どこまでも役に入り込む演技力で、数々のドラマを作りあげた。

　本シリーズでは、命と絆と記憶を奪われた少女、強羅瑠璃を担当する。




▼田中天

　口を開けばすべて妄もう言げん、ナチュラルに爆ばく笑しようを生み出しつづけるフリーライター。筆者とは中学生からのつきあいである。彼の生み出すオモシロキャラクターをたっぷりと楽しみたい方は『ダブルクロス・リプレイ・トワイライト』もどうぞご覧あれ。

　本シリーズでは、古より存そん在ざいする炎の魔人、ラハブ・アブド＝アルマリクを担当する。




▼稲葉義明

　ぶれず、揺ゆらがず、傾かたむかず。ただひたすらに渋しぶく、かっこいいロールプレイで我われ々われを魅み了りようするライター。その重じゆう厚こうな文章は『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズ（エンターブレイン刊かん）などで味わうことができる。

　本シリーズでは、復ふく讐しゆうを企たくらむ仮か面めんの軍人、ハウントを担当する。




▼加納正顕

　本シリーズと対になるもうひとつのリプレイ、『ダブルクロス・リプレイ・デイズ』の著ちよ者しや。ネタを逃のがさず、きっちりとキャラクターに組くみ込こむ男。その力は前作『ダブルクロス・リプレイ・デザイア』シリーズでも発はつ揮きされた。

　本シリーズでは、ＵＧＮ幹かん部ぶの一人ひとり娘むすめ、エリートお嬢じよう様さまの加賀美志津香かがみ・しづかを担当する。




ＧＭ：ではここからはＧＭとしての口調で──。えー、では改めてナイツ二話を始めよう！

天：ふふふ、今回も瑠璃がどんな目に遭あわされるのか、楽しみですねえ。

若林：えええええっ!!　天さんはそんなところに楽しみを見いだしてるの!?

天：当然じゃないですか！　（ＧＭを指さして）アイツのやり方はよく知っているんですよ！　人が苦しみ、そこから立ち直り、覚悟を決める瞬しゆん間かんが大好きなんです！　そしてそれは俺おれも大好きなんですよ！（笑）　それをこんな間近で見られるなんて！　ああ！

稲葉：おいおいおい、間ま違ちがいなく悪役の台詞せりふだな（笑）。

ＧＭ：盛もり上あがっているところ悪いんだが、天よ。

天：ん？

ＧＭ：今回のターゲットは…………キミなんだ。

天：（自分を指して首をかしげる）

ＧＭ：（ゆっくり、はっきりとうなずく）

天：…………。

ＧＭ：キミなんだ。

天：うそおおおおおおおおおおおおおおっ!?　俺!?　俺なのっ!?

ＧＭ：まあ正確に言えば瑠璃とラハブの両方なんだけど。

若林：やっぱりこっちにも来るんですね！（構かまえる）

天：馬ば鹿かな……！　俺は瑠璃の横で頰ほお杖づえをつきながら、「瑠璃ってば、たいへーん」って言ってればいいだけのキャラのはず……！（笑）

ＧＭ：そんなはずあるかい！（笑）　……じゃあまずはトレーラーを読み上げようか。




　古いにしえの時代、神に逆さからった王がいた。

　王は塔とうを建て、二度と人が地に拡かく散さんせぬように天へと刃やいばを向けた。

　塔の名はバベル。混こん沌とんを意味し、神の怒いかりを買った悪しき象しよう徴ちようである。




　だが瑠璃の肉体は、混沌の塔をも蘇よみがえらせる。

　混沌は叫さけぶ。神と人の絆を、少女と魔人の絆を断てと。

　災さい厄やくの塔の鐘かねの音が響ひびき渡わたる時、ふたりの心に亀き裂れつが走る。

　帰ってきた仲間が、炎に秘ひめられた真実が、疑ぎ心しんを生み、溝みぞを広げる。

　混沌の行く末は破は滅めつか、それとも──。




『ダブルクロス・リプレイ・ナイツ』第二話

「Flame in the Dark」

　ダブルクロス──それは裏うら切ぎりを意味する言葉。




稲葉：次の〝遺産〟はバベルの塔か！　これは大物が来たな！

加納：失われたものも復ふつ活かつさせちゃうんですね、瑠璃の肉体……。

若林：そ、それよりも気になるのは絆を断てとか、心に亀裂とか、その辺なんですけど！

天：もう、悪い予感しか、しないぜ……。

ＧＭ：ふっふっふ、では次にハンドアウトを読み上げよう。




●瑠璃用ハンドアウト

ロイス：鳴神修護なるかみ・しゆうご　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：憧しよう憬けい／ネガティブ：不安

　アロタニアの事じ件けんから十日間が経けい過かした。キミは東雲しののめの写真を元に旧きゆうナイトフォールの面々を捜さがし──そしてついに彼を発見する。

　鳴神修護、旧ナイトフォールのエース。彼に怪け我がはない。だがこの二年間の記憶もないという。一体鳴神に何があったというのだろうか。




若林（以下、瑠璃）：ちょっ、えっ、ええええええええっ!?　　鳴神先せん輩ぱいが、戻もどって……!?

ＧＭ：うん。旧ナイトフォールのエースであり、瑠璃の先輩である鳴神が戻ってくるよ。

瑠璃：お、おお、おお……（そわそわそわそわ）。

天：振り回されないって言ったばかりで、もう落ち着きないじゃないですか！（笑）

瑠璃：だって！　鳴神先輩が！

加納：（おずおずと）ところで、あの、ＧＭ。旧ナイトフォールって、その……。

ＧＭ：おおっと、デイズ二巻の話はしないでもらおう（収録当時デイズ二巻は未発売）。

加納：むぐ……。

稲葉：デイズで何かあったようだな。……今日も大変そうだ（笑）。




●ラハブ用ハンドアウト

ロイス：炎ほのおの魔ま人じん　　　推奨感情　ポジティブ：自身／ネガティブ：逡しゆん巡じゆん

　キミは今、ひとつ悩なやみがある。それはキミの主たる瑠璃が最後の願いを口にしてくれないことだ。指ゆび輪わの魔人であるキミは三つの願いを叶かなえる存在。しかし主が願いを叶えようとしないのではどうにも動きようがない。

　炎の魔人として、指輪の魔人として、一体キミはどうするべきなのか。




天（以下、ラハブ）：ほーう、これは面白いロイスですねぇ。自分自身へのロイスとは。

ＧＭ：かなり変へん則そく的てきなんだけど、あえてこうさせてもらったよ。自分のスタンスをもう一度見つめ直す、みたいな意味合いだと思ってくれ。

ラハブ：ふむ、ではその心づもりをしておきましょうか。

稲葉：しかしこのハンドアウトとトレーラーか。……イヤな予感しかしないな（笑）。

加納：まあ、いろいろ想起するものはありますよねえ（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ、そのあたりはすぐにわかるよ。では次はハウント。




●ハウント用ハンドアウト

ロイス：イザベラ　　　推奨感情　ポジティブ：誠せい意い／ネガティブ：隔かく意い

　キミの家、キャラハン家は古い家だ。金獅子騎士団中ちゆう核かくのひとつとしてさまざまな遺い産さんを収しゆう集しゆうし、そして利用している。イザベラはそのひとつ、妖よう精せいスプリガンだ。

　彼女たちスプリガンは代々キャラハン家の財ざい産さんと当主を護まもるために活動する。イザベラはキミと、そして弟のレオンハルトを護る使命を持ち、幼少期より共に過すごしていた。……キミが騎士団を追われるまでは。




ＧＭ：というわけでハウントには新キャラの設せつ定ていを。

稲葉（以下、ハウント）：スプリガン……、ふむ、家のものか。

ラハブ：おお、人外ヒロイン！　……ヒロインだよね!?

ＧＭ：前ぜん巻かんの勘かん違ちがいをまだ引きずっているのか（笑）。ヒロインかどうかはわからないが、イザベラは人間形態は女じよ性せいの姿すがただよ。

加納：スプリガンっていうからには、巨きよ人じん形態とかがあるんですかね。

ＧＭ：あるよ。オープニングですぐに演えん出しゆつがあるから見ててくれ。

瑠璃：少しよう佐さの昔を知る人か……。




●志津香用ハンドアウト

ロイス：ラハブ　　　推奨感情　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：猜さい疑ぎ心しん

　ＵＧＮ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいからキミにもたらされたひとつの資し料りよう。それはイフリート・ラハブがいつ暴ぼう走そうしてもおかしくないという事実を示しめすものだった。

　ソロモンの指輪を無くしたかの魔人は制せい御ぎよするものがおらず、暴走の可能性が高いのだとか。評議会の一いつ派ぱはこの間の瑠璃の命令違い反はんと合わせ、ナイトフォールを危き険けん視ししている。この状じよう況きよう、一体どうするか。




加納（以下、志津香）：わたくしのハンドアウトだけ他の人と雰ふん囲い気きが違いませんこと？

ハウント：ふむ、確たしかに組そ織しきのにおいが強いな。

ＧＭ：実はシナリオ組んでて気がついたんだけどさ。ナイツの面子めんつ、今の時点で組織ものの要素が組み込めるのは志津香だけなんだ。

志津香：……なんですって？

ＧＭ：だって瑠璃はある意味組織を必要としない、ハウントは復ふく讐しゆうが優ゆう先せんで組織を切きり捨すてる覚悟がある、ラハブは言うまでもない。……ほら、志津香しかいない。

ハウント：加えて言えばＵＧＮ中枢評議会の娘むすめだ。組織の立場で悩なやませるにはいい人材だな。

志津香：うう、お腹なかがきりきりしてきましたわ……。

ラハブ：しかしワタシが暴走、ねえ。

瑠璃：今まで出てきてなかった情じよう報ほうだから、気になるな……。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：ではこれから経けい験けん点てんを使って成長をしてもらうわけだけど──（紙の束を取り出す）。

ラハブ：おっ？

ハウント：見たことあるぞ、この光景（笑）。

ＧＭ：そう、今回も新サプリメント『レネゲイズアージ』のデータを持ってきたのでこれも選せん択たく肢しに入れてもらおう。

瑠璃：おお！　どんな、どんなデータが!?

ＧＭ：今回の目玉は新種類のエフェクト、その名も〝アージエフェクト〟だ！　レネゲイドによって発生する衝しよう動どうに身を委ねることによって、より強力なエフェクトを使用できる。

ラハブ：おおお、それは！

ＧＭ：ただし、その分危き険けんは危険だけどね。

志津香：（データを見つつ）なるほど、自分の衝動と同じもののみが使用できますのね。

ＧＭ：そういうこと。ついでにアージエフェクトを取得すると暴走の効こう果かが変わったりもするよ。……ともあれこれも検けん討とう材料に入れてもらいつつ、成長をしてもらおう。

一同：はーい。




　そしてしばしの後、成長作業が完成した。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊







▼強羅瑠璃

「ナイトフォールの隊長として、世界の護まもり手として、今自分にできることは──」




ＧＭ：では成せい長ちよう報ほう告こくを瑠璃からお願いしよう。

瑠璃：えーとまず《完かん全ぜん獣じゆう化か》と《フルパワーアタック》を限げん界かいの５レベルに。

志津香：おお、ピュアブリードの本ほん領りよう発はつ揮きですわね。

ラハブ：取得限界レベルが２レベルアップしているのは強いですからねぇ。

ＧＭ：攻こう撃げき力りよくが恐おそろしいことになっていそうだ（笑）。……他には？

瑠璃：後は〈白兵〉のレベルを６に上げた。堅けん実じつに、着実に。

ハウント：ダイスはもう十分だからな。次は固こ定てい値ちか。

瑠璃：きちんと強くなるのが先決なので。……そして固定ロイスは無し！　聖杯の効果で無し！　なんにも無し！（ＧＭににじり寄りつつ）

ＧＭ：ふふふふふ、プレッシャーをかけてもその体たい質しつは変わらないよ（笑）。

瑠璃：いつか、いつか元に戻ってやるー！（笑）



















▼ラハブ・アブド＝アルマリク

「あ、今日はあのソフトの発売日、明日はあのモバイルが出るのでしたね。……ふふ、これはいくら金があっても足りません。もっとも、すべてルリの金ですがね──」




ラハブ：えー、まずワタシは《原初の青：光こう芒ぼうの疾しつ走そう》を取りました。マイナーアクションで炎と化して走ります。これでようやく移い動どうしながらエフェクトが使用可能に。

ハウント：今までそれに苦労していたからな。

ラハブ：本当に。そしてこのエフェクトを取ることで、ワタシの侵しん蝕しよく率りつ基き本ほん値ちは人間には不ふ可か能のうな43％からスタート。ふふ、超ちよう越えつ者しやっぽいでしょう？（笑）

志津香：そこなんですの!?（笑）

ラハブ：そこなのです。そしてさらに〈回かい避ひ〉を５レベルにし、〈情報：ウェブ〉を１レベルにしました。ちょこちょことあれこれを覚え中です。

ＧＭ：〈回避〉は渋しぶいな。

ラハブ：雑魚ざこの攻こう撃げきくらいは避よけられるようになりたいのですよ。……それからデータとは関係ありませんが、スマートフォンやモバイルＰＣ、携けい帯たいゲーム機などを目につく限かぎり片かたっ端ぱしから買っています。ルリの金で（笑）。

瑠璃：ちょっと！（笑）

ラハブ：いいじゃないですか！　プレイヤーの分も、ラハブは満たしたいんですよ！（笑）

ハウント：どんな理り屈くつだ（笑）。



















▼ハウント

「聖杯の少女、瑠璃の出しゆつ現げんによって私の復讐は現げん実じつ味みを帯びてきた。彼女を利用し、奴やつを引きずり出す。……ここからは敗北の許ゆるされない勝負だ」




ハウント：私の成長は単たん純じゆんだ。まず《妖よう精せいの手》を３レベル取得した。

瑠璃：あれは使い勝手いいですからね。使用回数が増ふえるのは嬉うれしい。

ハウント：うむ。そしてもうひとつは《束そく縛ばくの領りよう域いき》を取得した。

志津香：おお、攻撃を失敗させるエフェクト！

ハウント：ようやく悪あく霊りようを相手に取とり憑つかせて動きを封ふうじるエフェクトだ（笑）。達たつ成せい値ちコントロールと合わせて、一回は防ぼう御ぎよしたいところだな。

志津香：現げん状じよう防御役のわたくしとしても、それは助かりますわねー。

ハウント：以上だ。サポート能のう力りよくが上がった感じだな。



















▼加賀美志津香

「前回は苦にが々にがしい経験となりました。ですがそれで終わるわたくしではありません。……この苦みをバネにして、美しく華か麗れいに羽ばたいてみせますわ！」




志津香：最後にわたくしですわね。まずは〈白兵〉を９レベルに上げましたわ。痛いたい目に遭あいましたので修しゆ行ぎようをし直しましたの。一いつ所しよ懸けん命めいハンマーを振ふって（笑）。

ハウント：まさしく努力の人だな（笑）。

ラハブ：派は手でな外見の割わりに、水面下で水をかくことを忘わすれませんねぇ（笑）。

志津香：上に立つものはそういうものなのです！　そして追加のアージエフェクトから《暴食の魔王》を取得しましたわ。魔眼によって他人の攻撃力を上げるエフェクトですの。

瑠璃：誰にでも使えるの？　それは便利だ。

ラハブ：火力を振り分けられるのはうれしいですね。でも、また便利系ですか（笑）。

志津香：そういう性分なのですわ！（笑）



















▼ＰＣ間ロイス

ＧＭ：では最後にＰＣ間ロイスを決めよう。今回はちょっと特とく殊しゆな結び方をする。まず瑠璃とラハブはお互たがいに。次にハウントがラハブに、志津香が瑠璃に取る形だ。
















ハウント：了りよう解かいしたが、なぜこの形に？

ＧＭ：今回は瑠璃とラハブの関係性がメインだからね。この形になったんだ。

瑠璃：なるほど。……じゃあ自分からラハブはポジティブ連帯感、ネガティブ不安かな。チームメイトとして見ているが、願いを叶えたらいなくなる不安を覚えている。

ＧＭ：だから三つ目の願いを言えない、ということだね。

ラハブ：そんなワタシはルリにポジティブ好こう奇き心しん、ネガティブ無関心です。聖杯としての好奇心は持っていますが、本ほん質しつ的てきにはどうでもいいのです。──ちなみに誤ご解かいの無いように言っておきますが、ルリだけではありません。ワタシにとってはすべてが娯ご楽らくなのです。

ＧＭ：魔人らしい、異い常じような精せい神しんだな。ではハウントは？

ハウント：私はラハブに対し、ポジティブ好奇心、ネガティブは脅きよう威いだ。……ラハブに興きよう味みはあるが、奴は邪じや魔まだと思っている。私が瑠璃を利用する上で障しよう害がいになる可能性がある。

瑠璃：こ、この人悪い人だ！（笑）

志津香：ええと、わたくしは瑠璃さんにポジティブ憧憬、ネガティブ敵てき愾がい心しんで取りましたわ。憧あこがれもありますが、やはり本質的にはあの方に勝ちたいと思っていますの。

ＧＭ：正当にライバルっぽくていいね。……ではオープニングを開始しようか。





スプリガン　イギリス、コーンウォールに伝わる妖精。遺跡の中に住み、その財宝を護るという伝説を持つ。普段は小人の姿だが、戦う時は巨人になる。

《完全獣化》　肉体すべてを獣と変えるキュマイラのエフェクト。

《フルパワーアタック》　力を溜めることで攻撃力を上げるキュマイラのエフェクト。

《妖精の手》　領域内の事象を操り、行動をサポートするオルクスのエフェクト。












　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ







◆Opening00◆混こん沌とんの塔とう

Master Scene




　──カツン。

　ボードの上でチェスの駒こまが小気味いい音を立てる。

「……では、塔の復ふつ活かつは為なされたのだな？」

　盤ばん上じようを見つめながら問うのは、金糸の髪かみを持つ男。名をレオンハルト・キャラハン。若くしてすでに王者の風格を纏う青年だ。




ＧＭ：では最初のシーンはマスターシーンからスタート。

ラハブ：お、まずは予よ兆ちようですか。

ＧＭ：そう、敵てき側がわの動きを少し演えん出しゆつしておこうかと思ってね。画面に映うつるのはどこかの洋館の中。そこに座すわっているのは金きん獅じ子し騎き士しだ団んそ総うち長ようレオンハルト・キャラハン。向かい合っているのは瑠る璃りと同じ顔をした〝スナッチャー〟。

瑠璃：いきなり……！

ハウント：…………。

ＧＭ：レオンハルトは〝スナッチャー〟に聞く。「塔の復活は為されたのだな？」と。それに〝スナッチャー〟が……。




「もちろん、万事ぬかりなく」

　口元をわずかにつりあげ、〝スナッチャー〟は答える。

「さすがに混沌の塔。左ひだり腕うで一本を使ったけれどね」




瑠璃：混沌の塔……？

ラハブ：バベルの塔のことですね。つまり彼かれらはあの塔を復活させたと。

ＧＭ：そういうこと。レオンハルトは〝スナッチャー〟の言葉にうなずくと、こう言う。




「かの塔は貴き公こう以外にも使えるのか？」

「条じよう件けんさえクリアすれば誰だれでも。……もっとも、失敗すれば死ぬよ」

「条件とは？」

「この左腕を移い植しよくすること」




瑠璃：（渋しぶい顔になる）

志津香：スエミさんと、同じですわね……。




「ならば適てき任にんがいる。──イザベラ」

「はっ」

　レオンハルトが名を呼よぶと、どこからともなくパンツスーツの女じよ性せいが現あらわれた。

　表すならば〝騎士のごとし〟。首くび筋すじで細くまとめられた髪かみは赤しやく銅どう。琥こ珀はくの瞳ひとみを半ば伏ふせ、微び動どうだにせず主の言葉を待つ。

「お前の左腕を、このものと換かえよ。そしてバベルの塔を動かせ」




ラハブ：なかなか無茶を言いますねえ。

ＧＭ：イザベラは躊ちゆう躇ちよなく「了りよう解かいいたしました」と言って、生み出した剣けんで左腕を落とす。

瑠璃：──っ！

ＧＭ：それを見て〝スナッチャー〟が左腕をむしり取り、投なげ渡わたす。するとイザベラは左腕を断だん面めんに付け、強ごう引いんに移植する。




「よくやる」

「イザベラは我わが家やに仕える妖よう精せいだ。人ではできぬこともさせられる」

〝スナッチャー〟の疑ぎ問もんにレオンハルトが答える。

「──レオンハルト様。接せつ続ぞく、終わりました」

「よかろう。では指し示じを与あたえる。ナイトフォールを混沌に堕おとせ。それがお前の使命だ」

「了解しました」

　簡潔に答え、イザベラは現れた時のように静かに消える。部下を見送り、レオンハルトは改めて〝スナッチャー〟にこう言った。

「しかし──〝スナッチャー〟。貴公の口調もずいぶんと変わったものだ」




ＧＭ：「乱らん暴ぼうな口調は失せ、落ち着いた。……近づいたな、彼かの女じよに」そう言うと、〝スナッチャー〟はにやりと笑う。「これがあるべき姿だ、レオンハルト」

ハウント：瑠璃に近づいているのか……？

ＧＭ：さてね。そしてレオンハルトが「では作戦を開始しよう。ナイトフォールへの攻こう撃げきを」と言ったところでシーン終しゆう了りようだ。

志津香：イヤな予感しかしないマスターシーンですわね……。





スエミ　前巻のキャラクター。瑠璃の両眼を移植され、遺産の制御装置となっていた。









◆Opening01◆エースの帰き還かん

Scene Player ─── 瑠璃




　その一いつ報ぽうは唐とう突とつにもたらされた。

　──鳴神修護発見さる。

　旧きゆうナイトフォールの一員にして、絶ぜつ対たい的てきなエース。数々の功こう績せきを打ち立ててきた最強のオーヴァードが、戻もどってきたというのだ。




ＧＭ：では最初は瑠璃のシーン。……鳴神の帰還、その連れん絡らくが入った直後からスタートする。

瑠璃：ええええええええっ!?　いきなり!?　もう!?

ＧＭ：うん、いきなり。

瑠璃：ちょ、ちょ、ちょっと待って！　心の準じゆん備びが……。

ハウント：もはやグラグラだな（笑）。

ＧＭ：とりあえず落ち着いてもらうために、前回のセッションからの流れを説明しようか。

瑠璃：お、お願い。

ＧＭ：えー、まず前回の最後に東雲から写真を渡わたされたことは覚えている？

瑠璃：うん。アメリカのデトロイトで撮とったという話の、旧ナイトフォールメンバーが全員写った写真。忘わすれるはずがない。

ＧＭ：それを手に入れた瑠璃はどうする？

瑠璃：もちろん捜そう索さくに行く。

ＧＭ：だよね。瑠璃の報ほう告こくによってＵＧＮも動く。旧ナイトフォールメンバーはＵＧＮにとっても重要人物だしね。……そして十日間が過すぎる。

瑠璃：おそらく、不ふ眠みん不ふ休きゆうみたいな状じよう態たいで捜索しているはず。倒たおれるまで捜索して、起き上がったらまた捜索して、みたいな。

志津香：無理をしているのが見え見えですわね……。

ラハブ：個こ人じんが根を詰つめてもしょうがない事じ態たいでしょうに。

ＧＭ：了解。では途と中ちゆうで瑠璃はドクターストップがかかって日本に戻もどされたことにしよう。で、ベッドの上で気がついたところに鳴神発見の報告がもたらされる、という感じかな。

瑠璃：飛び起きてまた捜索に行こうとして、呆ぼう然ぜんと聞き返す。……今、なんと？

ＧＭ：ではその場にテレーズ・ブルムがいることにしよう。小さなミミズクを乗せた白衣の少女──ナイトフォールを預あずかる年とし若わかき中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんは半ば呆あきれながら言うよ。「あなたが倒れている間に、鳴神修護が発見されたのよ。……今、彼は回かい収しゆうされて隣となりの部屋にいる」

瑠璃：隣？

ＧＭ：「隣の医い務む室しつにね。……会う？」

瑠璃：…………。

ＧＭ：「もちろん後にしても構かまわないけど」

瑠璃：…………いえ、会います。会わせてください。

ＧＭ：「わかったわ。起きられるならついてきて」とテレーズは瑠璃を案内する。

瑠璃：ちょっとヨタヨタとするけれど、ついていく。……一いち応おういつもの格かつ好こうに戻ってから。

志津香：二年前に消息を絶たった、旧ナイトフォール……。

ハウント：普ふ通つうのＵＧＮエージェントからしてみれば、伝説上の存そん在ざいだな。

ＧＭ：テレーズが扉とびらの前で「この中よ」と。

瑠璃：……ひとつうなずいて、扉を開ける。

ＧＭ：すると──開けた扉の隙すき間まから「だからぁ！　なんともねぇんだって！」という聞きき慣なれた声がする。視し線せんをやればベッドから半身を起こした男だん性せいの姿が。

瑠璃：────っ！




　顔は見えない。──だが、一目で分かった。

　ぶっきらぼうなもの言い。全身に刻きざまれた傷きず痕あと。大きく、頼たよりがいのある背せ中なか。

　忘れるはずもない。瑠璃はあの背中を目指して走っていたのだから。




瑠璃：──動けない。本物だとわかってしまったら動けない。

ＧＭ：では、気配を察したのか部屋の中の男が「ん？」と振ふり向むくよ。

瑠璃：…………か、顔は？

ＧＭ：二年前と変わりない。鳴神修護、その人だ。
















瑠璃：記き憶おくを思い、出せる……？

ＧＭ：シナリオロイスがあるからね。思い出せるよ。

瑠璃：暴ぼう走そうした自分を拘こう束そくした時の鳴神先せん輩ぱいとか、ヘリの中で笑っていた鳴神先輩とか、連れん携けいしたときの鳴神先輩とか、最後に拳こぶしを合わせた時の鳴神先輩とかを、思い出す……。

志津香：瑠璃さん……。

ＧＭ：鳴神は硬こう直ちよくしている瑠璃に、にやっと笑いかける。「よう。……久ひさしぶりだな」

瑠璃：う、うう。ジ、ＧＭ。

ＧＭ：なに？

瑠璃：医務室ってことは、鳴神先輩はどこか怪け我がを？

ＧＭ：特にしているようには見えないね。

瑠璃：…………飛びついても、いい？

ＧＭ：存ぞん分ぶんに。

瑠璃：鳴神せんぱ──────い！（飛びつく）

志津香：やれやれ、ですわね（笑）。

ハウント：完全に０話の時の瑠璃だな（笑）。

ＧＭ：「おっとっと」と瑠璃を受け止める鳴神。

瑠璃：あー、うあー、鳴神先輩だ。鳴神先輩だ鳴神先輩だ鳴神先輩だー！　うううううう。

ＧＭ：「おいおい何だよ」と背中を叩たたきながら、「お前、こんな泣き虫だったっけか？」。

瑠璃：だって、だってつらかった……！　先輩がいなくなって、みんながいなくなって、この二年、本当につらかったんだよぉ……！

ＧＭ：「二年？　そうか……、そんなに経たっちまったのか」

ラハブ：ん？　なんだか変な反はん応のうですね。

瑠璃：自分もその違い和わ感かんを持つので、体を離はなして聞こう。……先輩、この二年どうしてたんですか？　それに体の傷きずも……。

ハウント：そうだな。確たしか〝スナッチャー〟によって痛いた手でを被こうむっていたはずだ。

ＧＭ：なぜか傷は無いね。失ったはずの腕も元に戻っている。

瑠璃：どういう、ことですか？

ＧＭ：鳴神はボリボリと頭を搔かいて言う。「実はな、俺おれが意い識しきを取とり戻もどしたのは数週間ほど前のことなんだ。気がついたらテキサスあたりにいてな」

瑠璃：え!?　だって、東雲の写真は確かデトロイトで撮とられたものだって──。

ＧＭ：それを指し摘てきしても鳴神は首をひねるだけだよ。「俺の記憶は、あの遺い跡せき──〝スレイマンの壺つぼ〟の中で、〝スナッチャー〟と戦せん闘とう中にソロモンの指輪が閃せん光こうを発した。……そこまでしか覚えてねえ」

ハウント：東雲も確たしか同じ話をしていたな。

ＧＭ：「その後、気がついたらテキサスの荒こう野やで倒れてた。体の傷は全部治ってたんだけど、まともに動けねえし、記憶も判はん然ぜんとしなくてな。動けるのに今日までかかっちまった」

瑠璃：他のみんなは？　カルディナ隊長は……？

ＧＭ：鳴神は少し暗い顔になる。「……やっぱり、誰も戻ってきてねぇのか」

瑠璃：はい。一いつ緒しよにいるものとばっかり。この写真もあったので……。と、例の写真を。

ＧＭ：「うん？」と眉まゆを寄よせる。「確かに俺に見えるが……、作り物じゃねえのか？」

瑠璃：え？

ＧＭ：「情じよう報ほう元は〝遺い産さん破は壊かい者しや〟だろ？　アイツと俺たちは敵てき対たい関係だしな」

瑠璃：う、うーん、そう、なのかな……。

ハウント：ふうむ、ヤツがこちらに偽にせ情じよう報ほうを流す意味はあまりないとは思うが。……しかし同じようにこちらに情報を渡わたすメリットも無い、か。

ＧＭ：「まあ、それを考える前に、だ」と鳴神が言う。「俺はお前の状じよう況きようも知らねぇんだ」

瑠璃：あ、そうか……。

ＧＭ：「二年って言ってたよな。今、どうなってるんだ？」

瑠璃：え、ええと、ナイトフォールは一度解かい散さんになった後、自分が隊長になって──。

ＧＭ：「な、なにぃっ！　お前が隊長なのか！」

瑠璃：残されたの、自分だけですから。……だから、隊長になったんです。

ＧＭ：「そう、か……」

瑠璃：それから──、と今までのことを簡かん単たんに説明する。でもロイスが無いから淡たん々たんと、記録を読み上げるような口調で。

志津香：痛いた々いたしいですわね……。

ＧＭ：うん。鳴神も黙だまって聞いた後に、「きつかったな。……いや今も、か」と。

瑠璃：でも！　やっと鳴神先輩が戻ってきてくれました！　だからもう大だい丈じよう夫ぶです！

ＧＭ：「そうだな。俺もお前の力になる。──奪うばわれたものを、取り戻さねぇとな」

瑠璃：はい！　できますよ、鳴神先輩が一緒なら！

ＧＭ：「ああ」と笑ってから鳴神は肩かたをすくめる。「ただ、しばらくはどうやらこっから出してくれないらしい。活動開始は後日だな」

瑠璃：そうなんですか？

ＧＭ：「検けん査さやら、記憶復活のための処しよ理りやら、なんかいろいろあるんだってよ」

瑠璃：それなら素す直なおにうなずいて帰ろう。……あ、鳴神先輩その前にひとつだけお願いが！

ＧＭ：「なんだよ」

瑠璃：携帯型レコーダーを取り出して先輩につきつける。……一言、ください！

ＧＭ：「あぁ？」と眉を寄せるものの、鳴神は瑠璃の笑顔に圧おされて言う。「あー……、帰ってきたぞ。……これでいいか？」

瑠璃：はい！　これで大丈夫です！　では自分はこれで！

ＧＭ：「ああ、またな」と鳴神は手を振ふって瑠璃を見送る。

瑠璃：ホントに、ホントに鳴神先輩が戻ってきたー！　…………でもこんなに喜んでいいのかなあ。強くなるって決心したばかりなのに、あっという間に昔の弱さになっちゃった。

志津香：ぐにゃぐにゃですわねえ。

瑠璃：でも先輩が戻ってきたら……こうなる、よな。──うん！

ラハブ：いいことには間ま違ちがいないですからねぇ。

瑠璃：そうだよね。……そうだよね！　そうだ！　鳴神先輩が戻ってきたぞ！　イェーイ！

志津香：よかった……のですわよね？

ハウント：さてな。最初が上がると不安になるものだが。

瑠璃：少しよう佐さ！　やめてくださいそんなこと！

ＧＭ：ふっふっふ、さてどうなるかな。……ではここでシーンを切ろう。







◆Opening02◆現げん代だい社会という罠わな

Scene Player ─── ラハブ




　──これは夢ゆめだ、とラハブは認にん識しきする。

　上下のない灰はい色いろの空間。少年姿のラハブはぼんやりと目の前の巨きよ大だいな炎ほのおを見つめる。

　己おのれ自身とも言える炎を……。




ＧＭ：では次のシーン。ラハブのオープニングだ。時じ系けい列れつは瑠璃が鳴神と再さい会かいしているころ。

ラハブ：ほう。ワタシは何をしていますかね。

ＧＭ：瑠璃が行動不ふ能のうになっているので、基き本ほんは家で待機を命じられている。

ラハブ：別べつ段だんＵＧＮに従したがう理由はないのですが……まあ大人しくしていましょうか。

ＧＭ：で、シーンはラハブが夢を見ているところから始まる。

ラハブ：ほう？　夢とはまた珍めずらしい。

ＧＭ：夢の中でラハブは巨きよ大だいな炎の塊かたまりと対面している。炎は徐じよ々じよに姿を変え、ラハブのイフリート形けい態たいを模もした人型へと変わってゆく。もっと大ざっぱな作りだけどね。

ラハブ：ふむ、これはワタシ自身……ですか？

ＧＭ：炎はその巨大な手でラハブを摑つかむと、こう言う。「使命を果たせ……」

ラハブ：使命？　ああ三つ目の願いですね。

ＧＭ：「使命を果たせ、我われよ。炎たる使命を……」言葉というよりは思念そのものだね。

ラハブ：やれやれ、こんな形で現あらわれるとは。ワタシの強きよう迫はく観念も大したものですねえ。

ハウント：強迫観念か。なるほど、そういう風にとらえるわけだな。

ラハブ：ええ、今の思考だとそうなるかと。

ＧＭ：炎は同じことを延えん々えんと繰くり返かえす。「炎たる使命を果たせ……」

ラハブ：言われずともそのつもりですよ、安心してください。

ＧＭ：ラハブがそう言うと炎は少しずつ小さくなり、消えてゆく。そして目が覚めるよ。

ラハブ：ふぁー、面めん倒どうな夢を見ましたねぇ。まだ瑠璃が帰ってくる気配はありませんか？

ＧＭ：うん、特に連れん絡らくはない。

ラハブ：ならばもう少し鬼おにの居いぬ間まのなんとやらを楽しみましょうか。まずはやりかけのゲームにでもいそしみましょう。

瑠璃：そんな風に思われてたのか、自分は（笑）。

ラハブ：存在する娯ご楽らくに手を出さないなど、信じられませんよねー。と言いながらゲーム機の電でん源げんをポチリと。

ＧＭ：──ではそこで少しだけ視し点てんを変える。

ラハブ：おや？




　ずるり、ずるりと枷かせを引きずり、ソイツは商店街を歩く。

　凶きよう悪あく犯はんが着るような拘こう束そく衣い、重ねて巻まき付つけられた布ぬの、体中にぶら下げられた錠じよう前まえという異い常じようさ。だが人々が避さける理由はそれだけではない。

　地面に届とどくほどの黒くろ髪かみの下に蠢うごめく双そう眸ぼうに宿る、歪ゆがんだ愉ゆ悦えつを恐おそれてのことだ。

　人影は鼻を鳴らし、街を歩く。瑠璃とラハブの住む、マンションを目指して──。




志津香：な、なんですの、この素すっ頓とん狂きようなキャラクターは。

瑠璃：見た覚えは無い、けど……。

ハウント：ファッションではもう済すまされない領りよう域いきだな。映えい画がの撮さつ影えいとでも思うだろう。

ラハブ：周囲の人間はどんな反はん応のうなのです？

ＧＭ：そりゃもうどん引きだよ。でも人影自身はまったくそんなことを気にしてない。というより、周りなんか見ちゃいない。

志津香：大物ですのね……。

ＧＭ：そして人影はにおいをたどるようにずるずると歩き──、ふと脚あしを止めてにやりと笑う。画面に映るのは牙きばだらけの口元。見上げると、そこには瑠璃が住むマンション。

ラハブ：…………瑠璃のマンションですか。

ＧＭ：うん。

ラハブ：ワタシが今ゲームをやっているわけですよね。

ＧＭ：うん。

ラハブ：逃にげた方がいい気がしてきました（笑）。

ＧＭ：そんなことできるかい（笑）。

ラハブ：あー、じゃあワタシはホラーゲームをしています。

ＧＭ：？

ラハブ：画面の中では、主人公の背はい後ごからひたひたと怪かい物ぶつが歩いてくるんですよ。ワタシはそれをドキドキしながら見守っているのです。ドーナツでもぱくつきながら。

ＧＭ：ああ、わかった。怪物の足音と、拘束衣の人影が近づく足音がシンクロするよ（笑）。

ラハブ：（画面に釘くぎ付づけになって）さあ、来ますよ、来ますよ、来ますよ……！

ＧＭ：そしてゲームの中で怪物が主人公に襲おそいかかろうとするその瞬しゆん間かん────、マンションの扉が蹴けり飛とばされ、リビングを突つき抜ぬけて窓まどから落ちる！

ラハブ：うひょおおおおおおっ！　さすがは最新技ぎ術じゆつのゲーム！　臨りん場じよう感かんばっちり！（笑）

一同：ちっがあああああああああああああああう!!（笑）

ラハブ：だがワタシは気がつかない！　夢む中ちゆうでコントローラーを操そう作さしている！　……このっ、このこのっ！　死ねこの怪物め！

ハウント：ラハブにだけは言われたくない台詞せりふだな（笑）。

ＧＭ：ではそんなラハブの肩がちょんちょん、と叩たたかれるよ。

ラハブ：あー、今忙いそがしいんです！

ＧＭ：ちょんちょん。

ラハブ：忙しいと言っているでしょう！　重要な、そう大変重要な局面なんです！

ＧＭ：……トントン！

ラハブ：だから今は──、と後ろを向くと？

ＧＭ：そこには拘束衣の人物が。シルエットからどうやら女らしいことはわかる。

ラハブ：…………。

ＧＭ：…………。

ラハブ：（肩をすくめて）ふぅ、チアガールのルームサービスを頼たのんだ覚えはないですよ。

ＧＭ：なんで伊達だて男おとこ台詞なんだよ！（笑）

ハウント：というかお前にはコレがチアガールに見えるのか（笑）。

志津香：ル、ルームサービスって……（笑）。

ラハブ：だってどうしたらいいかわからないじゃないですか！　こんなの！（笑）

ＧＭ：あー、じゃあ相手は牙だらけの口でニヤッと笑って言う。「よお、兄弟」

ラハブ：兄弟？　貴方あなたは……？

ＧＭ：「何だよ、オレのことをもう忘わすれたか？　……あ、いや違ちがうな。この姿が初めてだからわかんねえか？」その声には聞き覚えがあるね。

ラハブ：………………そのもの言い。もしや陰おん陽みよう魚ぎよですか？　東雲の剣でもある。

ＧＭ：「正せい解かいだ！　ちぃとお前の真似まねをして姿を変えてみたんだ！　似にてるだろ！」

瑠璃：似てない！　全然似てない！（笑）

ラハブ：ほう、よくできているじゃないですか。

志津香：できてませんわ！（笑）

ハウント：誰も登場していないから、ツッコめないな（笑）。

ラハブ：察するに人間変化を身につけ、抜ぬけ出だして来たというところですか。……で、わざわざこんなところまで来て、なんの用事です？

ＧＭ：「そりゃあ、決まってるだろ？」猛たけ々だけしい殺気をまったく隠かくさず、陰陽魚は言う。「うるさいヤツがいない間に、食い損そこねた魔ま人じんをはるばる食いに来たってわけだ。ちいと不自由な体だがなあ」

ラハブ：ほう、我が慢まんができなくなったのですか。まったく、原始的な。……と言いながら、ワタシも炎を噴ふき上あげましょう。

ＧＭ：「かかっ、話が早い。人間とは違うなあ、お前は！」

ラハブ：我われ々われには煩わずらわしい常じよう識しきなどというものはありませんので。さて──、（一いち段だん声を低くして）かかってくるならさっさと来い、小こ娘むすめ。

ＧＭ：「かっ、たかだか数千年の炎がなめた口を──」と、ここで急に陰陽魚が口をつぐむ。

ラハブ：む？

ＧＭ：あれだけ発散していた殺気も失せ、ラハブではなくその後ろに視線を注いでいる。

ラハブ：後ろ？　確かく認にんしますが？

ＧＭ：テーブルにあるドーナツに目が向いている。さっきまでラハブが食べてたやつ。

ラハブ：……ドーナツを取り上げてみます。

ＧＭ：ラハブの手の動きに合わせて、顔が動く。

ラハブ：猫ねこのようですね。……ふふ、これがなんだかわかりますか？

ＧＭ：「わ、わかんない」

志津香：すっかりバカの様子になってますわ（笑）。

ハウント：切きり替かえ早すぎるな、こいつらは（笑）。

ラハブ：ふっふっふ、いいですか陰陽魚。人間は基き本ほん的てきにつまらぬ存在ですが、時折このような文化の精せい髄ずいを生み出す。……食べてみますか？

ＧＭ：「……いいのか？」

ラハブ：ええ、構かまいません。

ＧＭ：陰陽魚は口をガバッと開くと、残ったドーナツをテーブルごと喰くらう。そしてバリバリと咀そ嚼しやくし、吞のみ込こんでから。「うめぇ！」と。

ラハブ：あー、ドーナツですか？　それとも机つくえですか？（笑）

ＧＭ：「甘あまい方だ！　何だコレ！　何だコレ！　すっげ！　すっげ！」

ラハブ：今のはドーナツと言います。人間が生み出した、嗜し好こうのための食品ですよ。

ＧＭ：「どーなつ……！　すげぇな。腹はらの足しにはならねえけど、うまいな。……もっと無いのか？」と言いつつ、鼻をひくひくさせて部屋の中をうろつき始める。

ラハブ：そうですね。（瑠璃に）甘い物を食べる方ですか？

瑠璃：多くは食べないけれど。そうだね、じゃあアイスクリームは買ってることにしよう。高いアイスを大切に少しずつ食べている。

ラハブ：ほう、アイスクリームですか。

瑠璃：う、うん、アイスクリーム。

ラハブ：あの忌いま々いましくも冷たい食べ物ですか……。では陰陽魚を冷れい蔵ぞう庫こへと連れて行きます。ちょうどいい、貴方にはこれを食べていただきましょう。

ＧＭ：「お、なんだそれ」

ラハブ：アイスクリームと言います。甘くて美味おいしいでしょう。……と、カップごと投なげ与あたえます。こんな炎を消してしまうようなもの、無くなってしまうがいい！（笑）

瑠璃：や、やめて！　風ふ呂ろ上がりに一さじずつ食べてたのに！

ラハブ：ダメです！　こんなものを食べていたら、ダメな大人になる！（笑）

瑠璃：どんな理り屈くつ────っ!?（笑）

ＧＭ：陰陽魚は同じく一口で食べていく。「これもうめぇ！　冷たくて甘いな！」

瑠璃：ああああああああああああ！

ラハブ：なんか楽しくなってきましたね。冷蔵庫にあるもの、ひと通り与あたえてみましょうか。

ＧＭ：ガツガツ。陰陽魚はなんでも食うよ。食い物じゃなくても食う。感想はマチマチ。

ラハブ：ははははは！　いや、たくさん食いますね！　これは楽しい！

瑠璃：ウチの食料が！

ＧＭ：で、もぐもぐと食べていた陰陽魚が、今いま更さらのようにテレビ画面に気がついて言う。「おい、なんだあれ？　あの薄うすっぺらいものの中に、人がいるぞ」

ラハブ：ほう、あなたはテレビもゲームも初めて見るのですか。

ＧＭ：「あ？　まあ、この姿になったのも今日が初めてだからな。後は東雲に背せ負おわれて眠ねむっているだけだし」

ラハブ：ふむ、なるほど。では体験させてあげましょう。……というわけで、モーションキャプチャー型のゲームをセットして、前に立たせます。動いてみなさい。

ＧＭ：「お？　お？　おおおおおおおおおおっ!?」速そつ攻こうで楽しそうにゲームを始める陰陽魚。

ラハブ：はっははははははは！　どうです！　楽しいでしょう！　そう、これが現代社会！　ワタシが二年間で速攻堕だ落らくした現代社会です！（笑）

志津香：自覚あるんですの!?（笑）

ラハブ：自覚どころか、かすかな罪ざい悪あく感かんすらありますとも。

瑠璃：そ、そうだったんだ……（笑）。

ラハブ：浪ろう費ひの快かい感かんに加え、人に与える快感まで味わえるとは。……こうなったらとことん行きましょう。ピザを五十枚まいぐらい頼んで、最大音量で音楽を鳴らして。

ハウント：重低音がマンション中に鳴なり響ひびく（笑）。

ラハブ：さて、と（服を整ととのえる）。

一同：？

ラハブ：踊おどる？（笑）

ＧＭ：「いいね」（笑）




　そして、魔人の宴うたげが始まった──。



















瑠璃：いや、「始まった」じゃなくて！　なんでいきなり踊るの!?（笑）

ラハブ：ここまで盛もり上あがったら、後は踊るしかないじゃないですか（さらりと）。

瑠璃：ミュージカルか！（笑）

ハウント：（笑いながら）正しいツッコミだな。

瑠璃：だいたい、どこからお金取り出してピザ頼んでるの！

ラハブ：ＵＧＮ経けい由ゆで瑠璃のお金ですよ。当然。

瑠璃：なんで自じ慢まんげなの！（笑）

志津香：周囲には壊こわれた家具やら、食べ散らかした食材やら。轟ごう音おんでアップテンポな音楽が鳴り響ひびく中、アラブ系けい少年と拘束衣の少女が踊り狂くるう……。

ラハブ：ついでにサイケデリックな炎を浮うかせましょう。

ＧＭ：あ、じゃあこっちも光こう源げんをコントロールしてフラッシュを連続的に炊たこう。

ラハブ：ふふ、やりますね。

ＧＭ：「お前もな」

瑠璃：なんで健けん闘とうたたえ合ってるの!?（笑）そういう場面じゃないでしょ！　ああああ、ウチが退たい廃はいの極地になっていく[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！

志津香：瑠璃さんが帰ったら、烈火のごとく怒りますわね（笑）。

ラハブ：でもワタシはそんなことは考えないのです。意図的に無む視しする（笑）。

ＧＭ：そんな狂きよう気きの宴を繰くり広ひろげて数時間後。惨さん憺たんたる状況になったリビングで、ラハブと陰陽魚はふたりとも横になっている。

ラハブ：ぜいぜいと息を切らせつつ、やりきった笑顔で（笑）。

ＧＭ：陰陽魚もまったく同じ状態だね。で、声をかける。「た、楽しいな、おい」

ラハブ：ふ、ふふ、人間の生み出した文化のおかげですよ。

ＧＭ：「正直、人間なめてたね」と、腹ふつ筋きんだけで半身を起こす陰陽魚。

ラハブ：ワタシほどの魔人が、あのような小こ娘むすめに従したがっている理由のひとつです。

ＧＭ：「ハッ。じゃあお前、これだけのためにアイツにいいように使われてんのか？」

ラハブ：（眉をしかめて）ひとつ、と言ったでしょう。……もっとも大きな理由は契けい約やくですよ。あなただって知っているでしょう？

ＧＭ：「そりゃな。オレたちを縛しばるのは契約か封ふう印いん、そのどっちかだ」そう言って、陰陽魚は脚で器用にコーラのペットボトルを開けて飲のみ干ほす。「オレもほとんどの力を封印されてるから、見ろよ、人間の姿になってもこんなんだ」

ハウント：なるほど、拘束衣も錠前も封印の象しよう徴ちようか。

志津香：東雲に封印されている、ということなのでしょうか？

ラハブ：それは聞いてみましょうか。……貴方は東雲に封印されているのですか？

ＧＭ：「封印自体はもっと昔のものだがなー。今はアイツに握にぎられているのは間ま違ちがいない」

瑠璃：なるほど……。

ＧＭ：陰陽魚はずいと身を乗り出す。「お前の話も聞かせろよ。契約ってどんななんだ」

ラハブ：よくある話ですよ。……と、経けい緯いを話しましょう。別に隠かくすことでもありませんし。

ＧＭ：了解。では陰陽魚はふんふんと話を聞いてから言う。「──お前、その契約変だろ」

ラハブ：……はい？

ＧＭ：「だって二番目の願いは『自分についてきて』だろ？　その後、お前はいいように使われているじゃねえかよ。もう三つどころか、百も二百も願いを叶かなえてるだろ」

ハウント：そう来るか。

ラハブ：言われてみれば確かにそうですが……。

ＧＭ：「──なあ、ぶっ殺しちゃえよ。アイツ」

瑠璃：……っ！

ＧＭ：「その方がお前は自由になるだろ？　それでいいじゃねえか」

ラハブ：ふむ…………。まあ、それも考えておきましょうか……。

志津香：考えるんですの!?

ラハブ：（スルーして）貴方はどうなのです？　東雲を殺したりはしないのですか？

ＧＭ：陰陽魚は肩をすくめる。「禁きんじられてっからな。やりたくてもできねえのよ。コイツがな」と、体中の錠前をじゃらじゃらと見せる。

ラハブ：ふむ、難むずかしいものですね。

ＧＭ：「ま、アイツはその代わり餌えさをくれるからな。我慢してやれなくはない」

志津香：餌？

瑠璃：〝遺産〟のことだね。きっと。

ＧＭ：その通り。利害が一いつ致ちしているわけだね。東雲と陰陽魚は。「だがしかし、アイツはこんな面白いことは教えてくれなかったな！」はー、と満足げに息をつく陰陽魚。

ラハブ：ストイックなように見えましたからね、あの男は。

ＧＭ：「飯はブロック状のものしか食わねえし、機械とやらはすーぐぶっ壊こわすし。壊した後は眉しかめて名残なごり惜おしそうに見てるしよ」

志津香：そ、そんな側面が（笑）。

ハウント：東雲、隠かくしておきたかっただろうにな（笑）。

ＧＭ：「ま、オレの話はいい」と陰陽魚はラハブをのぞき込こむ。彼女の──四角い瞳どう孔こうが炎の魔人を射い貫ぬく。「問題はお前だ」

ハウント：四角い瞳孔は仙せん人にんの印だったか。中ちゆう華か系けい遺産の演出だな。

ＧＭ：その通り（笑）。陰陽魚はしばしの間ラハブをじろじろと見つめた後に言う。「お前……何か眠ねむらせてるな？」

ラハブ：────え？

ＧＭ：と、その瞬間。陰陽魚がラハブの手首に嚙かみつく。がぶりと。

ラハブ：おおっと？

ＧＭ：ま、すぐ離はなすけどね。そこには牙きばの痕あとがふたつ。

ラハブ：……なんなのですか、これは？　それに眠らせている、とは？

ＧＭ：陰陽魚はぺろりと唇くちびるを舌したをなめる。「ほんの少し刺し激げきしてやった。ゆっくりとだが、そのうち効こう果かが出てくるだろ」とそれだけ。きちんと説明するつもりは無い。

ラハブ：ふむ。

ＧＭ：ちなみにラハブはじんわりと体に熱が入ってくるような感覚がする。有害なものではないことはすぐに分かるね。

ラハブ：毒でないのなら、放置しておきますか。

ＧＭ：「さぁて、今日は戻もどるとするか」ぴょん、と陰陽魚は立ち上がり。「またな、兄弟。たがが緩ゆるんできたらまた遊ぼうぜ」と牙を剝むきだして笑う。

ラハブ：ええ、そのうちに。…………おっと、そう言えば名乗っていませんでしたね。ワタシはイフリート。今はラハブと名乗っていますよ。

ＧＭ：「知っているだろうが陰陽魚だ。この姿の時はそうだな……インとでも呼よんでくれ」

志津香：陰陽の〝陰〟の方ですわね。

ＧＭ：「じゃあな、ラハブ」と陰陽魚は壊こわれたままの扉から出て行く。

ラハブ：ええ、貴方の主人にもよろしく。………………さて、と。

瑠璃：（刺さすような視線をラハブに送る）

ラハブ：ＵＧＮに片かた付づけだけ頼んで、ワタシも外に逃にげます！　瑠璃に怒おこられるなんて冗じよう談だんじゃない！（笑）

瑠璃：ぜっっっっっっっったい、帰ったら冷蔵庫に閉とじ込こめる！（笑）

ＧＭ：そんなオチがついたところでシーンを閉じようか（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ラハブ：ワタシはここでインに対してロイスを取りましょう。レネゲイドビーイング仲間として面白い。広こう義ぎで言えば同族ですしね。

ハウント：別段戦わないといけない理由はないからな。本当は。

ラハブ：そこは本ほん能のうでしょうねぇ。んー、ポジティブは親近感にしましょうか。彼女とワタシの立場は非ひ常じように似ている。

志津香：人間に使われるレネゲイドビーイング、ということですのね。

ラハブ：スタンスは違いますがね。ネガティブは恐きよう怖ふ。同族喰ぐらいですからね、彼女は。

ＧＭ：戦ったら厄やつ介かいだ、という感じか。

ラハブ：そういうことです。いつか一対一でやってみたい気もしますがね。

瑠璃：そんな大だい災さい害がいになるようなことはさせないよ。

ラハブ：（肩をすくめて）わかっていますよ、はいはい。







◆Opening03◆過か日じつの記憶

Scene Player ─── ハウント




　一いち枚まいのカードを手でもてあそび、ハウントは笑う。

　少しばかりの装そう飾しよくが施ほどこされたカードには、こう書かれていた。

　──主の命により、ナイトフォールの敵てきとなります。お許ゆるしください。

　あまりにも丁てい寧ねいに書かれたそれは、果はたし状じようであった。




ＧＭ：次はハウントのシーンだね。

ハウント：ふむ、どこから始まる？

ＧＭ：想定は日本支し部ぶ内、ハウントの部屋。カードが届とどけられるところからスタートする。

ハウント：カード？

ＧＭ：うん、イザベラからの果たし状。

ハウント：ほう？

瑠璃：イザベラは、少佐の昔なじみ……でしたっけ。

ハウント：もともとキャラハン家に仕えている妖よう精せい、だな（ハンドアウトを見つつ）。

志津香：その彼女が果たし状、ですの？

ハウント：今の主は私わたしを追い出した弟、レオンハルトだ。彼女にとって私は敵のはず。だが──わざわざ果たし状とは。

ＧＭ：律りち儀ぎなんだ、それくらい。そして古風でもある。

ハウント：なるほどな。……では苦笑いを浮うかべつつ、そのカードを眺ながめていよう。

ＧＭ：うん、そのまま回想シーンに入る。──それは十年前。騎士団にまだ属ぞくしていた頃ころ。

ハウント：二十四歳さいか。活動を本ほん格かく的てきに開始したころ、というところかな。

ＧＭ：そんな感じだね。さて、思い出すのはハウントとレオンハルト、そしてイザベラを含ふくめたチームがとある遺跡に潜もぐっている最中だ。

志津香：中ちゆう核かくの家の子息が直ちよく接せつ出しゆつ撃げきというのも珍めずらしい気がしますわね。

ＧＭ：騎士団とは言え、オーヴァードばかりじゃないからね。重要なミッションには駆かり出だされるよ。

瑠璃：なるほど……。

ＧＭ：というわけで石いし造づくりの遺跡の中を三人が進んで行く。他の連中は皆みな遺跡のガーディアンにやられてしまったと思ってくれ。

ハウント：ふむ、なかなかに強力な守しゆ護ご者しやがいるようだな。……クレタ島の迷めい宮きゆうあたりか？

ＧＭ：おお、いいな。じゃあミノタウロスが住み着いたダンジョンの中ということにしよう。

ラハブ：では騎士団の他エージェントはミノタウロスに殺された、ということですか。

ＧＭ：そうだな……。（少し考えて）騎士団もただミノタウロスにやられたわけではない。持もち込こんだアイテムやトラップを駆く使しし、牛頭の怪かい物ぶつを被ひ害がいを出しながら倒たおした。だが……。

志津香：だが？

ＧＭ：騎士団の誤ご算さんは、ミノタウロスが一体ではなく複ふく数すういたことだ。

瑠璃：複数！

ＧＭ：軽々と石を砕くだき、傷きずついても傷ついても向かってくる魔ま獣じゆうの群むれを前に、さすがの騎士団もその数を減へらしてゆく。そして残ったのがハウント、イザベラ、そしてレオンハルトのみという状況だ。

ハウント：今は回想なので仮か面めんも付けていなければ、名前も違うがな。

ＧＭ：キミたちは目的の遺産……ええと、アリアドネの糸にしようか。糸をすべて巻まき取とり、後は脱だつ出しゆつするだけ。だが後ろからは幾いく体たいものミノタウロスが追ってくる。

ハウント：まずいな、これは……。

ＧＭ：レオンハルトも走りながら、「これは──追いつかれますね」と状況を分ぶん析せきする。

ハウント：遺産を使えれば迷宮から抜ぬけ出でることも可か能のうだろうが……。

ＧＭ：それだと結局遺産を失なうことになる、というシチュエーションにしよう。そこで「私が時間を稼かせぎます」と進言するイザベラ。「その隙すきにおふたりは脱出を」

ハウント：……いや、それはならん。

ＧＭ：レオンハルトが聞き直す。「兄上、却きやつ下かの理由を聞いても？」

ハウント：分からないのか。イザベラが時間を稼いだところで我々が脱出できる保ほ証しようはない。そして彼女を失うことは後々の大きな損そん失しつだ。──今ここで離り脱だつすることは許ゆるさん。

ＧＭ：「ふむ……。もっともな判はん断だんです、兄上」とレオンハルトは引き下がる。そしてイザベラは、わずかに躊ちゆう躇ちよしながらも「最後の閃せん光こう弾だんを使って、敵をくらませます」。

ハウント：ああ、やれ。……これで運を天に任まかせることになるな。

ＧＭ：と、また三人で逃にげているとレオンハルトがハウントの隣に並ならんでぼそりと言う。「兄上はお優やさしい」

ハウント：……なんのことだ。

ＧＭ：「イザベラのことです。私ならば時間稼ぎに使っていましたよ」

ハウント：レオンハルト、彼女は我々の一族だ。一族を捨すて駒ごまにできない。

一同：────っ！

ハウント：（周囲を見て）なぜ皆が驚おどろく？

志津香：い、いえ、その……。

瑠璃：少佐が、他人のことを心配するなんて……。

ハウント：別段不思議なことでもあるまい。我々は歴史の裏うら側がわに住むものたち。一族内では結束しなければならないのだ。彼女は我が家に仕えるもの。つまり家族同然だ。

瑠璃：おお……。

ハウント：もっとも、この後でレオンハルトがその律りつを破やぶるわけだがな。

ＧＭ：それはもう少し未来の話だ（笑）。レオンハルトは「身内贔屓びいきと言われますよ」と。

ハウント：構かまわん。金獅子騎士団はそういう組そ織しきだ。

ＧＭ：──ハウントが言ったその瞬間。横の石壁が破は壊かいされ、向こう側から牛頭人身の怪物が現あらわれる。血走った目でミノタウロスは斧おのを振ふり回まわす。

ハウント：ちっ！　とっさに二丁拳けん銃じゆうを抜ぬいて撃うつが……。

ＧＭ：ヒットしてもミノタウロスは止まらないね。……だがその前に、怪物よりも巨大な西洋甲かつ冑ちゆうが突とつ如じよとして現れ、斧の一いち撃げきを受け止める。──イザベラだ。

ハウント：む？

ＧＭ：イザベラの戦せん闘とう形たい態けいだね。巨大な甲冑や武ぶ器きを作り出し、それを纏まとって戦うんだ。

志津香：ロボットに乗って戦うような感じですわね。

ＧＭ：そういうイメージ。スプリガンは戦う時は巨きよ人じんになるという伝説なので、こういう形にしてみた。ちなみに鎧よろいや武器はモルフェウスの能のう力りよくで作り出している。

ラハブ：攻こう防ぼう共に優すぐれていそうな姿ですねぇ。

ＧＭ：で、ミノタウロスと正面から打ち合い始めるイザベラ。力ちから任まかせのミノタウロスに対し、イザベラは丁てい寧ねいに盾たてで受け止め、剣で隙をつく戦い方で対たい抗こうする。ほどなくして怪物の断だん末まつ魔まがあたりに響ひびくよ。

ハウント：さすがだな、イザベラ。

ＧＭ：「ご無事ですか、お二方」

ハウント：ああ、私も弟も無事だ。お前の働きでな。

ＧＭ：「なによりです」と彼女は戦闘形態を解とく。レオンハルトも「なるほど、兄上の言が正解だったようだ」と言ってミノタウロスが乱らん入にゆうしてきた方角を指す。「あれは出口と見て差し支えないでしょう」そちらの方角からは太陽の光が。

ハウント：天は我らに味方したようだな。……出るぞ、レオンハルト、イザベラ。

ＧＭ：というところで回想は終わり──。

ハウント：現げん在ざいに戻ってくるわけか。騎士団を出てから今まで、イザベラとは交流は断たたれていた、で間違いないか？

ＧＭ：うん、それで。久しぶりに届とどいた一報がその果たし状だ。

ハウント：ふっ、あまりにも律儀だな。もはや私は敵以外の何者でもないだろうに。

ＧＭ：それでも一言断ことわりを入れたかったのだろう、ということは伝わってくるよ。

ハウント：私としてもやりづらい相手ではあるが……、仕方がない。レオンハルトに命じられれば、彼女も来ざるを得ないだろうからな。

志津香：なんとなく、イザベラさんも戦いたくない雰ふん囲い気きを感じますわね……。

ハウント：ＧＭ、ひとつ確認だが。イザベラはキャラハン家と契約している妖精だな？

ＧＭ：その通り。キャラハン家を代々守しゆ護ごする契約を交わしている。スプリガン側も世代交代するので、イザベラはハウントやレオンハルトを護まもるために遣つかわされた妖精だ。

ハウント：契約されているからには、主の命令に逆さからえないか？

ＧＭ：逆らえない。そしてイザベラは命令に忠ちゆう実じつに応えようとする性せい格かくだ。

ハウント：彼女と戦うには契約を破は棄きするしかない。だがそれは──。

ＧＭ：並なみ大たい抵ていの方法では不ふ可か能のうだね。契約の証あかし自体はレオンハルトの元にある。

ハウント：ふむ……。覚かく悟ごしなければならない、か。懐なつかしい顔なのだがな。

ＧＭ：ではそうハウントがつぶやいたところでテレーズから連絡が入る。金獅子騎士団が、対ナイトフォールの活動を再ふたたび開始したという連絡だ。

ハウント：テレーズには「すぐに行く」と連絡を返し、部屋を出て行こう。




　ランプにカードをかざし、火を灯す。

　銀糸の装飾を施ほどこした丁寧な果たし状は、しばしの間を置いて灰はいと化した。

　冷たい目でその残ざん骸がいを見下ろし、ハウントはひとりごちる。

「かつての一族は今の敵か。──いいだろう、イザベラ。受けて立とう」

　未練も後こう悔かいも復ふく讐しゆうの炎にくべて、男は残ざん骸がいに背を向ける。







◆Opening04◆今ここにいる場所

Scene Player ─── 瑠璃




　家に帰ってきた瑠璃が見たもの。

　それは祭りの後の惨さん憺たんたるありさまであった。

　壊れていない家具はなく、汚よごれていない箇か所しよはない。

　そして散らばる無数の領りよう収しゆう書しよ。これは──。




ＧＭ：えーと、では最後のオープニングは志津香の──。

志津香：あ、その前にひとつシーンが欲ほしいんですが、よいですか？

ＧＭ：おっと、何？

志津香：いえ、せっかく瑠璃さんがいつになく明るい雰囲気なので、ちょっと日にち常じようシーンをやっておきたいなあと思って。いつも話すときは切せつ羽ぱ詰つまってますし。

瑠璃：あ、それはいいな。自分もしておきたい。

ハウント：明るいというよりは浮うかれているようにも見えるがな（笑）。

瑠璃：あと、ラハブの魔人フィーバーにもツッコミを入れておきたい（笑）。

ラハブ：げぇっ！　や、やめましょうルリ！　それはシーンの狭はざ間まに消し去りましょう！

瑠璃：そんなことできるかっ！（笑）

ＧＭ：了解だ（笑）。じゃあシーンプレイヤーは瑠璃にして、ラハブとの会話から志津香との会話に繫つなげるか。

志津香：それで結けつ構こうですわ。

ＧＭ：ではシーンは瑠璃が魔人フィーバー後の家に帰ってきたところからスタートだ（笑）。

ラハブ：ユ、ＵＧＮに片付けを頼んだはずでは！

ＧＭ：聞くわけないだろ、そんなこと（笑）。

瑠璃：ラハブはもう捕つかまえた、ということでいいのかな？

ＧＭ：もちろん。

ラハブ：ノ、ノゥ！（笑）

瑠璃：ラハブ……、これは、どういうことなのか説明をしてもらおうか……？

ラハブ：ル、ルリ！　その、これは仕方なかったのです！

ハウント：どこがだ（笑）。

ラハブ：えーと、だから……と、友達が来てさぁー。

瑠璃：小学生かっ！（笑）正直に全部言いなさい！

ラハブ：うおおおお、逃にげ場ばがありません……。しょ、しょうがないから全部話しましょう。

ＧＭ：では瑠璃はラハブのオープニングシーンのあらましを聞いたということで。

瑠璃：…………。

ラハブ：…………こういう理由です。ほら、仕方がないでしょう？

瑠璃：そんな、わけ、あるかあああああああああああああああああああっ!!（笑）




　強羅瑠璃、渾こん身しんの叫さけびであった。




瑠璃：家具は壊こわさない！　家は汚よごさない！　そして！　お金は勝手に使わない！

ラハブ：そうは言いますがルリ、あなたは素す晴ばらしき魔ま法ほうのカードを持っているではありませんか。無む尽じん蔵ぞうに富とみを生み出すアレを。あんなものを使わない選せん択たく肢しはありません。

瑠璃：カード？

ラハブ：これですよ、これ。……とクレジットカードを出します。

一同：それか！（笑）

ラハブ：スルタンはその権けん力りよくを示しめすために、盛せい大だいに富を使ってきたのです。だからワタシが使ってもよいはずでしょう！

瑠璃：そんな理屈は無いっ！（笑）これは無尽蔵じゃなくて、きちんと減へるところから減るんだから。……まあ貯ため込こんではいるけど。

ＧＭ：ＵＧＮからの払はらいはよいからねえ。特に瑠璃は本部付きだから。

瑠璃：でもダメなものはダメ。……はあ、このカードブラックリストに出さなきゃ。

ラハブ：そ、そんな……！　ワタシの命の綱つなが……！

瑠璃：それからラハブは半日冷れい凍とう庫こだから。

ラハブ：ゲ、ゲエエエエエッ！　死んでしまいますよ！

瑠璃：……何か言い残すことは？

ラハブ：せめて、せめて三つ目の願いを言ってください……。

瑠璃：言ったら逃げちゃうでしょう、ラハブは。──じゃ、さよなら。




　そうして、冷凍庫の扉は閉しめられた。




ＧＭ：中からラハブの叫びが聞こえてくるかもしれないけど、まあ無視だろうな（笑）。

ハウント：しかるべき結末だ（笑）。

志津香：ではそこにわたくしが連絡をいたしますね。……せっかくなので遊びに行こうかと思っているのですが。瑠璃さんは、どんなところがよろしいですか？

瑠璃：遊び……。遊びか……（腕を組む）。

ＧＭ：どうしたの？

瑠璃：積極的に遊びに行ったことが無い……。

志津香：えええええええっ！（笑）

ラハブ：でも高校には行っているじゃないですか。友達と遊ぶとか。

瑠璃：……学校、ほとんど、出てないから……。

ハウント：ナイトフォールとして活動しながら、まともな学校生活は無理があるな（笑）。

志津香：それならわたくしが連れ出しますわ！　──ＧＭ、今って何月ですの？

ＧＭ：一巻かんからの時間経過を考えると、十一月の終わりってところかな。

志津香：では冬物を探さがしに行きましょう！　このわたくしの眼がん力りきをもって、瑠璃さんを着き飾かざらせてさしあげます！

瑠璃：っ!?　い、いらない！　自分はそんな、おしゃれとか──。

志津香：問答無用ですわ！　女たるもの、常つねに自分を光らせるものなのです！　……それに鳴神さんが帰ってきたのでしょう？　遊びに行くことを想定してもよいのでは？

瑠璃：ええっ!?　い、いや、鳴神先輩と遊びになんて、そんな……。

志津香：あり得なくはないでしょう。ともあれ連れ出しますわ！

瑠璃：う、ううっ、押おし切きられる……。

ハウント：鳴神と再会して、強さが剝はがれきっているな（笑）。

志津香：そしてお嬢じよう様さまとしての財ざい力りよくをフル動員させて、あれやこれやを瑠璃さんに着せますわ！　どうせ瑠璃さんはまともに服選びなんてしたことないでしょう。

瑠璃：……動きやすい服と、軍用ジャケットがあれば……。

志津香：ほら！　なのでわたくしがすべて見立てます。
















瑠璃：あの……志津香さん、これ、ちょっと胸むねがキツイ……。

志津香：ガフッ。

ＧＭ：ひどい仕返しだ（笑）。

瑠璃：（プレイヤーに戻って）いや、イラストを見たらサイズ差が歴然で（笑）。

志津香：そ、そうですわね……。

瑠璃：自分は着き慣なれないからいろいろとミスをするかな。袖そでのリボンがぽろっとほどけて、志津香さ～ん……、と呼んだり。

志津香：仕方がないですわね。せっせと直しますわ。……ようやく少し、緩ゆるみましたわね。

瑠璃：え……？

志津香：瑠璃さんはずっと張はり詰つめていたでしょう？　そういう糸は切れやすいものです。

瑠璃：そう、かな……。

志津香：ええ。再会したときにわたくしが驚おどろきの声をあげてしまうくらいには。でも、今は昔の瑠璃さんのようですわ。……鳴神さんが戻ってきて、よかったですわね。

瑠璃：うん。……うん、本当に。




　好意が染しみこむ。ようやく実感がわいてきた。

　本当に仲間が帰ってきたのだと。




瑠璃：ありがとう志津香さん。……志津香さんは変わらないね。

志津香：（いたずらっぽく）成長してないってことですの？

瑠璃：違うよ。昔から、よく志津香さんの世話になったなあって、思いだしたんだ。

志津香：そうでしたわね。

瑠璃：自分は変わってしまったけれど、志津香さんが変わらないでいてくれるのが……こう、うれしいんだ。

志津香：……瑠璃さんが、それほど変わったとわたくしは思いませんわ。

瑠璃：え？

志津香：こうやって世話をしてあげないと、服も着られない。そんなところは昔のままです。人間はそう簡かん単たんには変われませんわ。

瑠璃：……へへっ。




　瑠璃は照てれ隠かくしに笑い、その言葉を口にした。

「ありがとう志津香さん、ナイトフォールに来てくれて」







◆Opening05◆龍りゆうと鷹たかと

Scene Player ─── 志津香




　志津香がテレーズに呼よび出だされたのは次の日だ。

　年若き中枢評議員は、珍めずらしく重苦しい雰囲気を纏まとわせて志津香に告げた。

「面めん倒どうな相手と会ってもらうわ」と。




ＧＭ：では改めて志津香のオープニングだ。瑠璃の相手をした次の日、テレーズに呼び出されて日本支部に来るところからスタートする。

志津香：では前のシーンで買った服などを着つつ、向かいますわ。

ＧＭ：するとテレーズは志津香の顔を見るなりこう言う。「今から人と会ってもらうことになるわ。……ちょっと腹をくくってね」

志津香：いきなり、脅おどしをかけますのね……。

ＧＭ：「相手が相手だからね……」と、連れて行かれたのは日本支部内遠えん隔かく会議室。

志津香：遠隔？

ＧＭ：部屋の中は薄うす暗ぐらく、だだっ広い。どこか映えい画が館かんにも似にた感じだね。そして志津香とテレーズが入ってくると、ぼうと光が灯って三人の人影がホログラムで現れる。

ハウント：なるほど、ここにいない人間と会議をするための部屋か。

ＧＭ：そういうこと。現れたひとり目は──アッシュ・レドリック。




　アッシュ・レドリック。

　もっとも新しいＵＧＮ中枢評議員であり、ＵＧＮはその力をもっと積極的に使うべきであるという、〝強きよう硬こう派は〟の急きゆう先せん鋒ぽうである。




ＧＭ：ふたり目は、〝応龍〟李り文ぶん龍りゆう。

志津香：えっ……!?




　李文龍。

　同じくＵＧＮ中枢評議員にして、〝強硬派〟の首長。オーヴァードではないが、その老ろう獪かいさは巨大なＵＧＮの中に確かつ固こたる勢せい力りよくを作っている。




ＧＭ：そして最後、中央に出てくるのがヨシュア・ランカスター。

志津香：えええええっ!?




　ヨシュア・ランカスター。

　ＵＧＮ　中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいの議長にして、ＵＧＮの母体となっているランカスターグループのトップ。常に中立を心がける威い風ふう堂どう々どうとした老人。




ＧＭ：というわけで、タカ派はふたりと議長がその部屋に現れる。アッシュは突つき刺ささるような、文龍は探さぐるような、ヨシュアは静かな視線で志津香を見る。

志津香：せ、精せい一いつ杯ぱい平静を保たもって見返しますわ。拳こぶしを握にぎるのは我が慢まんできないですが。

ＧＭ：口火を切るのはアッシュだ。彼は志津香を睨ねめつけて言う。「お前が──現げんナイトフォールのひとり、加賀美志津香か」

志津香：そう、ですわ。…………負けないですわ。ガンバレわたくし。

ハウント：すでに悲ひ壮そうだ（笑）。

ＧＭ：アッシュは続ける。「我々中枢評議会は、貴き様さまらの前回の出撃を問もん題だい視ししている」

ラハブ：これは……もしかしなくても査さ問もんですか？

ＧＭ：その通り。なおテレーズは苦い顔で沈ちん黙もくを保っている。援えん護ご射しや撃げきは期待できない。

志津香：わ、わかりましたわ。とりあえずアッシュに言い返します。……あの件は、ＵＧＮの方ほう針しんに反するものではなかったと考えております。

ＧＭ：「ハッ」アッシュは鼻で笑う。「子こ供どもの理屈にもなっていないな」

志津香：む……。

ＧＭ：「貴様らがテレーズ・ブルムから評議会の状況を聞き出し、意図的にその命令を無視したことは調ちよう査さ済ずみだ。我ら三人を前にして、独どく断だん専せん行こうではないとどの口が言うのだ？」

志津香：喉のどを鳴らしてから言い返しますわ。……わたくしが、ＵＧＮ本部エージェントの加賀美志津香が、現げん場ばの指し揮き官かんの決定を尊そん重ちようしたのですわ。

ＧＭ：その言葉に、李文龍がぬるりと笑えみを浮うかべる。「それは──おぬしの父御の考えか？　だとすれば加賀美義よし彦ひこ殿どのはたいそうよい教育をしているようだな」

志津香：お父様のことは──！　…………いや、ここは抑おさえますわ。

ハウント：志津香くんの父親は穏おん健けん派はか。的てき確かくに反対勢力を削そぎにきているな。

ＧＭ：「となると、そこにいるテレーズ・ブルムが『自分よりも隊長の命令を優ゆう先せんしろ』と伝えていたのか？　……それはそれで問題よの」

志津香：う……。

ラハブ：まずい。これは緩ゆるやかに指し揮き権けんを奪われる流れですよ。

志津香：（絞しぼり出だすように）加賀美評議員も、テレーズ評議員も、関係ありませんわ……！

ＧＭ：李文龍はとん、と杖つえをつく。「──つまり？」

志津香：あれはわたくしのミス……です。命令を聞かぬことを強行したのですわ……。

瑠璃：志津香さん……。

ＧＭ：文龍はくつくつと笑い、「先さき程ほどまでとはまるで違う言葉。まさしく子供よ」と言うと、アッシュが「しかし言げん質ちは取れました」と。

志津香：くうううう、取らせるために言ったんですわ！

ＧＭ：李文龍は言う。「いかに理由があったとて、本部エージェントが中枢評議会の手を離はなれて動くことなどあってはならぬ。ましてや聖せい杯はいを手にしたものならばなおさらだ」

志津香：……はい。

ＧＭ：「だが──この件、我々もすぐに処しよ罰ばつするつもりはない。結果的におぬしらが混こん乱らんを止めたことは事実だ。今回は厳げん重じゆう注意とする」

志津香：え──？

ハウント：たぬきだな、この老人。失点だけをつけにきたか。

ラハブ：やれやれ、同じ組そ織しき内ないにも敵はいるものですねえ。

ＧＭ：そして今までずっと黙だまっていたランカスター議長が重々しく宣せん告こくする。「注意処しよ分ぶんは中枢評議会全員の意い志しである。二度はないと思いたまえ」

志津香：了解、いたしましたわ。

ＧＭ：「テレーズ、キミもだ」と議長は添そえ、小さな評議員は「はい」とうなずく。この処分が決まっているからこそ、テレーズは何も言えなかったんだろうね。

志津香：なるほど……。

ＧＭ：議長はふたたび沈ちん黙もくへと戻る。と、アッシュが「ではこの一件とは別に、貴様らに伝えておかねばならぬ情報がある」と言い出す。「聖杯の少女、強羅瑠璃についているイフリート、ラハブ・アブド＝アルマリクについてだ」

志津香：ラハブさん？　って、ハンドアウトに〝暴ぼう走そうの危き険けん性せい〟と書かれておりましたっけ。

ＧＭ：そう、それ。ホログラフにデータを映うつし出だしつつアッシュが言う。「ＵＧＮの調査で、かのイフリートはいつ暴走してもおかしくない状況にあることがわかった」

志津香：そう、ですか？　そんな風には見えませんが……。

ＧＭ：「アレはレネゲイドビーイングだ。我々とは違う。また、ヤツはまだ力を隠しているというデータもある。暴走はそれによるものかもしれん」

志津香：流れているデータは信しん頼らいできるのですか？

ＧＭ：テレーズが答える。「データ検けん証しようには私も立ち会ったわ。十分に信頼できるものよ」

志津香：そう、ですか……。で、わたくしにどうしろと？

ＧＭ：「ヤツが暴走の際さいには、ナイトフォールで処分しろ」

瑠璃：っ！

ラハブ：まぁ、そう来るでしょうねぇ。

志津香：……ここでは、うなずくしかできませんわね……。

ＧＭ：するとアッシュが「伝えたぞ」と言い、それを契けい機きに三人の姿が消える。部屋にも明かりが戻ってくるね。

志津香：はああああああああああ。寿じゆ命みようが、縮ちぢみましたわ……。

ＧＭ：隣ではテレーズもため息をついて言う。「ランカスター議長を連れてきてよかったわ。あのふたりだけなら、どうなっていたか分からなかった」

ハウント：そうか、議長はストッパーのために呼よばれたのか。

志津香：賢けん明めいな判断でしたわ……。しかし、ラハブさんが暴走などと。

ＧＭ：「あくまでも危険性がある、というだけよ。頭には入れておいて」

志津香：ええ、暴走などさせなければいいだけですわ。

ＧＭ：「そうね。……それからコレを預あずけておくわ」と投げて寄よ越こすのは鍵かぎ束たば。

志津香：これは？

ＧＭ：「セーフハウスをひとつ用意したわ。ＵＧＮ日本支部から車で二時間ほどの郊こう外がいに、洋館をひとつ。好きに使ってちょうだい」

瑠璃：洋館をひとつ。豪ごう快かいだ……。

ＧＭ：中枢評議員だからね（笑）。「このセーフハウスのことを知っているのは、私とあなた、そして信頼できる数人だけよ。……この意味、わかるわね」

ラハブ：ほう、この少女はＵＧＮからも館やかたのことを隠かくしているのですか。

ハウント：テレーズの目には様々な〝敵〟が見えているのだろう。手は早い方がいい。

瑠璃：…………。

志津香：鍵束を握にぎり、うなずきますわ。……わかりましたわ。好きに使わせていただきます。

ＧＭ：そう言ってテレーズと志津香は遠隔会議室を出る。……と、ここで最後にひとつ演出を挟はさんでおこう。

志津香：なんですの？

ＧＭ：志津香とテレーズが外に出ると、たった今通路を曲がる人影が見える。──鳴神だ。

瑠璃：えっ？

志津香：鳴神さんがこんなところに？

ＧＭ：不自然というほどではないけれどね。今彼は日本支部に逗とう留りゆう中だから。だがこのタイミングにこの場にいたことが、どこか引っかかったという感じかな。

志津香：……追いかけるにはタイミングを逸いつした感じですわね。

ＧＭ：では志津香がそう思いながら日本支部から帰るところでシーンを閉じよう。

志津香：あ、全員にはセーフハウスのことを伝えておきますわ。秘ひ匿とく性せいが高いものであることも含ふくめて。

瑠璃：了解。

ラハブ：わかりました。宿は必要ですからね。

ハウント：承しよう知ちしておこう。










　　　ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆最初の亀き裂れつ

Scene Player ─── ラハブ




　ランプの炎ほのおが瞬またたき、魔ま人じんは書しよ斎さいに顕けん現げんした。

　薄うす暗ぐらい部屋の中には山ほどの古文書。見るものが見れば目を剝むきそうな宝たからの山だが、部屋の主たるこの男には、ただの資し料りようでしかない。

　──ハウント。仮か面めんで正体を隠かくした同どう僚りようを前に、ラハブは口を歪ゆがめた。

「あなたからの呼よび出だしとは珍めずらしいですね、ハウント」




ＧＭ：ではミドルフェイズ最初のシーン。まずはラハブが──。

ハウント：おっと、割わり込こんで申もうし訳わけないがひとつシーンを作ってくれないか。ラハブに、瑠璃についての考察を聞いてもらいたい。

ＧＭ：おお!?　考察？

ラハブ：ほうほう、それは面白そうだ。

ＧＭ：うーん、じゃあまずハウントとの会話を入れようか。その帰り道に、こっちが想定していたイベントを入れる。ちょっと長くなるけど、みんなそれでいいかな？

一同：（うなずく）

ＧＭ：ではシーンはどこから始める？

ハウント：私わたしの部屋に呼んでもいいのだが……。そうだな、せっかくだからセーフハウスとやらを使おうか。書斎を借り、自分の資料を詰つめ込こむ。そこにラハブを呼ぼう。

ラハブ：ではランプの炎から現あらわれます。……呼び出しとは、また珍しいですね。ハウント。

ハウント：来たか。お前とは一度話をしたいと思っていた。

ラハブ：ルリの話、ということですが？

ハウント：黙だまってうなずき、こつこつと書斎を歩く。そして飾かざってある絵画の前で脚あしを止める。……これは「聖せい杯はいを見いだす騎き士しガラハド」という絵だ。

ラハブ：筆ひつ致ちからすると十五世紀の作品ですね。……と学んだ知ち識しきをひけらかします（笑）。

ハウント：詳しいな。では──お前は聖杯を見いだす条じよう件けんを知っているか？　数多の騎士が旅立ち、このガラハドがなぜ聖杯を手に入れたのか。その理由を。

ラハブ：ええ、もちろん。武ぶ勇ゆうに優すぐれたものも、名めい誉よ高きものも、知ち恵えに秀ひいでたものも、聖杯を見つけられなかった。聖杯を見つけた騎士は──純じゆん粋すいにして愚おろかなるもの。

ハウント：その通りだ。……では現げん代だいの聖杯の所有者である強羅瑠璃について考えてみよう。彼かの女じよは徐じよ々じよに記き憶おくを失う。つまり、純粋で愚かなるものに変わっていく。

瑠璃：あ──！

ラハブ：ほう！　つまり貴方あなたは聖杯がルリを使い手として作つくり替かえている、と？

ハウント：あくまでも私の所見だが、あながち間ま違ちがいではないだろう。

ラハブ：そうでしょうね。ルリは毎日のように失う記憶と戦っていますよ。

ハウント：そして──私はその強羅瑠璃に消えてもらっては困こまるのだ。

ラハブ：ほう？　驚おどろきましたね。貴方は他者に興きよう味みがないと思っていましたが。

ハウント：少し前まではな。だが瑠璃については事じ情じようが変わった。消えてもらっては困る。

ＧＭ：……金きん獅じ子し騎き士し団だんが、レオンハルトが瑠璃を狙ねらっていることがわかったからか。

ハウント：その通り。ラハブに説明はしないがね。

ラハブ：ワタシも問うたりはしませんよ。興味はないですからね。……ワタシもルリに消えてもらっては困りますが。楽しみでもありますよ。彼女が聖杯になった後、どうなるかが。

志津香：ラハブさん……。

ハウント：お前は──聖杯を利用するつもりか？

ラハブ：いいえ。ワタシは神の信徒として、そのような不ふ遜そんなことは考えませんとも。……むしろハウント、貴方の方が狙っているのではないのですか？　あの奇き跡せきを。

ハウント：フッ、聖杯は元々〝完成されたもの〟。いかなるものにも侵おかされず、いかなるものも侵さない。何にも干かん渉しようしないという代物だ。利用できる類たぐいの力ではあるまい。──聖杯を見いだしたガラハドが、王も仲間も国も救うことができなかったように。

ラハブ：そのまま昇しよう天てんしてしまう、そういう伝説でしたね。

ハウント：さて、話を戻もどそう。……ラハブ、お前にはひとつ頼たのみがある。

ラハブ：ルリについて、ですか？

ハウント：（うなずいて）このままでは瑠璃は遅おそかれ早はやかれ聖杯となる。だが希望もある。彼女には取とり戻もどすべき肉体が残っているのだ。

ラハブ：本来の肉体であれば、聖杯を制せい御ぎよできる可か能のう性せいがあると？

ハウント：そうだ。実じつ際さいに一度だけだが彼女はアレを使ってみせた。お前の前でな。

ラハブ：ええ、まさに奇跡でした……。

ハウント：ただし──今の彼女の態たい度ど、あれはいただけない。

瑠璃：？

ラハブ：どういうことです？

ハウント：彼女は自分の表面を取とり繕つくろい、心を動かぬようにしている。……あれは危き険けんだ。聖杯が望む形に自分を追おい込こんでいる。

ラハブ：なるほど、己おのれを殺している──と。

ＧＭ：それは面白い見けん解かいだなあ。

瑠璃：確たしかに今の状じよう態たいはすごく不自然だから、少しよう佐さの言葉は的を射いているかも。……まあ、今は鳴神先せん輩ぱいの登場で元に戻もどってるけど！（笑）

ラハブ：興きよう味み深ぶかくうなずき、改めて聞きます。……で、貴方はワタシに何を求めるのです？

ハウント：強羅瑠璃と、感かん情じようの共有を。

ラハブ：………………は？

ハウント：彼女が固まらぬように、お前にも努力をしてほしい。

ラハブ：ええと、それは、つまり──。

志津香：瑠璃さんと、もっと打うち解とけてくれ、ということですの？　ひょっとして。

ハウント：そうだ。……ストーリー的に、誰だれかが言わなければならないことだからな。

瑠璃：た、確かに。でも、それを少佐が言ってくれるとは……！

ＧＭ：しかも感情でなく、論ろん理りで切きり込こんできた。さすがは稲葉さんだ（笑）。

瑠璃：意外すぎる……！

ラハブ：啞あ然ぜんとしますね。それから──口をぽかんと開けたまま、自分を指さします。……その頼たのみを、ワタシにするのですか？　この、人の心を解かいさない魔人に。

ハウント：おかしいか？

ラハブ：ええ、まったく理り解かいできません。

ハウント：人と心を通わせた妖よう精せいもいる。できぬことではないはずだ。

ラハブ：では盛せい大だいに肩かたをすくめます。……その意見、聞くだけは聞いておきますよ。

ハウント：ああ、それでいい。

ＧＭ：というところで一度場面転てん換かんをしようか。ハウントは一度シーンから退たい場じようするけど、特別に再さい登とう場じよう可か能のうということで。ではその帰り道──。




　星を見上げ、ラハブは夜道を歩く。

　気分はいつになくよかった。陰おん陽みよう魚ぎよ、ハウントの言葉、思考する材料にことかかない。

　あの退たい屈くつな遺い跡せきにいたころとは大おお違ちがいだ。




ＧＭ：そんな風にラハブが夜道を歩いているところからスタートする。

ラハブ：ふむ、立て続けに自分の立場を考え直させるようなことがありましたからね。楽しく思し索さくにふけりましょう。

ＧＭ：……と、そんなラハブに向けられる殺気。荒あら々あらしく、かつ重じゆう厚こうな殺意がキミを誘いざなう。

ラハブ：ほう？　すたすたとその殺気の持ち主のところに行きましょう。今こ宵よいの月はまだワタシを楽しませてくれるわけですね。

ＧＭ：やってくるのは国立公園の広場。もちろん今は閉へい園えんしており、周囲に人はいない。

ラハブ：ではそこまでやってきて言葉を叩たたきつけます。……ぶしつけな気配のみを叩きつけて、姿すがたを現あらわさないつもりですか？

ＧＭ：「最初からここにいるさ。隠かくれるつもりなんざねえよ」と、広場の丘おかに座すわっている男がひとり。ラハブは……見たことあるはずだな。

ラハブ：……もしや、鳴神ですか？

ＧＭ：その通り。

瑠璃：えっ!?

ラハブ：鳴神修護、元ナイトフォールのエース。さすがですねぇ、夜気が震ふるえているようだ。

ＧＭ：「ん？　俺おれのことを知ってるのか？」

ラハブ：ルリが何度も何度も繰くり返かえし語るので。ワタシは貴方の好むタバコの銘めい柄がらまで覚えてしまった。あ、今持ち合わせはありませんよ？

ＧＭ：「タバコなんかいらねえさ」と、片かた膝ひざ立ちで座ったまま、鳴神の両りよう腕うでが異い形ぎようのものに変わっていく。「用よう件けんなんざひとつっきゃねえ」

ラハブ：貴方がワタシに何の用ですか？　……と、周囲に炎の球をいくつも展てん開かいします。

ＧＭ：鳴神はにい、と歯を見せる。「──お前は危険だ、叩きのめす！」

瑠璃：先輩、突とつ然ぜんどうして……!?

志津香：もしや、わたくしのオープニングでラハブさんの話を聞いていた……!?

瑠璃：あ──!?

ラハブ：ワタシは鳴神に言い返しましょう。……やれやれ、人間は文化的な生き物になったのだと思っていましたが。貴方のような野や蛮ばんなものもいるのですね！

瑠璃：と、登場したい！

志津香：できればわたくしも。

ＧＭ：他の人の登場は少し待ってね。《ワーディング》も使ってないから、気がつくまで少しかかる。そして戦せん闘とうにはなるんだけど────結果から言うと、ラハブが勝つんだ。

一同：えっ!?

ラハブ：か、か、勝っていいの？　旧きゆうナイトフォールのエースに？　ワタシが？

ハウント：おい、天くんが挙きよ動どう不ふ審しんになってるぞ（笑）。

ＧＭ：理由はある。オープニングで陰陽魚に嚙かまれたじゃない？　あの時に感じた熱が徐々に高まっていき、いつになくラハブの力が高まっている。ともすれば遺跡にいた頃ころよりも。

志津香：あの時、何かしたのですわね。たがが緩ゆるむとか、なんとか。

ＧＭ：力に不自然な感じはしないね。自分の奥おく底そこからあふれてくる。そう、このシナリオ中ラハブの判はん定ていダイスすべてに３個こ追加されるくらい……。

ラハブ：３個!?　３個ですって!?

ＧＭ：うん、３個追加。

ラハブ：………………んふー（上から目線で全員を見る）。

瑠璃：え、なに？　なにその反はん応のう（笑）。

ラハブ：ふふふふふ、ダイス３個追加ですよ。わかりませんか、この力が（笑）。

瑠璃：い、いや、たかがダイス３個じゃないの!?

ラハブ：何を言うのですか！　ワタシは起き源げん種しゆ！　ダイスはひとつも増ふえない！　これが３個になるんですよ！　つまり０が３に！　無から有を生み出しているのです！　言わばこれは全ぜん知ち全ぜん能のう！　今のワタシはメラがメラゾーマになる！（笑）

ハウント：ぜ、全力で力に酔よっている（笑）。

志津香：もうダイス３個増えただけで（笑）。

ラハブ：ふふふ、このみなぎる全能感！　何から始めましょうかね……。そう、まずはこのチンケな街でも燃やし尽くしてしまいましょうか！（笑）

ＧＭ：いや、シナリオ進めようよ。鳴神倒たおそうよ（笑）。

ラハブ：あ、そうでした。せっかくなので演えん出しゆつしたい！　せっかくの勝ち戦なので！（笑）

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。鳴神は一足で間合いを詰つめて、少年姿のラハブに全力の拳こぶしをたたき込こむ。

ラハブ：容よう赦しやの無いことで。……あえて喰くらいましょうか。そのまま吹ふき飛とびます。

ＧＭ：ではそのままラッシュが始まる。




　月を背はい景けいに鳴神が跳とぶ。

　未いまだ空中にいるラハブは何もできず、振ふり下おろされる左ひだり拳こぶしを喰くらった。

　地面に背はい部ぶを打ち付けられ、そのままバウンドし、ふたたび空中へ。




ＧＭ：トドメとばかりに、落ちてくるラハブを思い切り溜ためた一いち撃げきで吹き飛ばす。

ラハブ：ではそのまま丘に突つき刺ささり、もうもうとした土つち煙けむりが立つ中、平然とした顔で立ち上がりましょう。……素す晴ばらしい。これほどまでに練り上げた人間に出会ったのは初めてです。さすがはナイトフォール最強。

ＧＭ：一いち応おう、ラハブも自分の様子が変だ、くらいはわかるよ。回かい復ふく速度が速すぎる。

ラハブ：ていっ！　そんなことはどうでもいいのです！（笑）

志津香：自分自身の違い和わ感かんを放り投げましたわ！（笑）

ＧＭ：おい（笑）。鳴神もさすがに眉まゆをひそめる。「お前……、そりゃ、なんだ……？」

ラハブ：さて？　……では次はワタシの番ということで、よろしいですか？




　最後の一言にエコーがかかり──、周囲がまばゆい輝かがやきに照らされる。

　それは炎の球だ。数千、いや数万の火球が広場を埋うめ尽つくしていた。




ＧＭ：「──っ！」鳴神が目を開き、とっさに腕うでをクロスさせて脱だつ出しゆつを試みるが……。

ラハブ：遅おそい、とワタシはつぶやく。同時に火球が一挙に鳴神へと殺さつ到とうする。

瑠璃：せ、先輩────っ!!

ＧＭ：幾いく度どにも渡わたる閃せん光こうと爆ばく音おん。そして夜の闇やみが再ふたたび戻ってきたその時に……、ぼろぼろになった鳴神が崩くずれ落おちる。「化け物、め……！」

ラハブ：おや、これで終わりですか？　夜はこれからですよ、ナイトフォール。

ＧＭ：……というわけでこの時点からみんな登場可能だ。否いや応おうなく爆音轟とどろいてるしね。

瑠璃：登場する！

志津香：わたくしも付いていきますわ。

ハウント：別口だが私も行こう。状じよう況きようは把は握あくしておきたい。

ＧＭ：では駆かけつけた皆みなが見るものは、敗れた鳴神とラハブの姿すがた。……ラハブはいつもの彼とはまったく違ちがう。少なくとも人を喜んで痛いためつけている姿は初めて見るだろうね。

ラハブ：────あっ！　ワタシ喜んでた！　ホントだ！

ハウント：おい、ワザとじゃなかったのか！（笑）

ラハブ：いやちょっと全能感に酔ってまして（笑）。

ＧＭ：そして鳴神は倒たおれながら叫さけぶ。「瑠璃！　こいつは危険だ！　下がれ！」

瑠璃：ブルブルと震ふるえながらラハブを睨にらみ付つける。……アンタが、やったの……!?

ラハブ：ええ、火の粉こを払はらうために。彼が襲ってきたので対処しました。

志津香：ラハブさん……！

ハウント：やれやれ、理由を求めたい状況だな。

ラハブ：重ねて言いますが、コレは彼が先に手を出したのですよ。ワタシに非ひはありません。

瑠璃：そんな言いい訳わけが通ると思うかっ!!

ＧＭ：（にやっと笑って）では、瑠璃が怒いかりもあらわに叫さけんだ瞬しゆん間かん──鐘かねの音が響ひびく。




　それは魂たましいの奥底をこする、ざらついた音だった。

　割われ鐘の音と共に現あらわれたのは巨きよ大だいな塔とうの幻げん影えい。

　誰だれもが直感する。これこそ混こん沌とんの名を付けられた悪あしき塔なのだと。




ハウント：バベルの塔だと!?　ここでか！

ＧＭ：その通り。そしてここでＥロイス《砕くだけ散ちる絆きずな》が瑠璃に使用される。

瑠璃：うっ！　こ、効こう果かは？

ＧＭ：今抱いだいているラハブに対する憤ふん怒ぬ、落らく胆たん、後こう悔かいが数十倍、数百倍に増ぞう幅ふくされる。結果──瑠璃の持つラハブのロイスを消去する。

一同：げええええええええええええええええっ!?

瑠璃：え？　消去!?　えっ!?

ＧＭ：うん、さらにこの効果が解とかれるまでラハブのロイスを新しく取ることもできない。

瑠璃：つまり、ラハブに対する記憶は……。

ＧＭ：熱を失う。割れ鐘の音が響く度に、気持ちが石化し、風化していく。思い出が一気に色あせて行く感じかな。残されるのは、目の前の化け物が先輩を殺しかけたという事実。

瑠璃：お、おお……。

ラハブ：ワタシも周囲の異い常じようを察知して眉をひそめましょう。これは一体……！

ハウント：同じくだ。ＧＭ、Ｅロイスの使い手を察知できないか？

ＧＭ：〈知覚〉で判定してみようか。

ハウント：……あまりふるわず８だな。

ＧＭ：ならば、すでに何者かにこの場が取り囲まれ始めていることを察知できる。ただし、Ｅロイスの使い手まではわからなかった。

ハウント：取り囲まれているだとっ!?

志津香：わたくしも周囲を警けい戒かいしますわ！

瑠璃：……皆とは違ちがい、自分はただ冷たい殺気と共に《完かん全ぜん獣じゆう化か》する。

ラハブ：それは────言うまでも無くワタシに向けてでしょうね。

瑠璃：（黙ってうなずく）

ラハブ：さて、ワタシにはなぜそんなに貴方が怒おこるのかが理解できないのですがねぇ。

瑠璃：（腹はらの底から絞しぼり出だすように）ラハブ……、裏うら切ぎったな……！

ラハブ：先ほど言ったとおりです。火の粉を振ふり払はらったのみ。裏切ったつもりなどありませんがねぇ。そこまで言われるのは心外ですよ。

瑠璃：いいや、お前は鳴神先輩をこんな姿にした。愉ゆ悦えつのままに殺そうとしたんだ！

志津香：何を言っていますの、瑠璃さん！　それどころではありませんでしょう!?

ハウント：チッ、強羅瑠璃！　今すぐ鳴神修護を医療施設に連れて行け！　それが先だ！

瑠璃：く……。

ラハブ：……ふん。

ＧＭ：緊きん張ちようが高まってる中、拳大の物体が投げ入れられ、煙けむりを噴ふき始める。

志津香：発はつ煙えん筒とう!?

ＧＭ：その通り。さらにラハブと他のＰＣの距きよ離りを離はなすように銃じゆう撃げきが行われ、エージェントがなだれ込こんでくる。ハウントにはわかるが、騎士団だ。

ハウント：ちっ、やはりか。……瑠璃、撤てつ退たいだ！　鳴神を死なせたいのか！

瑠璃：──くっ。先輩を口にくわえて引ひき寄よせる！

志津香：わたくしも皆を守るように前に出ますわ！

ＧＭ：一方騎士団は全員、ラハブをかばうように立つ。

瑠璃：ラハブを……かばう!?

ＧＭ：そう。そしてその中からひとり赤毛のエージェント──イザベラが出てきてこう言う。「偉い大だいなる炎の御お方かた、イフリートよ。我われらと共にお越こしください」

ラハブ：……ワタシは名乗りもしないものについて行く趣しゆ味みはありませんよ。

ＧＭ：「失礼いたしました。私の名はイザベラ。ＦＨは金獅子騎士団、その末席に位置する妖精──スプリガンです。炎の御方よ。強羅瑠璃はあなたを裏切りました」

ラハブ：ＦＨ、騎士団、そして妖精ですか……。

志津香：ラハブさん！　そんな言葉に耳を貸かさないでくださいませ！

ラハブ：しかし……、今の瑠璃について行く方が危険だとワタシは思いますがねぇ。

ＧＭ：「では──」

ラハブ：あなたたちについて行きましょう。妖精の迎むかえというのもなかなか乙おつなものです。

ＧＭ：「ありがとう、ございます」とお辞じ儀ぎをしつつ、さらに牽けん制せい攻こう撃げきを強めるイザベラ。そのまま脱出する勢いきおいだ。

ハウント：イザベラ。宣せん言げん通り、キミが来たか。

ＧＭ：イザベラは丁てい寧ねいに身を折る。「シーザー……、いえハウント様。お久ひさしぶりです」

ハウント：ああ、だが私の方はついでのようだな。狙ねらいは魔人か、それとも聖杯か？

ＧＭ：「我われ々われの目的は炎の魔人」そこでラハブをちらっと見て、「イフリートです」。

ハウント：なに……？

ＧＭ：「これ以上は申し上げることはできません」とイザベラは、他のエージェントに撤てつ退たい命令を出す。波が引くように下がっていくエージェントたち。

瑠璃：ラハブ……！

ラハブ：（恭うやうやしく頭を下げて）暇いとまをいただきます。我わが主。




　煙えん幕まくと銃じゆう声せいが魔人と少女の間を隔へだてる。

　静かに燃もえる蒼あおい炎のような敵てき意いを受けながら、ラハブは主に背せを向けた。

　心のどこかにこびりつく、かすかな苦みに眉をしかめて。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




瑠璃：ロ、ロ、ロイスがなくなったあああああああああっ!?

志津香：さっきまであんなにいい雰ふん囲い気きだったのに、たった１シーンで壊こわれましたわ！

ハウント：ＧＭ、矢野俊策の真しん骨こつ頂ちようだな（笑）。

ＧＭ：褒ほめられている気がしない（笑）。……ともあれ、これでわかったと思うけれど今日のシナリオの中ちゆう核かくは〝瑠璃とラハブの対立〟だ。

ラハブ：真っ正面から来ましたねぇ。相手の誘さそいに乗ってしまいましたが、大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：うん、大丈夫。……というか覚かく悟ごを決めてきた。

瑠璃：覚悟？

ＧＭ：実はＴＲＰＧでＰＣ同士の対立をやるのは難むずかしいんだ。理由は「ストーリー展開が多た岐きにわたりすぎるから」。

ハウント：そうだな。ＧＭから対立の種は投げられても、それをどう受け止め、どう展開するのかはプレイヤーが決定する。ＧＭがコントロールすることが難しい題材のひとつだ。

ＧＭ：その通り。でも今回は覚悟を決めた！　瑠璃とラハブ──若林さんと天がどんな判はん断だんをしても対たい応おうできるようにシナリオを用意した！　何が来ても受けて立つ！

志津香：おお、ＧＭが燃もえている……！

ハウント：やる気だな、矢野くん（笑）。

瑠璃：でも、これはあやふやな関係を見直すには、大きな刺し激げきになるかな……。

ラハブ：ふむ、確かに。つまりはこのシチュエーションでロールプレイを楽しめばいいということでしょう？　そこに見えてくるものがきっとある。

瑠璃：うんうん。すっごいキャラクターが動いている感じがするのでそれは大丈夫。

ＧＭ：そう言ってもらえるとありがたい。シナリオもふたりの選せん択たくや行動でガンガン変わるので、この後もよろしく！

瑠璃・ラハブ：はーい。







◆Middle02◆そして毒は回る

Scene Player ─── 志津香




　志津香はため息をつく。

　ＵＧＮ日本支し部ぶ。金獅子騎士団の襲しゆう撃げきを逃のがれた志津香たちは、危き険けん性せいを考えてここまで戻ってきていた。鳴神を医務室へと送り、瑠璃はこの場にはいない。

　志津香は再び深いため息をつく。

　ラハブは騎士団と共に行ってしまった。瑠璃の敵てき意いは収おさまらない。

　どうして、こんなことに。




ＧＭ：では次のシーン。撤退後のシーンかな。

ハウント：そうだな。調べることが多すぎる。とりあえずは日本支部まで撤退だ。……そして実は瑠璃のいないところで調ちよう査さをしたい。

志津香：今の瑠璃さんの様子が尋じん常じようではないから、ですか？

ハウント：それもあるが、私は鳴神を調べておきたい。これは瑠璃がいない方がよいだろう。

ＧＭ：ああ、瑠璃は鳴神を疑うたがうような状態ではないからか……。

ハウント：そういうことだ。……正直、私は彼が普ふ通つうの人間かどうか、疑ぎ問もんを持っている。

瑠璃：なるほど。では自分は鳴神先輩の様子を見に医務室に行っていることにします。

志津香：わたくしは少佐につきあいますわ。お話もありますし。

ＧＭ：了解。では日本支部の一室。中に居るのは志津香とハウントのみ。

志津香：（ため息をついて）……ラハブさん、行ってしまいましたわね。

ハウント：してやられた、というところだろうな。敵は状況を想定した動きだった。鳴神と魔人を会わせたところでこちらの負けだったのだ。

志津香：もうひとつ、悪い話もありますわ。……と言って、オープニングであったことを話します。査さ問もんを受けたこと、ラハブさんのこと、ナイトフォールの立ち位置などを。

ハウント：フッ、上じよう層そう部ぶは相当に我々を煙けむたがっているようだな。

志津香：警けい告こくされた直後にこの有様です。頭も痛いたくなりますわ。

ハウント：ラハブの暴ぼう走そうか。だが私は直前まで彼と話をしていたが、極めて理り性せい的てきだった。鳴神に対しても、瑠璃に対しても、何か含ふくむ様子も無かったが。

志津香：ラハブさんはレネゲイドビーイングですわ。どんな状態が暴走か、我々に推おし量はかることなどできないのかもしれません。…………ですが、気になるのはあの時の幻げん影えいと音。

ハウント：バベルの塔の幻影か。……ＧＭ、私はあの現げん象しようについて何か知識は無いか？

ＧＭ：判定をしてみようか。〈知識：遺い産さん〉で。

ハウント：ならば────ダイス目は13。技ぎ能のうを足して15だ。

志津香：さすが少佐。

ＧＭ：予想外に高い達たつ成せい値ちが出たな。ではハウントは、あれがかの有名なバベルの塔であることが改めてわかる。そして響ひびいたのはバベルの鐘。ふたつ合わせてひとつの〝遺産〟だ。

ラハブ：聖せい書しよにて、神に罰ばつを与あたえられた塔。混こん沌とんの名前を持つ塔ですね。

ＧＭ：そう、聖書だと「神に対して反旗を翻ひるがえす為ために建てられ、それに怒いかった神が彼らから言語を奪うばい、皆が塔を去ることになった」という伝説だが──これにはひとつ誤あやまりがある。

ハウント：ふむ？

ＧＭ：バベルの塔という〝遺産〟は、人と神の契けい約やくを無にする──繫つながりを断たつ力を持つ〝遺産〟なんだ。あれを作ったニムロド王は、それを使って神との契約を断ちたかった。

志津香：あ、つまり──。

ＧＭ：そう。神が言語を奪ったのではなく、神に攻撃されたバベルが暴走して人間すべての絆を断ってしまった。……言語を奪うという形でね。

ラハブ：その力の一いつ端たんを使って、ルリとワタシの繫がりを断ったわけですか。

瑠璃：…………。

ＧＭ：そういうことだ。そしてハウントは知っている。本来バベルの塔はすでに失われた遺産だ。誰もそれを使うことはできない。だが──ルサールカを使いこなした瑠璃の肉体と、騎士団の知識・技ぎ術じゆつが合わさったならば？

ハウント：復ふく元げんも可能……か。

志津香：ＡＺＯＴＨアゾツト、でしたか。遺産を活かつ性せい化か、もしくは復ふつ活かつさせる力を持つようですわね。

ＧＭ：もちろん完全復活ではなく、規き模ぼは小さいし、アレンジもされているけれどね。例えば塔から遠く離はなれた場所でも使えるようになっていたり。

ハウント：ふむ…………、これで瑠璃の豹ひよう変へん振ぶりには説明がついたわけだ。

志津香：いくら昔なじみが痛いためつけられたとは言え、あの変わり具合は理解できませんでしたわ。わたくしの知る瑠璃さんは、あのような行動に出る方ではありません。

ハウント：同意見だ。術じゆつ中ちゆうにはまったな。ラハブの離り反はんについては、もはや言い訳できん。

志津香：……唇くちびるを嚙かみしめますわ。

ハウント：起きてしまったことは仕方がない。もうひとつ、鳴神のことは調べておこう。彼のメディカルデータなどから何かわからないか？

ＧＭ：そちらは〈情じよう報ほう　：ＵＧＮ〉か〈知識：医学〉かな。

志津香：ではわたくしが〈情報：ＵＧＮ〉で判定いたしますわ。……達成値は12です。

ＧＭ：では鳴神の現げん状じようから。ラハブから受けた傷きずはひどいが、命に別べつ状じようはない。というかキュマイラの回かい復ふく力りよくの高さもあり、数日もすれば動けるようになるとのこと。

瑠璃：よかった……。

ＧＭ：だが改めてチェックしていると、気になるところがひとつある。──データが二年前のものと一いつ致ちしすぎるんだ。

志津香：それは新しん陳ちん代たい謝しやなど、変わるはずのものまで変わっていないと？

ＧＭ：そういうこと。例えば冷れい凍とう睡すい眠みん状態だったと考えても、この数字の変化の無さはおかしい。まるで二年前から時空を超こえてやってきたようだ。

瑠璃：う…………。

志津香：論ろん理り的てきではありませんわね。……少佐、これらの情報は瑠璃さんに伝えますの？

ハウント：基き本ほん伝えるしかあるまい。今の彼女が異常だとしても、必要な情報だ。

志津香：瑠璃さん自身が、術じゆつにかかっているということもですか？

ハウント：そうだ。現状瑠璃を正せい常じように戻もどす方法はわからない。だが伝えない選せん択たく肢しもあるまい？　認にん識しきすれば瑠璃自身が努力することも可能なのだ。

志津香：そう、ですわね……。

ハウント：ただ中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ会かいのことだけは伏ふせておこう。

志津香：なぜですの？

ハウント：要らぬ不安を与あたえる。

志津香：（クスリと笑って）……少佐はお優やさしいのですね。

ハウント：そういうものではない。

瑠璃：……話の流れから言うと、そろそろ自分が登場するべきかな。

ＧＭ：そうだね。では鳴神の状態が一いち段だん落らくついたので戻ってきたという感じにしようか。

瑠璃：了解。……冷たい目のまま、ふたりが待っている部屋に入ってくる。

ハウント：鳴神修護は？

瑠璃：命に別状はない。それは本当によかった。

志津香：なによりでしたわ。

瑠璃：少佐。志津香さん。──これからナイトフォールは、ラハブを敵と見なす。

志津香：なっ!?　瑠璃さん!?　ラハブさんだって我々の一員ですわ！　それを敵だなんて！

瑠璃：自分たちが来なければ、ラハブは先輩を殺していた。……アイツは裏うら切ぎった。裏切ったんだ。裏切った！　自分たちを、ナイトフォールを！　裏切った──！

志津香：うっ…………。

ハウント：鬼き気き迫せまる、だな。これがバベルの力か。

志津香：（ため息をついて）……この状況でもバベルのことは伝えておかないと。

瑠璃：自分の精せい神しんが、操あやつられていると？

志津香：そうですわ。今の反応は極きよく端たんすぎます。

瑠璃：それでも、自分はアイツを許ゆるすことはできない。操られていなかったとしても、それは同じだ。…………これ自体が思い切り操られてる台詞せりふだけど（笑）。

ＧＭ：是ぜ非ひそういう方向で（笑）。

ハウント：今はそれでもいい。ただ我々が違和感を覚えていることは認識して欲ほしい。──それから鳴神修護の件けんだが、気になるデータがある。と、メディカルデータの件を。

瑠璃：その報ほう告こくを聞いて、少し考えてから言う。……今は考えることじゃない。

志津香：え、それは……。

瑠璃：異常なデータではあるがそれだけだ。読み取れることはなく、危き惧ぐできることも無い。

ハウント：正当な判断だな。だが重ねるが、鳴神修護の状態は異常だ。……私たちは砂さ漠ばくの遺跡で、満まん身しん創そう痍いの彼を見た。回復できるような傷ではなかった。それは忘わすれるな。

瑠璃：忘れてなどいませんよ、少佐。その上での判断です。鳴神先輩を探さぐるには情報が少なすぎる。今は──ラハブを追うのが先決です。

ハウント：ダメか。ラハブへの憎ぞう悪おが勝っている。

志津香：瑠璃さん、ひとつだけ。……あなたがラハブさんへそれほど憎悪を燃もやすのは、裏切られたことに対する失望なのではありませんか？　それだけラハブさんと心を通わせていたということでは、ありませんか？

瑠璃：……心を、通わせる？




　瑠璃はつまらないとばかりに目を伏せる。

「そんなことは、もう覚えていない」







◆Middle03◆魔ま人じんと妖よう精せい

Scene Player ─── ラハブ




　半身が沈しずむようなソファに身を任まかせ、ラハブはルビー色の液えき体たいを嚥えん下げする。

　十年以上の時を経へたワインだけが持つ芳ほう醇じゆんな香かおりを堪たん能のうし、魔人は感かん嘆たんの息をついた。

「人間が酒にかける情じよう熱ねつは洋の東西問わず、すばらしい。そうは思いませんか、イザベラ」




ＧＭ：ではラハブ。キミはどこかのシティホテルのスイートルームに案内される。

ラハブ：ほう、いいですね。

ＧＭ：瑠璃が住む街からは、それなりに離れた場所かな。「まずはこちらのお話を聞いていただきたく」とイザベラに言われてここまで来た、っていう感じ。

ラハブ：わかりました。では部屋の中央に据すえてあるソファに座すわり、エージェントにワインをつがせて言いましょう。……改めて貴方あなたの名を聞きましょうか、レディ？
















ＧＭ：イザベラは膝ひざをつき頭こうべを垂たれる。「私は妖精スプリガン。名をイザベラ。我が主、金獅子騎士団グランドマスター、レオンハルト・キャラハンの命によりここにおります」

ラハブ：ほう、コーンウォールの名門ではありませんか。お目にかかれて光栄です。

ＧＭ：「こちらこそ、炎ほのおの御お方かた」

ラハブ：うむうむ、この礼れい儀ぎ正ただしさ。ワタシの扱あつかいはこうあるべきですよね。んふー。

ハウント：わかっていたけど、速そつ攻こうで堕だ落らくするなお前は（笑）。

瑠璃：（エージェントになって）はーい、ラハブ様果物ですよー。

志津香：（同じくエージェントになって）あら、ラハブ様お汗あせが。

ラハブ：うむ、くるしゅうないぞ、うむ（満面の笑えみで）。

ＧＭ：接せつ待たいモードかよ（笑）。

ラハブ：いやいやいや、ちゃんと超ちよう越えつ者しやモードになるよ！（咳せき払ばらいして）ではその古き妖精が──いや、貴方の主がワタシに何を求めているのですか？

ＧＭ：「強羅瑠璃との契約を破は棄きし、我われ々われとの契約を」

ラハブ：ふむ……、つまり三つの願いが欲ほしいと？

ＧＭ：「いいえ。あなたの本当の炎を、我々のために使っていただきたいのです」

ハウント：本当の炎、か。陰おん陽みよう魚ぎよやアッシュ・レドリックと言っていることがかぶるな。

ラハブ：うーん、ここは素す直なおに聞き返しますか。……本当の炎とは、一体何のことですか？

ＧＭ：「あなたの真の力。イフリートとして顕けん現げんする前の姿すがたのことです」

ラハブ：イフリートになる前、と来ましたか。

ＧＭ：「はい。そのように主から聞いております」とイザベラは深々と礼をする。

ラハブ：そのようなものが……。ＧＭ、ワタシはその力について心当たりはありますか？

ＧＭ：覚えは無いね。ただ直感的に「噓うそではない」ということだけはわかるよ。

ラハブ：なるほど。では話を聞く価か値ちはありそうですね。

ＧＭ：「そう言っていただけて、幸いです」

ラハブ：ええ、大変興きよう味み深ぶかい話ですよ。しかし、ワタシは自分から契けい約やくを解とくことはできないのです。ルリを一度主人とした以上、彼女に三つ目の願いを言ってもらわねば。……ま、今の彼女であればワタシに消えろくらいのことは言うでしょうがね。

瑠璃：躊ちゆう躇ちよはしない。

志津香：瑠璃さん……。

ＧＭ：「そこは我々にお任まかせください」とイザベラは言うと、ジャケットを脱ぬいで左ひだり腕うでをあらわにする。……その腕にはびっしりと奇き妙みような紋もん様よう。神に反はん逆ぎやくする言葉だ。

ラハブ：敬けい虔けんな神の信徒としては眉まゆをひそめてしまいますな。……それは？

ＧＭ：「遺い産さん〝バベル〟を宿した左腕。……強羅瑠璃の左腕です」

ハウント：マスターシーンでやっていたあれか。

ＧＭ：そうそう。「これはそもそも神と人の繫つながりを断たつ遺産。強羅瑠璃とあなたの契約を無む効こうにすることもできましょう」

ラハブ：なるほど、これを使えばワタシは自由になるということですか。

ＧＭ：さっきのＥロイスをもう一回使うんだ。今度はラハブの瑠璃へのロイスを消去する。

志津香：これで双そう方ほう共にロイスを失う……。

ラハブ：先に聞いておこう。もしや、ルリにこの遺産を使いましたか？

ＧＭ：「はい」イザベラは隠かくすことなく答える。「あなたと彼女を引ひき離はなすために。そして我々の話を聞いてもらうために。……ですがバベルを使わずとも、彼女は同じような反応を示しめしていたのではないでしょうか」

ラハブ：ふうむ、確かに。あの時の彼女は尋じん常じようではなかった。遺産を差し引いても。

ＧＭ：というわけだ。さて、ラハブはどうする？

ラハブ：…………これはどうしたものですかねぇ。

ハウント：悩なやましいところだろうな。ラハブが自由を望むのなら、瑠璃との契約は破は棄きしておきたいだろう。何せいつ三つ目の願いを言うのかわからない。

志津香：ですが金獅子騎士団だってどうなるか……。

ラハブ：そこについてイザベラに問うてみますか。……貴方たちと契約をして、その後自由を得られるという保ほ証しようは？

ＧＭ：「今は──私の言葉を信じていただくしかありません」

瑠璃：…………素直だなあ、この人。

ラハブ：まったく。……素直は美び徳とくですが、それでは交こう渉しようになりませんよ。

ＧＭ：「う……、どうにも直ちよく接せつ的てきなもの言いをしてしまうもので……」

ラハブ：ははは、コーンウォールの姫ひめ君ぎみはかわいいものですな。貴方自身は信用できそうだ。貴方自身はね。

ＧＭ：そうするとイザベラは赤くなるんだけど、すぐに顔を引ひき締しめてこう言う。「……私は、ラハブ様と強羅瑠璃の関係は歪ゆがんだものだと考えています」

ラハブ：ほう？　それはどうしてです？

ＧＭ：「我々古きもの──レネゲイドビーイングと人の関係はふたつしかありません。人を支し配はいするか、それとも人に支配されるか」

ラハブ：……続けてください。

ＧＭ：「しかし、今のラハブ様はそうではない。契約こそ強羅瑠璃とかわしていますが、彼女はあなたを支配しようとはしておらず、あなたも彼女を支配しようとはしていない。──三つ目の願いを叶かなえようとしない主の元に留とどまって、何になりましょう」

ラハブ：ふむ、一理あります。

ＧＭ：「我々は不安定な存そん在ざいです。人間とは違う。同じものには……なれないのです」

志津香：この方……、もしかして……。

ハウント：…………。

ＧＭ：イザベラは改めてラハブをまっすぐに見る。「ラハブ様。強羅瑠璃との契約を破棄し、我々への協力を。その後の自由は、私の誇ほこりにかけて叶えましょう」

ラハブ：なるほど、陰陽魚と似にたようなことを別角度から言ってきたわけですね。

ＧＭ：そうそう。陰陽魚は「もっと好きにやろうぜ」、イザベラは「今の間ま違ちがった形を正常にしましょう」って言ってきてる。

ラハブ：彼らから見れば、ワタシの状態はそれだけおかしいわけですね。ふむ。

ＧＭ：さて、どうするね？　ここでイザベラの提てい案あんを吞のめば、ラハブは瑠璃へのロイスを失う。そしてその後、〝本当の姿〟を取り戻すためにバベルの塔に向かうことになる。

ラハブ：ここですぐ取り戻すことはできないのですか。

ＧＭ：遠えん隔かく操そう作さじゃパワーが足りないんだ。それはイザベラがきちんと説明する。……もし断ことわれば、一いつ旦たんラハブは解かい放ほうされる。無む論ろん、これであっさりと諦あきらめるつもりは無いけどね。

ハウント：一度目は礼を尽つくして、二度目は別の方法か。騎き士し道どう精神とでも言うつもりかな。

志津香：どうしますの、ラハブさん。

瑠璃：…………。

ラハブ：………………貴方の話、受けましょう。

志津香：ええっ!?

ＧＭ：「──ありがとうございます」とイザベラは身を折る。そっちでいいんだね？

ラハブ：はい。かなり悩なやみますがね、自分の本当の姿とやらに興味があります。それに、確かにワタシはルリとの関かん係けい性せいを一度見直した方が良さそうだ。これもまたいい機会でしょう。

ＧＭ：そういう結けつ論ろんか。了解だ。

ラハブ：絆きずなを消されてなお、ワタシとルリを結びつけるものがあるのか。それにも興味がありますしね。……さて、ではそのバベルとやらを使ってもらいましょうか。

ＧＭ：「はい、では──」とイザベラが左手を掲かかげると、腕に刻きざまれた紋様がゆっくりと動き出す。同時に周囲が輝き、彼女の背はい後ごに幻げん影えいの塔とうが。

ハウント：これはイザベラがこの場とバベルの塔を繫つなげているイメージでよいのかな。

ＧＭ：そう思ってくれればいいよ。幻影の塔からは割われ鐘がねの音が聞こえてくる。……ではバベルの塔がラハブにＥロイス《砕け散る絆》を使用する。

志津香：Ｅロイスを使ったのはイザベラではありませんの？

ＧＭ：うん、使ったのはあくまでもバベルの塔だよ。イザベラはジャームではない。──というわけでラハブの持つ、瑠璃へのロイスを消去してくれ。

ラハブ：ひゃっはー！　消すぜー！

瑠璃：ノリノリじゃないか！（笑）

ラハブ：いや、ラハブ自身は泰たい然ぜんとしてます（笑）。……ちなみにどういう感じですか？

ＧＭ：どこかで鎖くさりが断たち切きられる音が聞こえるよ。同時に体と心が軽くなる。今までどこかでずーっと「瑠璃の願いを叶かなえるべし」ってささやかれていたのが消えた感覚。

ラハブ：強きよう迫はく観念が消えた、みたいな？

ＧＭ：そう、そんな感じ。同時に瑠璃に対してラハブが抱いていた、説明のつかないもやもやとした感情も綺き麗れいに消えていく。

ラハブ：それは少しもったいないですねぇ。あれが何なのか、ワタシが一番理解したかった。

瑠璃：…………。

ＧＭ：そして鐘の音は止み、塔の幻影も姿を消す。イザベラは消しよう耗もうしたようで息が荒あらいが、体たい勢せいを崩くずすようなことはしない。思い切り無理をしているけれどね。「これで契約は破棄されました」

ラハブ：ワタシは息をついて言いましょう。……なるほど、これが混こん沌とんを冠かんした塔の力。人の社会が一度滅ほろびるわけですな。

ＧＭ：「はい、遠隔操作でもこれくらいはできます。では、ラハブ様の真の姿を取り戻すための儀ぎ式しきは塔に行ってからになります。移い動どう手しゆ段だんはこちらで整ととのえますので」

ラハブ：いいでしょう。ではこれからしばしの間、よろしくお願いしますよ。コーンウォールの姫君。

ＧＭ：では、イザベラがうなずいたところでシーンを切ろう。







◆Middle04◆凍こおる思い、転がる事じ態たい

Scene Player ─── 瑠璃




「ちっ、不覚を取ったぜ。この俺が」

　あれから二日後、鳴神は驚きよう異い的てきな回復ですでに八割の力を取とり戻もどしていた。

「だが次はねぇ。……瑠璃、ヤツの居い場ば所しよはわかったか」

　旧きゆうナイトフォールのエースは、すでに鼻息が荒あらい。瑠璃はこっそりと安あん堵どの息を漏もらした。




ＧＭ：次のシーンは瑠璃がシーンプレイヤー。あの事件から二日後だね。

瑠璃：ラハブの捜そう索さくは？

ＧＭ：進めているよ。大おお事ごとだから日本支部は全面協力しているが、まだ発見の報告はない。そして、鳴神は回復した。

瑠璃：はやっ！　じゃあ鳴神先輩のところに行くところからスタートしたい。医務室かな？

ＧＭ：うん。包帯を勝手にべりべりと剝はがしているところに瑠璃がやってくることにしよう。

瑠璃：──先輩。もう回復したんですね。さすがです。

ＧＭ：「俺はガタイだけが取とり柄えだからな。……瑠璃、あのイフリートはどうした」

瑠璃：今捜索中です。あの、ラハブに先輩から襲おそいかかったって……本当ですか？

ＧＭ：「──ああ、本当だ」

瑠璃：なぜ、そんなことを？

ＧＭ：「ヤツが危険だからだ」少し鳴神は間を置く。「あのイフリートは、内部に大きなエネルギーを抱かかえている。それはいつ暴走するかわからない。だから叩たたきに行った」

志津香：その情報……！　やっぱり、オープニングの話を聞いていた？

瑠璃：どうしてそれをひとりで解かい決けつしようと？

ＧＭ：「お前には出来なさそうだったからな」

瑠璃：う……。でも……ラハブは……この二年間ずっと一いつ緒しよで……。

ＧＭ：「偶ぐう然ぜん問題にはならなかったんだろうさ。だがこれからもそうだとは限かぎらない」

瑠璃：そう、ですが……。

ＧＭ：鳴神は眉をひそめる。「どうした、ヤツをかばうようなことを言って」

瑠璃：はっ。……いや、そんなことはないです。

ＧＭ：「俺たちはナイトフォール、危険な遺産の処しよ理り役やくだ。イフリートだって同じだろう」

瑠璃：そう、ですね。……そうだ。いつもと、同じ。

ＧＭ：「そうだ」と鳴神はうなずいてから、「次は仕し留とめる」。

瑠璃：でも……、次は単たん独どく行動なんてしないでください。

ＧＭ：「あぁ？　だがお前──」

瑠璃：今の隊長は自分です。……お願いします。




　瑠璃はひたと鳴神の目を見やる。

　脳のう裏りを掠かすめるのは砂さ漠ばくの遺い跡せき。皆みなが最後に見せたあの背せ中なか。

　もう、失いたくなかった。なんとしても護まもるのだ。




ＧＭ：鳴神はしばし瑠璃を見やった後、「はぁ」と息をついて首を縦たてに振ふる。「そうだな、今はお前が隊長だ。単独行動をした俺が間違っていた」

瑠璃：安心したように笑う。……行きましょう、先輩。他のメンバーを待たせているんです。

ハウント：こちらも登場か。

志津香：ＧＭ、この二日間で情報を集めておきたいのですが、よろしいですか？

ＧＭ：ああ、いいよ。何について調べておく？

ハウント：調べたいことは……バベルの解とき方かた、ラハブの正体、騎士団の動きについてか。

志津香：こちらはラハブさんの正体を調べますわ。中枢評議会のデータを元に。

ハウント：私は……そうだな、バベルの解き方と騎士団の動きを両方調べることは可能か？

瑠璃：少佐？

ハウント：今の瑠璃は正常な判断ができず、その情報に信しん頼らい性せいがない。ならばその分は私が動くべきだ。例えばバベルの解かい除じよ法ほうなど、今のキミは興味は無いだろう？

瑠璃：確かに……。

ＧＭ：同時並へい行こうの調査ってことだね。ＯＫだ。ただしそのぶん難なん易い度どは上げさせてもらおう。

ハウント：それは仕方がないな。

志津香：少佐にばかり負ふ担たんをかけて申し訳ないですわ。せめてわたくしは自分の仕事をこなしましょう。……ラハブさんについて、評議会のデータを元に検けん証しようを進めていきます。

ＧＭ：では〈知識：レネゲイド〉で判定をしてもらおうか。

志津香：ダイス目は８、技能は無し。……ここでつぎ込める財産ポイントがないことが悔やまれますわ！

ラハブ：シヅカ……、お嬢じよう様さまなのに財産ポイントに余あまりが無いのですか……。

志津香：しょうがないのですわ！　ハンマーが高すぎて余あまらなかったのですわ！（笑）

瑠璃：カツカツお嬢様だなあ……（笑）。

ＧＭ：まあ、この判定はギリギリだが成功だ（笑）。ではラハブ暴走の危険性について、詳しよう細さいな推すい測そくが上がってくる。

志津香：聞きますわ。

ＧＭ：元々イフリートたるラハブには厳げん重じゆうな束そく縛ばく……ルールがあった。自分を倒たおしたものの願いを三つ聞く、願いを叶かなえ終えたら遺跡に戻もどる、などなど。

ラハブ：ふむ、確かに。

ＧＭ：だがしかし、今のラハブにその束縛はない。なぜならば、彼を縛しばっていた存在──ソロモンの指輪はもう消しよう滅めつしたからだ。

志津香：遺跡〝スレイマンの壺つぼ〟と共に無くなったんでしたわね。

ＧＭ：そう、今のラハブは自由なんだ。実は……瑠璃の三つの願いを叶える必要すらない。

ラハブ：──っ!?

一同：ええええええええええええええええええええっ!?

ラハブ：ちょ、ちょっと待ってください！　ど、どういうことですか？　先さき程ほど確かにワタシは心が軽くなる感覚が──。

ＧＭ：それはキミが、束縛がないことを知らないからだよ。自分がイフリートだと思おもい込こみ、三つの願いを叶かなえなければならないと思い込んでいたので、それが作用していただけだ。

ラハブ：おお……！

ハウント：まさに自じ縄じよう自じ縛ばく、真の意味で強きよう迫はく観念だったということか。

ＧＭ：そういうこと。だからこそバベルの遠隔操作でも断たち切きることができたわけ。

瑠璃：三つ目の願いに、意味なんてなかった……。

ラハブ：ワタシも純粋にショックを受けていますよ。そうだったのですか……。

ＧＭ：で、暴走の話に戻るけれど。束縛が無いから危険なのさ。今までのルールは通用しない。どんなショックでその力が解放されるかわからないんだ。

志津香：なるほど、それで危き険けん視しされているわけですわね。

ハウント：解とき放はなたれていたことを、本人だけが知らない。……よく二年間も保もったな。

ＧＭ：ほぼ偶然だね。瑠璃が三つ目の願いを叶えなかったことが要よう素そとして大きい。どこかで三つ目の願いを口にしていたら、その時に否いや応おうなく気づいていただろうから。

瑠璃：そうだったのか……。

ＧＭ：そしてデータを検証して、もうひとつ報告が上がってくる。緊きん急きゆう性せい最上位でね。

志津香：な、なんですの？

ＧＭ：ラハブの中には、彼が通つう常じよう使っている炎の数万倍のエネルギーが眠ねむっている。──一度に解放すれば世界の数割を焼き尽つくせるほどのエネルギーが。

志津香：これは……！

ラハブ：これがイザベラたちの言う、ワタシの正体──なのでしょうかねぇ。

ＧＭ：おそらくね。そしてこのデータと、その前の特とく性せいを合わせると……。

ハウント：中枢評議会が危険視する、ということだな。

瑠璃：そんなに危険な存在だったのか、ラハブは。

ラハブ：なるほど。……ふむ、しかしこれはプレイヤーとしてとてもありがたい。ラハブというキャラクターをひとつずつ理解していける。

ＧＭ：ああ、そう言ってもらえると助かるねえ。このシナリオの目的でもあるから。……ではハウントの情じよう報ほう収しゆう集しゆうに移うつろうか。

ハウント：まずはバベルの解かい除じよ方法からいこう。何はなくともこれが重要だ。（ＧＭに）技能は〈知識：遺産〉でＯＫか？

ＧＭ：うん、それで問題無いよ。

ハウント：では──達成値は11。こっちには財ざい産さんポイント２点をつぎ込む。13だ。

ＧＭ：成功だ。……バベルの効果を解除するには三つの方法がある。ひとつ目、バベルの塔そのものを破は壊かいすること。中東まで行って破壊する必要があるけれど。

志津香：むう、現げん実じつ的てきな線ではありませんわね。

ＧＭ：ふたつ目、バベルの塔よりも強い力で効果を除じよ去きよすること。

瑠璃：それは……例えば聖杯とか？

ＧＭ：そうだね、聖杯はバベルの効果を解くことが可能だ。そして三つ目。バベルを操っている〝瑠璃の肉体〟を取り戻し、効果解除を命令する方法。

志津香：前のルサールカの時のように、バベルにも命令ができるということですの？

ＧＭ：そう、一回だけね。

ハウント：それが現実的な路線か。……さて、もうひとつの騎士団の動きについては？

ＧＭ：〈情報：裏社会〉か、〈情報：ＵＧＮ〉で。

ハウント：〈情報：裏社会〉で判定しよう。……ダイス目は６。ならば《妖よう精せいの手》を使う。

志津香：ここで使ってしまうのですの!?

ハウント：現状我々は後手に回っている。もう遅おくれることはできない。……達成値は16だ。

ＧＭ：さすがはハウント、成功だ。

ハウント：斥せつ候こうの騎士団員あたりに悪あく霊りようを取とり憑つかせて、情報を引き出した感じだ。

ＧＭ：了解。では、現状騎士団はイザベラを隊長として動いていること、イザベラの左腕がバベルと繫つながっている──瑠璃の腕であることがまずわかる。

ハウント：つまり、バベルを解除するにはイザベラを仕し留とめるのが一番早いということか。

志津香：しょ、少佐！　それは……！

ハウント：必要であれば行動するだけだ。無論、皆にはイザベラとの関係など話さないがな。……ＧＭ、続きはあるか？

ＧＭ：あとひとつ。騎士団はラハブの協力を取り付け、国外脱だつ出しゆつを計画していることがわかる。ヘリを一台用意して逃にげる算さん段だんなんだけど、そのヘリとラハブたちの接せつ触しよくするタイミングが把は握あくできる。ここに急きゆう襲しゆうをかければ──。

ハウント：ラハブも、イザベラも捕つかまえられるということか。

瑠璃：それじゃあ、改めてブリーフィングを。そこで今の情報を加えて作戦を整ととのえる。

ハウント・志津香：了解。

ＧＭ：ではナイトフォール用のブリーフィングルームに瑠璃と鳴神がやってくる。ハウントと志津香はすでに来ている、という感じかな。それからテレーズもいるよ。

ハウント：鳴神には疑問を抱いているが出さない。そして得た情報を残さず報告しよう。

志津香：同じく。さすがに隠しておくことはできませんわ。

ＧＭ：一応まとめておくと、「ラハブは想そう像ぞう以上に危険」、「騎士団はラハブを連れて国外脱出を狙っている」、「バベルを解くにはイザベラを倒たおすのがもっとも現実的」の三つだね。

瑠璃：その報告を聞いて、自分は言う。……これよりナイトフォールは、イフリート・ラハブの捕ほ獲かく、ないしは処しよ分ぶんを最さい優ゆう先せんに行動する。

志津香：そう言うと思ってましたわ。…………でも、それでよろしいのですの？

瑠璃：ラハブの危険性は志津香さんが調べてきた通りのものだ。放っておけるものじゃない。そしてそれに対たい処しよできるのは自分たちしかいない。──ナイトフォールしか。

志津香：ですがラハブさんは……。

ＧＭ：テレーズが志津香を止めるよ。「志津香、瑠璃の判断は間違っていないわ」

ハウント：本当にラハブが暴走を始めたら、聖せい杯はい以外止める方法が無いのだからな。

瑠璃：それにラハブを放置したのは自分の責せき任にんでもある。この一件は請うけ負おう義ぎ務むがある。

ＧＭ：鳴神もうなずく。「今ならまだ止められる可能性がある」

瑠璃：遺産の暴走を止めるのはナイトフォールの務つとめだ。今回は鳴神先輩も協力する。

ハウント：ほんの、ほんのかすかにだけ眉をひそめよう。鳴神か……。

志津香：瑠璃さん。……ラハブさんを説得する、という手はありませんの？

瑠璃：危険性が高すぎる。あったとしても捕獲した後だ。

志津香：ぐ……。

瑠璃：では改めて出しゆつ撃げき命令を下す。──ナイトフォール各員は、イフリート・ラハブ捕獲のために騎士団を急襲する。タイミングは彼らの国外脱出時。準じゆん備びを怠おこたるな。

志津香：（諦あきらめたように）了解ですわ。

ハウント：了解だ。

志津香：（小声でハウントに）事態が悪い方向に進んでいる。イヤな予感しかしませんわ。

ハウント：だが今はこれが最さい善ぜんだ。……いや、しかしひとつ手は打っておくか。いささか危険な手ではあるが。

ＧＭ：おお、何かしておく？

ハウント：（メモをして）テレーズにコレを渡わたしておく。保ほ険けんとして頼たのむ、と伝えて。

ＧＭ：…………うおっ！　すごい決けつ断だんをするな！　テレーズはものすごく渋しぶい顔をするけれど、「保険ね」と言ってうなずく。

志津香：しょ、少佐、何を企たくらんでいるのです……？

ハウント：いざという時の手段だよ。使わずにすめばそれでいい。

志津香：……？

ＧＭ：では、一度ここでシーンを切ろうか。







◆Middle05◆瑠璃ＶＳラハブ

Scene Player ─── 瑠璃




　息をひそめ、木々に身を隠かくし、瑠璃は獲え物ものを待つ。

　自分を裏うら切ぎった魔ま人じんを、世界を滅ほろぼしかねない炎ほのおを、かつて相あい棒ぼうだったラハブを。

　静かに敵てき意いをため込こんで、瑠璃は待つ。




ＧＭ：さてシーンはまずＵＧＮ側の三人が登場。森に身を隠して、ヘリが到とう着ちやくする予定の広場を見み張はっている。鳴神や、日本支し部ぶの他エージェントも来てるよ。

瑠璃：敵てきの状じよう況きようは？

ＧＭ：厳げん重じゆうな警けい戒かい態たい勢せいを敷しいている。騎き士し団だんだけだから、数はＵＧＮ側が有利かな。

ラハブ：我われ々われはここから洋上に向かって、それからバベルの塔とうに出向くのですか？

ＧＭ：そういうこと。というわけで、ラハブとイザベラがやってくるところからスタートする。……全員侵しん蝕しよく率りつを上げてね。

一同：（めいめいにダイスを振ふる）

瑠璃：ではラハブが見えたところで静かに手を挙げる。──突とつ撃げき。

ＧＭ：合図と同時にエージェントたちが一気に襲おそいかかる。あちこちで始まる戦せん闘とう。鳴神も瑠璃に続く。イザベラはラハブをかばうよ。

ラハブ：イザベラを下がらせましょう。……数日ぶりですね、ルリ。こんな大人数を連れて、どうするつもりですか？

瑠璃：お前を捕ほ獲かくする。お前の力は世界を滅ぼしかねない、危き険けんな力だ。

ラハブ：ほう？　ワタシの正体とやらに、貴方あなたたちも気がついたようだ。……これは僥ぎよう倖こう。イザベラから聞いた話が噓うそではないというなによりの証しよう拠こです。

ハウント：ラハブ、お前は騎士団についていくつもりなのだな？

ラハブ：ええ、ワタシは己おのれを知るために彼かの女じよたちと行きます。

志津香：おやめください！　あなたがＦＨにつけば、我々も手しゆ段だんを考えざるを得ません！

ラハブ：それは人間の……いや、ＵＧＮの理り屈くつでしょう。ワタシを縛しばるものではない。

志津香：ぐ……！

瑠璃：志津香さん、もういい。この魔人はここで倒たおす。

ラハブ：はははははっ！　吹ふいてくれますね！　ルリ！

瑠璃：名前を呼よぶな、魔人風ふ情ぜいが！




　硝しよう煙えんと怒ど号ごうを背はい景けいに、少女と魔人の戦意が上がってゆく。

　一発の銃じゆう声せいを機に瑠璃は銀ぎん狼ろうへ変じ、ラハブは炎ほのおを纏まとう。

　戦いが、始まった。




瑠璃：《完かん全ぜん獣じゆう化か》！　銀狼になって飛びかかる！

ラハブ：ふん、打ち落として差し上げましょう！　……数百の火球で四方から撃うちます！

瑠璃：スピードを上げて突つっ込こむ！　ある程てい度どのダメージは覚かく悟ごの上だ！

ＧＭ：幾いく度どとなく起きる爆ばく発はつ。だが──炎の中から銀光が飛び出し、ラハブに襲いかかる。

ラハブ：では肩かた口ぐちを食いちぎられてたたらを踏ふみつつ、なおも笑いましょう。……ふふふ、この一いち撃げき。鳴神修護と比くらべても遜そん色しよくない。

ＧＭ：なおラハブは鳴神戦の時と同じく、攻こう撃げきを受けても痛いたみがない。消しよう耗もうも感じないね。

瑠璃：しゃべる暇ひまなど与あたえない！　何度でもラハブを嚙かみ砕くだきに行く！

ラハブ：ならば何度でも撃げき墜ついしてさしあげましょう！

ＧＭ：瑠璃とラハブの戦いはほぼ互ご角かくだ。もちろんラハブが消耗しない以上、徐じよ々じよに魔人が有利にはなっていくが。

志津香：ううう、ふたりの間に割わって入りたいですわ……。

ハウント：介かい入にゆうはできるのか？　おそらく我々には──。

ＧＭ：うん、もちろんキミたちは周囲の戦いに巻まきこまれる。ラハブと瑠璃の戦いに気を取られていると、巨きよ大だいな剣けんが頭上から振ふり下おろされるよ。

志津香：はっとなってハンマーを引ひき抜ぬき、〝星〟で障しよう壁へきを張はりますわ！　三星展てん開かい！

ＧＭ：志津香とハウントが横を向けば、そこには巨きよ人じん形けい態たいになったイザベラの姿すがた。身長数メートルはあろうかという巨大な騎き士しは静かな殺気を放っている。他にも騎士団のエージェントが攻撃をしかけたりもするね。

ハウント：私わたしも二丁拳けん銃じゆうを抜ぬいてエージェントに撃ち返しつつ、イザベラに言おう。……容よう赦しやの無い打うち込こみだな、イザベラ。

ＧＭ：「主の命令ですので……」と何かを抑おさえ込こむように口数少なく、彼女は返す。

ハウント：契けい約やくが在ある限かぎり命令は絶ぜつ対たいだ。それは仕方があるまい。……だがこちらにも事じ情じようがある。その左ひだり腕うで、もらい受けるぞ。

ＧＭ：「できるものならば──！」とイザベラは戦闘を続ける。

志津香：……少しよう佐さ、あの敵と何かあったのですか？

ハウント：古いなじみ、ただそれだけだ。（ＧＭに）鳴神はどうしている？

ＧＭ：周囲を最さい低てい限げんに片かた付づけつつ、瑠璃とラハブの戦いを注ちゆう視ししている。ただじっと。

ハウント：…………ふむ。

ラハブ：そんな状況など知らず、瑠璃との戦いに興きようじますよ。傷きずつけば傷つくほど炎の勢いきおいを上げて。……はははははははは！　二年前を思い出す！　そうではないですか、ルリ！

瑠璃：あの時、お前を連れて来たのがそもそもの間ま違ちがいだった。……その責せき任にんを自分が取る。

ラハブ：くくく、ワタシは感かん謝しやしていますよ。この二年、人間の世界を堪たん能のうしました。

瑠璃：──それでもお前は自分を裏切った。

ラハブ：今はもう否ひ定ていしません。ワタシは己おのれを知るためにこちらについたのですから。

瑠璃：お前は敵だ、ラハブ。

ラハブ：貴方こそ、ワタシを遮さえぎるならば障しよう害がいと見なします。

ＧＭ：……では瑠璃とラハブのふたりで対決をしてもらおうか。どちらが勝利するかによって、この後の展開が少し変わる。具体的にはラハブが脱だつ出しゆつしやすくなるかどうか。

志津香：直ちよく接せつ対決ですか……。

ＧＭ：やり方は簡かん単たん。お互たがい攻こう撃げきの判はん定ていをして、その達たつ成せい値ちを比べ合う。相手の攻撃を相そう殺さいしつつ、どれだけ制せい圧あつできるかというニュアンスだ。

ラハブ：なるほど、あくまで達成値のみの勝負なのですね。

ＧＭ：うん、達成値だけ。エフェクトはいくらでも使ってくれてＯＫだ。

ラハブ：ならばこのダイス３個こを追加されているワタシから行きましょう！　マイナーアクションで《炎ほのおの加か護ご》＋《オリジン：レジェンド》！　少年姿からイフリート姿に変化！

ハウント：正しよう真しん正しよう銘めいの本気か……。

ラハブ：そして《焦しよう熱ねつの弾だん丸がん》＋《コンセントレイト：サラマンダー》。無む論ろん手など抜ぬきません。正面から大火球で受けて立ちます。……よし、ダイス目32＋固こ定てい値ち11で43！

瑠璃：くっ……！　高い……！

ラハブ：これがダイス３個の力ですよ、フフフ（笑）。

瑠璃：自分より少ないくせに！（笑）　こちらは《完全獣化》をすでに使っているので、《獣の力》＋《コンセントレイト：キュマイラ》！　ダイス14個！

ハウント：さすがはピュアブリードだな。

瑠璃：判定は────うっ、ダイス目34だけど技ぎ能のうが６だから達成値40……！

志津香：少佐！　瑠璃さんに《妖よう精せいの手》は……!?

ハウント：ダメだ。ここでは使えない。

瑠璃：少佐!?

ハウント：今の瑠璃は正気ではない。私はここでは使わない（首を振る）。

瑠璃：く──！

ＧＭ：では達成値はラハブの勝ちだね。……動きを完全に読み切った軌き道どうで撃うち出された大火球は銀狼のスピードを殺しきり、遂ついに瑠璃を撃げき墜ついする。

ラハブ：ふふふ、この二年隣となりにいたのは伊達だてではありません。さて、聖せい杯はいでも使いますか？

瑠璃：……っ！　無言で立ち上がる。でも脚あしは震ふるえているし、あちこちが焦こげている。

ＧＭ：ではそこで──「旗色悪いじゃねえか。手助けするぜ」と鳴神が瑠璃の横に立つ。

瑠璃：先せん輩ぱい。でも、これは自分の役目で……。

ＧＭ：「そう言うな、少しは先輩面づらさせろ」

瑠璃：う……。

ハウント：…………。

ＧＭ：「それに、ここでヤツを逃にがすわけにはいかねえだろうが」

瑠璃：そう、ですね。……お願いします、先輩。

ＧＭ：「ああ」と言うと、鳴神は音を立ててその両りよう腕うでを異い形ぎよう化し──。

ハウント：ここだな。──瑠璃を突つき飛とばす。

瑠璃：えっ？




　予想もしなかった行動に、瑠璃はまるで抵てい抗こうできなかった。

　押おされるがままにたたらを踏ふみ、振ふり向むいたそこには──




ハウント：間かん髪はつ容いれず鳴神に二丁拳けん銃じゆうを全ぜん弾だんたたき込こむ。




　硝しよう煙えんをたなびかせる、ハウントの姿すがた。
















志津香：ええええええええええええええっ!?

瑠璃：しょ、少佐──!?

ＧＭ：…………。

ハウント：……どうだ？

ＧＭ：（にやりと笑って）同じ手は二度通用しないね、さすがに。

ハウント：ビンゴか。

志津香：ど、どういうことです？

ＧＭ：改めて演えん出しゆつしよう。鳴神は瑠璃の隣となりに並ならび、両腕を異形化する。視し線せんはラハブに合わせたまま、瑠璃を気き遣づかう表ひよう情じようもそのまま、瑠璃にそのかぎ爪を振り下ろす。

瑠璃：え────？

ＧＭ：だがその瞬しゆん間かん、ハウントが瑠璃を突つき飛とばし、かぎ爪づめは空を切る。そして響ひびく銃声。

瑠璃：少佐……、一体……!?

ハウント：瑠璃の言葉には答えず、鳴神に注意を向ける。……ヤツの様子は？

ＧＭ：二十発以上の銃弾を、だが鳴神は筋きん肉にくだけで受け止めた。崩くずれた体たい勢せいのまま大きく後ろに跳とんで言う。「くはっ、いきなり全弾とはな。しくじっちまった。──瑠璃」

瑠璃：先輩、何を言って──。

ＧＭ：瑠璃のつぶやきにかぶせるように、こんな声が響く。




「相手が予想以上でした。鳴神先輩のせいじゃありませんよ」

　全身の肌はだが粟あわ立だつ。聞き間ま違ちがえるはずもない。それは自分の声だ。自分の口調だ。

　だが──自分が発した声ではない。




ＧＭ：突とつ如じよ、鳴神の隣の空間が割われる。裂さけ目めをくぐって現あらわれるのはもうひとりの強羅瑠璃。
















ハウント：やはり、お前の仕し業わざか。〝スナッチャー〟。

ＧＭ：〝スナッチャー〟は口元に笑えみを浮うかべて瑠璃たちを睨ねめつけると、鳴神に向き直り、背せ中なかに手を当てる。「傷きずは大だい丈じよう夫ぶですか、先輩」「はっ、この程てい度どどうとでもなる。俺おれの強さは知ってるだろうが、瑠璃」「ふふっ。ええ、イヤというほど」

瑠璃：先輩、なんで、そいつを〝瑠璃〟って……。違います、そいつは──。

ＧＭ：鳴神はそう言う瑠璃を敵を見るように睨にらみ付つける。「はっ、本物気取りとは恐おそれ入いるぜ、偽物」

瑠璃：──っ!!




　内ない臓ぞうが圧あつ縮しゆくされる。声が嗄かれる。震ふるえが止まらない。

　鳴神ははっきりとわかるほどの敵意を瑠璃に向けている。

　仲間だと思っていた、家族だと思っていた人間が向ける殺気が、瑠璃の臓ぞう腑ふをえぐる。




ＧＭ：〝スナッチャー〟が言う。「ひとりだけだと思う？」同時にあちこちで爆ばく発はつが。




　長大な銃を持ち、長い髪かみの女じよ性せいが走る。その銃が彼女の妹であることを瑠璃は知っている。

　鋼はがねの両腕から巨きよ漢かんが銃弾を吐はき出だす。彼が心優やさしいことを瑠璃は知っている。

　魔ま眼がんを操あやつり、盲もう目もくの男が周囲を吹ふき飛とばす。彼の落ち着いた声を瑠璃は知っている。

　──彼らの顔を、瑠璃は知っている。




ＧＭ：現れるのはミカエラ、ガブリエラ姉妹、魔眼使いのソムに、泣き虫のイワノフ。旧きゆうナイトフォールのメンバーだ。彼らは皆みな〝スナッチャー〟の元へと駆かけてくる。

瑠璃：噓だ……。

ＧＭ：そして口々に言う。「鳴神、無事か？」「ああ、なんてこたないぜ」「だから最初に言ったじゃない。鳴神の演えん技ぎ力りよくじゃ不安だって」「でもお姉ちゃん、瑠璃が決めたんだからさ」「う、うん、みんな納なつ得とくの上だったよ」

瑠璃：噓うそだ……！

ＧＭ：その空気は……瑠璃には覚えがあるだろう。仲間を家族と思い、強い繫つながりを保たもつナイトフォールの雰ふん囲い気きだ。だがその中心にいるのは瑠璃ではなく──〝スナッチャー〟。

瑠璃：噓だ、噓だ、噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ噓だ！

ＧＭ：「否定しても、これが真実よ」

瑠璃：違ちがう！　そこにいるのは自分だ！　お前じゃない！

ＧＭ：だが瑠璃の叫さけびに答えたのは──。




「その口を閉とじなさい、偽にせ物もの。強羅瑠璃はここにいる。あなたではないわ」

　言い放つのは長ちよう髪はつの狙そ撃げき手しゆ、ミカエラ。獲え物ものを逃のがさぬ鷹たかの瞳ひとみに敵意を乗せ、瑠璃を貫つらぬく。

「──瑠璃、あたしの後ろに下がって。あんな偽物にあなたが出る必要なんて無い」

　横で〝スナッチャー〟をかばうのはミカエラの妹、ガブリエラだ。




瑠璃：ミカ姉ちゃん……、ガブ姉ちゃん……！　違うよ、あたしが、強羅瑠璃──。




「違うな、お前は偽物だ」

　ばっさりと切きり捨すてるのは盲目のソム。周囲に浮うかぶ〝魔眼〟が不気味にうなる。

「その証しよう拠こにお前は人間ですらない。この眼にはわかるぞ。その体には鼓こ動どうが無い」




瑠璃：──っ！

ハウント：〝聖せい杯はいによる体には心しん臓ぞうの鼓動が無い〟、だったな……。

瑠璃：でも、でも、ソムさん！　この体はみんなが！　みんながくれた大切な──。




「いい加か減げん認みとめなよ、キミも」

　両腕を機械に変えた巨漢、イワノフは寂さびしげに言った。

「その体は作り物で、キミは偽物なんだ。もういいだろう？」




瑠璃：違う……！　違うよ、イワンさん……！　あたしが、強羅瑠璃なんだ……！

ＧＭ：「その言葉を誰だれが信じる？」〝スナッチャー〟が言う。「誰も、お前を信じない」

瑠璃：ス、ナッチャー……！

ＧＭ：「まだ絆きずながあると思っていた？　いつまでも変わらないと思っていた？　……ふ、ふふふふ、現げん実じつを見た今の気分はどう？　偽物」

瑠璃：みんなを……、みんなを返せ！　〝スナッチャー〟あああああああああっ!!

ＧＭ：「返せ？　ふっ、何を。彼らはいつだってこちらの味方。ナイトフォールの新人、強羅瑠璃の味方」と言うと、他の連中が「当たり前のことを言うな瑠璃」「それにもうお前は新人ではない。このチームの中心だ」と続ける。

志津香：〝スナッチャー〟！　あなたはこの方たちに何をしましたの!?

ＧＭ：「何をした？　人聞きの悪い」〝スナッチャー〟はひとつ舌したなめずりをする。「したことと言えば、一度喰くい尽つくしたくらいのもの」

志津香：喰い尽くした？　……まさか、この方たちは偽物？

ラハブ：いや、鳴神の様子は不自然ではなかった。……再さい構こう成せい、と見ましたが？

ＧＭ：ご名答。喰い尽くしたからこそ本物を作れるわけだ。ラハブには見み抜ぬけてもいいかな。

ラハブ：では指し摘てきしましょうか。……喰ったものをもう一度作り直したのですか。悪あく趣しゆ味みな。

ハウント：つまり彼らは偽物であり、本物でもあるわけか……。

瑠璃：う……！

ハウント：ＧＭ、ひとつ確かく認にんだ。メンバーの中にカルディナ隊長はいないのか？

ＧＭ：いないね。その代わりに瑠璃──〝スナッチャー〟が隊長に収おさまっているようだ。

ハウント：ふむ、何か事情がありそうだな。

瑠璃：……ダメだ。

志津香：瑠璃さん？

瑠璃：壊こわれてしまいそう。憎ぞう悪おと悲ひ哀あいで。今にも〝スナッチャー〟に襲おそいかかりそう。

志津香：まずい！　抱だきとめて言いますわ！　……自分を見失ってはダメです、瑠璃さん！　あなたの今やるべきことはなんですか!?

瑠璃：自分の、やるべきことは……！

ＧＭ：「やることなど、何もない。お前には何も残っていない」

瑠璃：う、うううううううっ！

ＧＭ：「ふ、ふふ、はははははっ、その顔だ！　……そうだ、お前にはもう何もない。お前の絆は──すべてあたしが奪うばい取とった！」

瑠璃：スナッチャーあああああああああああああああっ!!




　志津香の制せい止しを振ふり切きり、銀狼が飛び出す。

　閃せん光こうは牙きばを伴ともない、一ひと筋すじの刃やいばとなって敵の喉のど元もとへ。

　だが──〝スナッチャー〟は口元から笑みを消さず、ただ無言で片かた手てを挙げた。




ＧＭ：牙が〝スナッチャー〟に届とどくかと思われたその時。鈍にぶい音と共に瑠璃ははじかれる。

瑠璃：っ!?

ＧＭ：〝スナッチャー〟の前に立ちはだかっているのはガブリエラだ。その左手は鋼こう鉄てつへと変じている。同時に──雷かみなりを束たばねたような轟ごう音おんが響ひびく。




　空中に飛ばされた瑠璃に、イワノフの散さん弾だんが、ミカエラの銃弾が同時に襲おそう。全身を銃弾に貫つらぬかれ、動きの止まった瑠璃に、だがナイトフォールは容赦しない。

　ソムの魔眼を足場に駆かけ上あがってきたのはエース、鳴神修護。




瑠璃：せん、ぱい……！

ＧＭ：鳴神は異形化した両腕を振ふりかぶり、冷たく言い放つ。「消えろ、偽物」そして瑠璃は地面に叩たたきつけられる。──ラハブに負けた影えい響きようもあり、瑠璃はこのシーン行動不ふ能のうだ。

瑠璃：が、はっ。うめいて《完全獣化》が解とける……。

ＧＭ：無様に転がる瑠璃を〝スナッチャー〟はあざ笑う。「理り解かいした？　これがナイトフォール。あたしと共にある、無む敵てきの部隊だ」

瑠璃：違う……。

ＧＭ：「目を開いて事実を受け入れろ。お前の望んだ絆はあたしのもとにある！　鳴神先輩は優やさしかったか？　だがその優しさはお前には向けられないんだ。──偽物」

瑠璃：あ、ぐ……！

ＧＭ：「ふふふふふふふふ。ずっとお前のことを見てきた。お前のことだけを見てきた。こうなることを夢ゆめ見みて。──さあ、立ち上がれ。もっとあたしにその顔を見せろ。絆を砕くだかれた顔を。絶ぜつ望ぼうに染そまった顔を。さあ、もっと、もっと、もっと、もっともっともっと！」

志津香：（眉まゆをしかめて）なんですの、この執しゆう着ちやくは……！

ハウント：何かあったのかもしれんな。以前とは違う。違い過すぎる。

ＧＭ：そんな〝スナッチャー〟にわずかに眉をしかめつつもイザベラが言う。「ラハブ様、この隙すきに」見ればヘリが一台、光学迷めい彩さいを解といてホバリングしている。

ラハブ：ふう、了りよう解かいです。行きましょうか。

志津香：ラハブさん！　今の瑠璃さんを放っておくのですか!?

ラハブ：彼女はもうワタシの主ではありませんよ、シヅカ。

志津香：くっ、ならば《ディメンジョンゲート》を使ってでも──。

ラハブ：残念ながらその手は通じません。《禁きんじられし業わざ》を使用。指を鳴らしてゲートそのものを燃もやし尽くしましょう。

志津香：う……っ！

瑠璃：自分は──ただ虚うつろな目でラハブを見る。

ラハブ：ではルリ。お別れです。




　丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎと共にラハブはヘリに乗のり込こむ。

　そうして、炎の魔人は姿を消した。




ＧＭ：ラハブとイザベラを乗せたヘリは音もなく飛び上がり、空中でかき消える。これでふたりは退たい場じようだ。……そして〝スナッチャー〟は改めて志津香とハウントに目を向ける。

ハウント：次はこちら、か？

ＧＭ：「そう。あたしは今すぐ偽物に手を出すことはできないから」

志津香：できない？

ＧＭ：「事情は説明しない。する必要も無い。あたしはただ、偽物の絆を剝そいでいくだけ」

ハウント：趣しゆ味みの悪いことだ。

ＧＭ：「否定はしない。でも──」〝スナッチャー〟が笑う。「楽しみを覚えているのも事実。……さあ、ナイトフォール！」言葉と同時にナイトフォールメンバーが動き出す！

志津香：来ましたわ！　瑠璃さんはわたくしの後ろに！

瑠璃：志津香、さん……。

ＧＭ：では今から逃にげる判定をするんだが──、ここでハウントの策さくが発動する。

ラハブ：おお！　もしや先さき程ほどのメモですか！

ハウント：保ほ険けんのための行動だったが、役に立ったな。いや、役に立ってしまった、か。

志津香：え？

ＧＭ：少し演えん出しゆつをするか。ナイトフォールが襲いかかり、それをしのいでいる最中。戦場の一角から悲鳴と怒ど号ごうが上がる。……ＵＧＮの増ぞう援えんで騎士団が蹴け散ちらされているんだ。

瑠璃：ぞう、えん？

志津香：一体誰が……？

ＧＭ：その先頭にいるのは冷れい徹てつな視線をサングラスで隠した男。中ちゆう枢すう評ひよう議ぎ員いんがひとり、アッシュ・レドリックだ。彼は無む造ぞう作さに重力場を生みだし、エージェントをつぶしている。

志津香：えええええええええええっ!?　ア、アッシュ・レドリック!?　なぜ彼が!?

ハウント：私が頼たのんだからだ。──強羅瑠璃が危険にさらされた場合、助力を願うとな。

ＧＭ：無茶するよなあ。確たしかに戦力増ぞう強きようの交こう渉しよう対象としては申し分ないけど。

ハウント：潜せん在ざい的てきな敵てき対たい立場とは言え、同じＵＧＮ内だ。少なくとも瑠璃が命を落とすようなことを彼らも望んではいまい。鳴神の存そん在ざいは罠わなだと思っていた。だからこそ用意したのだ。……後でどんなことを要求されるかわからないがな。

志津香：でも今は助かりますわ！

ＧＭ：判定は先程と同じく攻撃の判定を比くらべる。判定は志津香とハウントのみ。どちらか片かた方ほうでもナイトフォールの判定を上回れば逃とう走そう可か能のうだ。ナイトフォールはまとめて一回のみ判定する。ハウントが増援を頼んだので、こちらの達成値にペナルティを付けよう。

ハウント：それは助かるな。

ＧＭ：では判定に移うつろう！　まずは目もく標ひよう値ちになるこちらの判定からだ。ナイトフォールの面々が慣なれた様子で連れん携けい攻こう撃げきをしてくる。…………ダイス目は35。固こ定てい値は22で57──。

瑠璃：ご、ごじゅうなな!?

ＧＭ：なんだけど、増援が来ているから10減へって47だ。

志津香：び、びっくりしましたわ……。でも47……。

ＧＭ：なお、全員失敗したらＨＰが０になって再さい挑ちよう戦せんをしてもらうよ。

ハウント：《リザレクト》と使用エフェクトで侵しん蝕しよく率りつがひどいことになるわけか。これはリソースを使ってでも切きり抜ぬけるしかないな。……私から行こう。

志津香：お願いします。

ハウント：《コントロールソート》＋《コンセントレイト：ノイマン》。……ダメだ！　25しかいかない！

志津香：ではわたくしが！　《瞬しゆん速そくの刃やいば》＋《コンセントレイト：バロール》！　（ダイスを振ふって）……まず10、それから20、そして……あああああああっ！

ＧＭ：ダイス目27、技ぎ能のうが９レベルだから36か。11足りないね。

ハウント：《妖精の手》だ！　悪あく霊りようを使って奴やつらの足止めをする！

志津香：ありがとうございますっ！　……ううっ！　達たつ成せい値46！　１足りない！

瑠璃：志津香さん……！

志津香：タイタスを切りますわ！　〝スナッチャー〟へのロイスを取り、即そくタイタスへ！　……今の絆は奪うばわせませんわ！　七星展開！　……追加で達成値に＋10して56！　〝星〟を槍やり状じようにして退たい路ろを確かく保ほします！　リバウンドで腕の毛細血管が千ち切ぎれたりしながら。

ハウント：瑠璃は私が担かつごう。──行くぞ。

瑠璃：は……い。

ＧＭ：志津香の魂たましいを削けずった一いち撃げきによって作られた道を逃にげるキミたち。その後ろから〝スナッチャー〟の声だけが響ひびいてくる。「……忘わすれるな。お前がいくら絆を結んだところで、あたしがひとつひとつ剝はいでやる」




　底知れぬ泥どろのような憎悪をまとわりつかせ、簒さん奪だつ者しやの言葉が響く。

　瑠璃は何も返せなかった。虚きよのような心はすでにひび割われ、憎悪を染しみこませてゆく。

　瑠璃には、何も返せなかった──。





《炎の加護》　周囲から熱を吸収し、火力を高めるサラマンダーのエフェクト。

《オリジン：レジェンド》　人間の姿を解き、本来の力を発揮するエフェクト。

《焦熱の弾丸》　火球を撃ち出すサラマンダーのエフェクト。

《獣の力》　人間離れした怪力を発揮するキュマイラのエフェクト。

《ディメンジョンゲート》　瞬間移動する門を作り出すバロールのイージーエフェクト。

《禁じられし業》　イージーエフェクトを消滅させるウロボロスのイージーエフェクト。

《コントロールソート》　武器を知性で使用するノイマンのエフェクト。

《瞬速の刃》　重力で武器を加速させるバロールのエフェクト。









◆Middle06◆そして簒さん奪だつ者しやは陽の下へ

Master Scene




　使つかい込こまれた椅い子すに優ゆう雅がに腰こし掛かけ、レオンハルトはワイングラスを回す。

　ルビーを溶とかし込こんだような液えき体たいをランプに透すかし、色合いを楽しんでいると、その向こうに人ひと影かげが現あらわれた。

〝スナッチャー〟、もうひとりの強羅瑠璃。




ＧＭ：ではここでマスターシーンを挟はさむね。

ラハブ：ふむ、ＦＨ側の動向ですか？

ＧＭ：そんなところ。映うつるのはレオンハルトの私し室しつ。彼がくつろいでいると、そこに〝スナッチャー〟がやってくる。

瑠璃：オープニングと同じシチュエーション？

ＧＭ：その通り。ではレオンハルトが声をかける──。




「貴き公こうか。……首しゆ尾びは？」

「上々。そちらの妖よう精せいは魔ま人じんを連れてバベルの塔とうへと向かったよ」

〝スナッチャー〟は空あいている椅子に座すわり、果物に手を付ける。

　レオンハルトは不作法を笑うことなく、静かに言った。

「イザベラは優ゆう秀しゆうだ。その程度のことでしくじるまい」

「わからないのはその点」

〝スナッチャー〟はレオンハルトの言葉に肩かたをすくめる。

「その優秀な妖精を、どうしてまた使いつぶす？」




志津香：えっ？

ＧＭ：レオンハルトは慌あわてない。ワイングラスを傾かたむけてからこう返す。「優秀だからこそ、消さねばならぬこともあるのだよ」

瑠璃：……？

ＧＭ：〝スナッチャー〟は「ふん」と鼻を鳴らす。「まあいいや。アレはそちらのものだ。好きにすればいい。こちらの仕し込こみはもう終わったわけだし」




「では──」

　レオンハルトはようやく〝スナッチャー〟の顔を見る。

「ここから先は貴公の手出しは無用だ。貴公はどうにもやり過ぎるのでな」

「自覚してる。……やめられないけれど」

　肩をすくめ、首を振る〝スナッチャー〟。

「貴公には次の仕事だ。我々の神使い、〝グラディウス〟のサポートをしてもらいたい」

「ええ、約束通り承うけたまわろう。ナイトフォールが、ね」




ＧＭ：そう言ってシーンは終わる。

ハウント：神使い？　〝グラディウス〟だと？

志津香：あー、それはデイズのネタなんですよ（[image: ]デイズのＧＭ）。

瑠璃：あ！　そうなんだ！

志津香：実はデイズ二巻の方でナイトフォールを出しまして、それを率ひきいていたのが騎士団のエージェント、コードネーム〝グラディウス〟だったんです。

ラハブ：ほお。

ＧＭ：そうそう、だからナイトフォールはＦＨ側だってことは決まってたんだ。そんなネタを振ふられたから、どうやって料理してやろうかって思ってこうなった（笑）。

瑠璃：そうだったのか！　じゃあ鳴神先輩が裏切ったのは加納さんのせい！　おのれ加納！

ＧＭ：いやいや、俺も復ふつ活かつさせたら敵にしようと思っていたので（笑）。加納くんのせいではないですぞ。

志津香：いやあああああ、こっちもハンドアウト見てから「どうなの？　どうなの？」ってず─────っと気になってて！　余よ計けいに振ふり回まわされた気分です（笑）。

ハウント：なるほどな、素す直なおに疑うたがっていいものかどうか悩なやんでたのか（笑）。

志津香：そうなんです……。

ＧＭ：というわけで、このシナリオでの〝スナッチャー〟とナイトフォールの出番はこれで終わり。彼らはここからデイズの二巻かんに向かうことになる。

瑠璃：ううううう、今回は出てこないのか。

ラハブ：出ずっぱりだと、間ま違ちがいなくあっちを追ってしまいますからねぇ。

ＧＭ：そういうこと。では次のシーンに行こうか。







◆Middle07◆色あせた記き憶おく

Scene Player ─── 瑠璃




　眼がん下かに流れる雲を、瑠璃は虚うつろな視線で追う。

　瑠璃、ハウント、志津香の三人は機上の人となっていた。向かうは中東、バベルの塔。

　ラハブの危き険けん性せいを再さい認にん識しきした中枢評議会が、改めてナイトフォールの出しゆつ撃げきを決めたのだ。

　誰もしゃべらぬ重い沈ちん黙もくを背景に、瑠璃はただ外を見る。

　魔人との色あせた思い出をめくりながら──。




ＧＭ：さて、では次のシーン。……瑠璃たちが脱出した後のシーンだ。

ハウント：日本支部まで逃げて、その後か。

志津香：瑠璃さんの様子はどうなってますの？

瑠璃：自分は、感かん情じようのない機械のような状じよう態たいになっている。……ラハブへのこだわりも、旧ナイトフォールへのこだわりも消えた。

ハウント：ふむ、よくないな……。

瑠璃：自分でも危険な状態だと思います。ただ、自分の命を繫つないでくれた人たちも、側にいた魔人もいなくなって、今の瑠璃は命に対して無む頓とん着ちやくになってる感じなんですよね……。

志津香：ショックが大きすぎて、中身が空くう洞どうになってしまった……。

瑠璃：そう、それで外側の強さだけで動いている。

ラハブ：危あやういどころではありませんねぇ。ジャーム化も死し亡ぼうもありえる話ですか。

ＧＭ：とりあえずは状況を説明しよう。──ラハブ奪だつ回かいに失敗したキミたちナイトフォールは、そのままバベルの塔まで彼を追つい跡せきするよう命じられる。中枢評議会からね。

志津香：それは……やはりアッシュ・レドリックに借りを作ったからですの？

ＧＭ：それだけじゃないよ。ラハブの危険性を鑑かんがみて、聖杯が必要だと判はん断だんした。だからこれはアッシュたちだけではなく、テレーズも承しよう認にんした作戦だ。

瑠璃：〝スナッチャー〟たちは？

ＧＭ：彼らは行方ゆくえをくらませた。少なくともバベルの塔にはいないことが確認されている。今は彼らのことは忘わすれろ、というのが中枢評議会の命令。

瑠璃：……了解です。

ハウント：イヤでも、彼らとは決着をつけることになるからな。

志津香：ともあれわたくしたちはラハブさんを追うことになるわけですか。

瑠璃：今のラハブは〝暴ぼう走そうした遺い産さん〟だ。世界の数割を焼くような力を放っておくわけにはいかない。ヤツを──消しよう滅めつさせる。

志津香：消滅!?

ラハブ：そこまで来ていますか。……想われているものですねえ。

瑠璃：うん、逆ぎやくに言うとひっかかるものがあるからこだわっている。……今の自分には気がつけないけれどね。

ＧＭ：で、提案なんだけれど。ここで回想シーンを挟はさまない？　ラハブとの思い出を。

瑠璃：え？　ロイスは無いけど、回想してもいいの？

ＧＭ：もちろん瑠璃には色あせた思い出だ。でも、記憶はある。ラハブにこだわりがあるならば思い出すことはあるだろう。……例えば、〝スレイマンの壺つぼ〟から二年間のこととか。

瑠璃：おおおおおおお、その二年のことを今思い出していいの!?　すっごいたくさんネタがあるんだけど、いいの!?

ラハブ：予想以上の食いつきですねぇ（笑）。

瑠璃：一巻を読んでから、実はいろいろ妄もう想そうしてたんです（笑）。ええと、ちょ、ちょっと時間をプリーズ！　天さん！　相談させて！

ラハブ：はいはい、なんでしょうか。

ＧＭ：よし、じゃあここで少し休きゆう憩けいを取ろうか（笑）。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




瑠璃：ネタまとまりました！　ふたつやりたいんだけどいいかな？

ＧＭ：了解。では回想シーンだけどラハブも登場してね。

ラハブ：遠えん慮りよ無く。

瑠璃：まず最初にやりたいのが、ラハブと初めて出撃した時の話。

ラハブ：なるほど、定番ですねぇ。

瑠璃：ナイトフォールを継つがないといけない、そういう思いに囚とらわれて無茶なトレーニングをするんだけど、効こう果かは出るはずがない。

ラハブ：ワタシは後ろで、……焦あせってもしょうがないと思いますがねぇ、と言ってます。

瑠璃：でも、強く、ならないと──！

ラハブ：ならばワタシにそう願えばいいじゃないですか。出で来きる限かぎりの力を授さずけますよ？　もっとも、だいぶ力は喰くわれてしまいましたが。

瑠璃：……少年の姿すがたをして言われても、説得力は無いよ。

ラハブ：しかし魔人の姿になると、貴方が怒おこるではないですか。

瑠璃：あんなのを連れて歩けると思う？　……人間の姿は子こ供どもっていうのは、驚おどろいたけど。

ハウント：ああ、遺い跡せきから助かった後今の姿を見せたわけだな。

ラハブ：時じ系けい列れつ的にそうなりますねぇ。……これはワタシの美び意い識しきと現げん状じようを重ね合わせた結果ですよ。気に入りませんか？

瑠璃：いや、かわいいと思うよ。生意気だけれど（笑）。

ラハブ：一言余計です、我わが主（笑）。

志津香：…………今見ると、じわっとくるやりとりですわね……。

ＧＭ：そうだね。……それからしばらく経たってふたりで初はつ出しゆつ撃げきになるわけか。

瑠璃：そう。ただし命令は自分だけに来る。ラハブは勝手についてくるだけ。

ラハブ：あ、ワタシはＵＧＮではありませんからね。

瑠璃：そうそう、そんな感じ。で、遺跡探たん索さく中に自分がひとりになり、たくさんの石人形に囲まれる。それでも撤てつ退たいを選せん択たくせず、自分は戦い続ける。

ラハブ：ではルリが戦っているのを、空中で寝ねそべりながら見つつ。……もう諦あきらめて逃にげたらどうですか？　この状況です、逃げても誰も文もん句くは言わないでしょう。

瑠璃：自分が諦あきらめれば──誰だれかが危険にさらされる。逃げる選せん択たく肢しは、無い。……と言いながら、じりじりと追おい詰つめられていく。

ラハブ：ではやれやれとため息をつき、瑠璃の死角から迫せまる石人形を焼き焦こがしましょう。……これは厄やつ介かいな主を持ったものです。

瑠璃：ラハブ……？

ラハブ：貴方はすぐに死んでしまいそうだ。ワタシを打うち倒たおした時はあれほどの動きを見せていたのに。……これも契約の内でしょう。多少ならば護まもってあげますよ、ルリ。

ＧＭ：なるほど、これでふたりで戦い出すわけか。

瑠璃：そう、ラハブと共に戦うと少し昔を思い出す。誰かに何かを預あずけて戦う感覚。仲間と共に戦う感覚。それがきっかけで元の強さを段だん々だんに取とり戻もどしてゆく。

志津香：……瑠璃さん……。

瑠璃：チームメイトと、相棒と共に肩を並ならべて戦うやり方を思い出す。

ラハブ：ま、ワタシはそんなことをまったく気にしてませんがね（笑）。ただルリの戦い方を見ていたので、隙を覚えていただけです。

瑠璃：そして石人形を倒たおしきったところで、ラハブに言う。……ありがとう、助かった。

ラハブ：そう言われるときょとん、として聞き返します。……今、なんと言いましたか？

瑠璃：え？　ありがとうって。

ラハブ：それは感謝の言葉ですか？

瑠璃：そう、だけど……？

ラハブ：これが感謝ですか。…………初めて言われましたね。

瑠璃：そうなの？

ラハブ：ええ。なかなかに気分がいい。ほら、もっと感謝していいんですよ？

瑠璃：軽々しくはしないよ（笑）。──奥おくに行く。遺跡を鎮しずめないと。

ラハブ：（肩をすくめて）おおせのままに、我が主。

ハウント：いいシーンだな。共きよう闘とうする流れがわかりやすい。

ラハブ：シーンを作ってみると理解がしやすいですねえ。

瑠璃：そしてもうひとつ！　初めて自分が記憶を失うシーンがやりたいんです！

ＧＭ：おお、聖杯の影響が現れた瞬間か。それは重要そうだ。

瑠璃：シーンは自分が目を覚ますところから。ある日目が覚めると──何も思い出せない。

ラハブ：ワタシは普ふ通つうに、おや、起きましたかと声をかけますが……。

瑠璃：目の前にいるのが誰かわからない。……誰だっ!?　と声を荒あらげて──。

ラハブ：何を言いますか、ラハブですよラハブ。

瑠璃：ラハ、ブ……？

ラハブ：そうです。あなたの生しよう涯がいの伴はん侶りよです（笑）。

瑠璃：えええええええっ!?

ラハブ：約束したじゃないですか。忘わすれてますね？　忘れてますね？（近づく）

ＧＭ：おい、どう見ても記憶無くしてるの知ってる対たい応おうじゃねえか！（笑）

ラハブ：おおっと、失礼。つい洗せん脳のうできるかと（笑）。

瑠璃：ちょ、ちょっと話を戻もどそう。目の前のラハブがわからない。自分が誰かはかろうじて思い出せるけれど、他のことは一切頭に浮うかんでこない。ただ〝何かを無くした〟という感覚だけが心にある。

ＧＭ：ナイトフォールのことまで忘れたわけか。

瑠璃：そう。自分の衝しよう動どうが飢き餓がなので、体に穴あなが空いた感覚がする。その向こうをのぞき込こもうとすると、今度はナイトフォールのみんなを失った時の喪そう失しつ感が。

ハウント：進むもダメ、戻もどるもダメか。

瑠璃：ぐ、がああああああああっ！　っと悲鳴のような叫びを上げて、自分は獣じゆう化かしかける。

志津香：獣化!?

ＧＭ：トラウマと衝動が一いつ致ちしたからか。暴走というか、ジャーム化一歩手前だなこれ。

ラハブ：獣けものに戻もどろうとするルリの手を摑つかみ、あえて炎を発して痛みを与あたえましょう。──何をしているのです。貴方はみずから獣に戻るつもりですか！

瑠璃：……っ！　その熱でラハブのことを思い出す。でもその流れでナイトフォールのみんながいなくなるときのことを鮮せん明めいに思いだしてしまう。そして、また叫さけぶ。

ＧＭ：ただ思い出しているわけじゃなくて、あの時のシーンを体験しなおしているのか。

志津香：おおお、それは辛つらいどころではない……。

瑠璃：いなくなる……！　みんなが行ってしまう！　あたしを残して！　う、ああああああああああああっ!!

ラハブ：は？　何を言っているのですか？　ワタシはここにいますよ（さも当然と）。

瑠璃：え……？

ラハブ：え、ではありません。ワタシがここにいるではありませんか。

瑠璃：──ラハブ？　いるの？

ラハブ：ええ、ここに。どこにもいきませんとも。

瑠璃：ラハブはいなくならない……？

ラハブ：まあ、そのような契約ですからねぇ。貴方の近くにいますよ、ルリ。

瑠璃：そう、か……。ラハブは、いなくならない……。

ＧＭ：────なるほど、ココか。瑠璃とラハブの関係が歪んだ原因は。

志津香：え？

ＧＭ：何もかもを奪われた瑠璃は頼たよるものが無かったから、側にいたラハブにしがみついてしまった。……でも、ラハブにはまったくその気がない。

ラハブ：そうですねえ、ワタシは単に事実を述のべたに過すぎない。実のない言葉です。ルリを本当の意味で助けるつもりなんてない。

瑠璃：なのに自分はその言葉を救いにした。心ない言葉でも、それを信じていたかったから。

ＧＭ：だからこのふたりは歪んでいる、というわけだ。瑠璃は三つ目の願いを言わず、ラハブを拘こう束そくしたがり、ラハブは勝手な行動ばかりを繰くり返かえす。

ハウント：ふーむ、一巻の関係に説明がついたわけか。

志津香：納得ですわ。……でも、これを全部考えてましたの？

瑠璃：ぼんやりと、かな。半分は今ロールプレイしたらでてきた（笑）。

ラハブ：なぜか綺き麗れいに着地しましたねえ。

ＧＭ：さらっとスゴイこと言うな、このふたりは（笑）。

瑠璃：しかし今思った。──瑠璃は弱い！（笑）

志津香：ちょっ、自分のキャラなのに（笑）。

ハウント：まあ同感だが（笑）。

瑠璃：すぐにダメになるね。鍛きたえ直さねば。

ＧＭ：では、回想はこれで終わりでいいかな？

瑠璃：うん、飛行機の中から外を見ている自分に戻る。……思い出しても、心は揺ゆらがない。

ＧＭ：ふと自分の手を見れば、小指に付けたラハブの指ゆび輪わが。

瑠璃：…………。




　鉄と真しん鍮ちゆうが絡からみあった無ぶ骨こつな指輪に、瑠璃は指をかける。

　小さな指輪だ。キュマイラシンドロームの瑠璃が力を入れれば、簡かん単たんに壊こわれるだろう。

　だが──瑠璃は指を離はなした。

　理由は分からない。壊してしまえばよかったのに。脳のう裏りで誰かがささやく。

　それでも、今の瑠璃に壊すことはできなかった。







◆Middle08◆人ならざるものたち

Scene Player ─── ラハブ




　それはまさに空を貫つらぬく柱だった。

　神に反はん逆ぎやくを唱えるため、遥はるか古代に作られた混こん乱らんの塔とう、バベル。

　成せい層そう圏けんにまで達するその塔の中央部にラハブはいた。天でも、地でもない、その場所に。




ＧＭ：では次のシーンはラハブ側。バベルの塔に連れて行かれたところからスタートする。

ラハブ：かの塔はどんな感じなのです？

ＧＭ：えーとね、一番近いのは軌き道どうエレベーターかな……。

志津香：軌道エレベーター!?

ＧＭ：少なくとも、空の果てまで貫く柱のように見えるよ。上がどこまであるか、何があるかはわからないけどね。見た目通りの質しつ量りようがあるかどうかもわからない。

瑠璃：遺い産さんだから……か。

ハウント：だろうな。しかしこれでバベルの解かい除じよに、塔を破は壊かいする手しゆ段だんは使えないな。

ＧＭ：ちなみに少し前までは騎き士し団だんがエージェント十数人を使いつぶして隠かくしていたんだけど、ラハブを迎むかえ入いれるに当たってそれを解除したんだ。周辺は大だい混こん乱らんだね。

瑠璃：ＵＧＮは？

ＧＭ：もちろん出しゆつ撃げきしている。周辺の混乱に対する情じよう報ほう操そう作さ、塔そのものの調ちよう査さなどなど。本ほん格かく的てきに動くのはナイトフォールが着いてからだけど。

瑠璃：了りよう解かい。

ＧＭ：さて、ラハブが連れてこられるのはこの塔のほぼ中央部だ。

ラハブ：ほう、上ではないのですか。

ＧＭ：「天にあらず、地にあらず。それが神と人の絆きずなを断たつ場所としてふさわしい、のだそうです」とはイザベラの言葉。

ラハブ：ふうむ、まあワタシはどこでも構かまわないのですがね。

ＧＭ：ちなみに案内されるのは何もない広大な空間。床ゆかと天てん井じよう以外何もない。床もどことなく透すき通とおった素そ材ざいで、歩くと波は紋もんが広がる。ちなみに全周囲外が見み渡わたせる作り。

ラハブ：ここで待てと？

ＧＭ：イザベラはそう言っているね。ラハブの封ふう印いんを解とくにはバベルの塔の能のう力りよくを全開にする必要がある。だから時間がかかるんだそうだ。一日ほど。

ラハブ：待てと言われれば待ちますが。……ふうむ、退たい屈くつなものですねえ。

ＧＭ：「用意できるものならば用意させていただきますが」とイザベラは言うよ。

瑠璃：律りち儀ぎな人だな……。

ＧＭ：人じゃないけどね（笑）。「食事なり、娯ご楽らくの何かなり、出来うる限かぎりは」と。

ラハブ：ワタシも現げん代だい社会の娯楽に堕おちた魔ま人じんではありますがね。さすがにこの場所ではなんともしがたいでしょう。……ネットもできやしない（笑）。

ハウント：確たしかにな（笑）。

ラハブ：ああ！　ならばイザベラ、貴方あなたの話を聞かせていただきたい。

ＧＭ：「は、私わたし……ですか？」

ラハブ：ええ。自分以外の魔人──貴方は妖よう精せいですが──の話を聞くことなどありませんからね。聞かせてください、かのシェヘラザードのように。千と一夜とはいきませんが。

ＧＭ：「いえ、その……」とイザベラは居い心地ごこち悪そうに身をよじる。「その、私は語ることなど、したことがなく……」

瑠璃：その辺不器用そうだよね、イザベラさん。

ＧＭ：戦せん闘とう要員だからね。しどろもどろに語ってはくれるけど、正直要よう領りようを得ないな（笑）。

ラハブ：ではこちらから話を振ふってみましょうか。実は聞きたいこともありますし。

ＧＭ：「も、申もうし訳わけありません。聞きたいことがあればなんなりと──」

ラハブ：では率そつ直ちよくに聞きましょうか。……ワタシの正体について教えてください。ここまで来たからには教えてもらってもいいのではないですか？

ＧＭ：「そう、ですね」イザベラは改まって姿し勢せいを正す。「確かにもうラハブ様にはお伝えするべきかと思います。配はい慮りよ至いたらなく、申し訳ありません」

ラハブ：謝あやまることはありませんよ。……では、このワタシの中に眠ねむる力とは？

ＧＭ：「ラハブ様の正体は────〝世界を滅ほろぼす炎ほのお〟そのものです」

ラハブ：…………ほお（身を乗り出す）。

ＧＭ：「数多くの神話が炎による滅めつ亡ぼうを内包しています。ムスペルヘイムの炎、ソドムとゴモラを滅ぼした天の火、ジャハンナムの炎もしかり。そのすべてがあなたの力です」

ハウント：神話上、世界の滅亡は大だい洪こう水ずいか大だい火か災さいに分けられる。その片かた方ほう、炎の滅亡が……。

ラハブ：ワタシの正体ですか。これはまた……！

ＧＭ：滅びの象しよう徴ちようだね。だから力を取とり戻もどすと世界を焼くわけだ。……ラハブがいたからこういう神話が生まれたのか、こういう神話からラハブが生まれたのかは定かじゃないけど。

志津香：な、なんだかラスボスと見み間ま違ちがえるほどの力が……！

ハウント：いや、だがこれは騎士団が瑠璃を放置してラハブから狙ねらうのもよくわかる。使用者を限かぎらない分、聖せい杯はいよりもある意味で使いやすい。

瑠璃：それから──自分しか対たい処しよができないのも納なつ得とくした。聖杯じゃないと、きっとラハブをどうにかすることはできない。

志津香：しかし……なぜラハブさんはそんな危き険けんな存そん在ざいから魔人に？

ラハブ：おそらくはワタシを召しよう喚かんしたソロモン王が何かをしたのでしょう。滅亡の炎をコアに魔人を作ったか、炎に別の属ぞく性せいを与あたえて制せい御ぎよしようとしたか。

ハウント：放っておけなかったという線が濃のう厚こうだな。

ラハブ：しかしなるほど。ワタシは本当に名前の通りの存在だったのですね。──大いなる主の僕たる炎ラハブ・アブド＝アルマリク。

ＧＭ：だってそこから考えて作った設せつ定ていだからな（笑）。

ラハブ：このタイミングでぶっちゃけないでください（笑）。

ＧＭ：イザベラは「どうかそのお力で我われ々われの敵てきを討うち滅ほろぼしください」と頭を下げる。

ラハブ：ふうむ、ここまで来た以上は言うとおりにしますとも。ですがもうひとつ聞きたいことがあるのです。……ハウントと貴方は、何か因いん縁ねんがあるのですね？

ＧＭ：「──！」わずかな緊きん張ちようが走る。

ラハブ：噓うそのつけない人ですね、貴方は。それは美び徳とくではありますが。

ＧＭ：「あの方は──」たっぷりと逡しゆん巡じゆんする間を取って、イザベラは続ける。「私にとって、かけがえのない方です」

ラハブ：ほう？　ですが先さき程ほどは敵てき対たいしているように見えましたが？

ＧＭ：「…………それ以上は、申せません」契けい約やくに関わりますので、と言いい添そえる。

ラハブ：ならば踏ふみ込こむのはやめておきましょう。しかし──かけがえのない、ですか。これはまたなかなか出てこない言葉ですねぇ。

ＧＭ：するとイザベラは少しばかり沈ちん黙もくを保たもち……、そして意を決したかのようにこう言う。「ひとつ、こちらからも問うてよろしいでしょうか」

ラハブ：構かまいませんよ。

ＧＭ：「ラハブ様は──この二年、強羅瑠璃とどのように過すごしてきたのですか？」イザベラの言葉に熱が入る。「記録は読みました。あなたは主に傅かしずかず、また互たがいを支し配はいしようともせず、一体どのように……」彼かの女じよの瞳ひとみの奥おく底そこには迷まよいが見えるね。

ハウント：…………。

ラハブ：貴方は日本でも、その点について気にしていましたね。

ＧＭ：「何度も、同じようなことをお聞きしてしまい、申し訳ありません」

ラハブ：いえ、いいのです。ワタシは自じ己こを知りたくてココにいます。考え直すきっかけは多い方がいい。……そうですね、ワタシとルリはチームメイトという間あいだ柄がらでした。

ＧＭ：「チームメイト、ですか」

ラハブ：相あい棒ぼうと呼よんでいたものもいましたね。要するに互たがいに縛しばる関係ではありませんでした。ルリは事実ワタシに命令はしま………………したね（笑）。

ＧＭ：してるんじゃねえか！（笑）

ラハブ：いやいやいやいや、それはたまにはそういうこともありますよ！　ほら、支し配はい者しやとしての厳げん命めいではないというか！（笑）

ハウント：ニュアンスはわかるぞ、うん（笑）。

ラハブ：ですよねぇ！　そしてもちろんワタシも頼たのまれずともルリをしっかりと護まもって………………来ませんでしたね（笑）。

志津香：どっちなんですの！（笑）

ラハブ：あれ？　あれ？　おかしいな。

瑠璃：（お腹なかを抱かかえて）ぐ、グッダグダ……（笑）。

ラハブ：何かおかしい（笑）。あー、ともあれ平等でしたね。それは確たしかだと思いますよ。

ＧＭ：「平等ですか……」イザベラはそのグダグダな話を真面目に聞きつつ、答える。「ですが、我々と人とは違ちがいます」

ラハブ：然しかり。

ＧＭ：「生命としての組成が違い、命の長さが違い、振ふるう力が違います。……相棒など、なれるはずがないではありませんか」その言葉はラハブに向けているというよりは──。

ラハブ：言い聞かせているような？

ＧＭ：うん、まさにそんな感じ。

ラハブ：ふむ、ならばこう返しましょう。……確かに我々は平等ではない。だが人間は例えば犬とも友ゆう情じようを育むことができる生物です。命の差など、気にはしないのでは？

ＧＭ：イザベラは盛せい大だいに眉まゆを寄よせる。「つまりラハブ様も気にしていなかった……と？」

ラハブ：ワタシが、ですか。……ふぅむ、どうなのでしょうね。

ＧＭ：「何か、難むずかしいことが？」

ラハブ：いえ、なんと言うことはありません。ワタシは彼女をどう思っていたのか、自分でもよくわからないのです。

ＧＭ：「わからない、ですか」

ラハブ：ええ。そうです。……好こう奇き心しんは確かにありました。だがそれ以外に持っていた感かん情じようも確かに存在した。それが何であるかは結局わかりませんでしたが。

ＧＭ：……イザベラは難しい顔でその話を聞いている。

ラハブ：イザベラ、貴方はわかりませんか？　この感覚の正体を。このような感情を持っている対象が、貴方にはいませんか？

ＧＭ：「…………私には」少し、イザベラは言いよどむ。「いいえ、私にはありません。私にあるのは主と使命のみです」

ハウント：……律儀に過すぎるな（ぼそり）。

ＧＭ：そして彼女は首を振ふる。「つまらぬことを聞きました。……それでは私はバベル起動のために席をはずします。明朝までにはラハブ様の封印を解とけるでしょう。どうかその力をもって、我々にご加か護ごを」そう言ってイザベラはその場から姿すがたを消す。

ラハブ：ふむ、少し追おい詰つめてしまいましたかね。

ＧＭ：ラハブがそうひとりごちると、頭の中に声が響ひびく。「いよお、兄弟。順調なようだな」ふと見れば手首の嚙かみ痕あとに小さな太たい極きよく図ずが現あらわれている。

ラハブ：この声はインですか。

ＧＭ：「そうだ、オレ様だ。……どうだ、力を取り戻もどす気分は？」

ラハブ：心が昂たかぶりますね。ようやく自分自身を取り戻せる。まさしくそんな感覚ですよ。

ＧＭ：「くかかっ、そうだよなあ。それでいい、それでいい」

ラハブ：ただ、それでよいのかという疑ぎ問もんもありますがね。

ＧＭ：「あ？　疑問？」

ラハブ：独ひとり言ごとですよ。……で、何の用なのですか？　この騒さわぎはすべて貴方が仕組んだものだとでも言うつもりですか？

ＧＭ：「何言ってんだ。オレがこんな面めん倒どうなことを考えられるはずないだろ」

ラハブ：……意外と自じ己こ分ぶん析せきしっかりしてるんですね、貴方（笑）。

ＧＭ：「ふははははっ、もっと褒ほめてもいいんだぜ（笑）。……ネタばらしをすれば、お前の封印を解とこうという連中に乗っかっただけだがな」

ラハブ：どういうことです？

ＧＭ：「東雲が戦ってる連中の話を聞きつけて、ちょいとその手助けをしただけさ。なあ兄弟、封印が解とけたら好き放題してくれよ。こんな塔くらいバーンと燃もやしちまってさ」

ラハブ：これは異いな事を。貴方はこの塔のようなものを喰くう存在ではありませんか。

ＧＭ：「はははははっ、じゃあオレの素す晴ばらしい計画を聞けよ」

ラハブ：ほう？　計画？

ＧＭ：「まずな、お前が封印を解いて暴あばれ回まわる。人も世界も焼けるじゃん？」

ラハブ：はあ、焼けますな。

ＧＭ：「人間が抵てい抗こうするじゃん？　だがすごい炎だ。ボアァァァッ。だめだー、アイツには歯が立たねえー！」

ラハブ：はあ、歯が立たないですな。

志津香：……なんで幼よう児じ化かしてるんでしょう、この方たち（笑）。

ハウント：わからん（笑）。

ＧＭ：「そうするとしょうがないから、東雲がオレの封印解くわけよ。な？」

ラハブ：なるほど。自分の封印を破やぶるのが目的でしたか。

ＧＭ：「そういうこった。ついでにお前の真の姿も食える」

ラハブ：前言を撤てつ回かいしましょう。なかなかに計画的ではないですか、イン。

ＧＭ：「だろ？　だろ？　……そうさ、さっきの妖精が言うことなんざくそくらえだ。人間なんか踏ふみつぶしておけばいいんだよ」

ラハブ：ふむ、彼女は「我々は人に縛しばられずには生きていけぬ」、貴方は「人を踏みつぶすべし」と言うのですね。

ＧＭ：「悩なやむ必要なんてねえよ、兄弟。ようやくお前は本当の力を取り戻せるんだから」

ラハブ：確かにまたとない機会です。──しかし、イン。いいのですか？

ＧＭ：「あ？　何がだ？」

ラハブ：ワタシの正体は滅亡の炎。それを貴方は飲のみ込こめるとでも？

ＧＭ：「はっ、ははははははは！　お前こそ、オレをなめてるんじゃあないのか？　このオレは森しん羅ら万ばん象しようを司つかさどる太極が片かた割われ。静せい寂じやくと死の象しよう徴ちようたる陰インだ。破は滅めつの炎じゃ足りねえよ！」

ラハブ：くくっ、貴方はいい。とてもいい。その原始的な情じよう動どうがとてもね。……いいでしょう。機会があれば試してみましょうか。ワタシの炎と、貴方の闇やみ、そのどちらが強いかを。

ＧＭ：「ああ、楽しみに──って、やべえ！」

ラハブ：む？　何です？

ＧＭ：「ちょっ、待て！　これは、その……！」とラハブではない誰だれかに言いい訳わけをする気配と共に、インとの交信は途と絶ぜつする。

ラハブ：ふむ。向こうも向こうで大変そうですね。ま、ワタシには関係の無いことですが。

志津香：あっさりしていますわね（笑）。

ラハブ：所しよ詮せんはレネゲイドビーイング同士です。こんなものですよ。

ＧＭ：というところでシーンを一度切ろうか。







◆Middle09◆出撃準じゆん備び

Scene Player ─── 瑠璃




　天を貫つらぬく柱を、瑠璃は厳きびしい眼めで見つめる。

　柱は徐じよ々じよに輝かがやきを強めているという。柱すべてが輝きに包まれたとき、バベルが稼か働どうするのだろう。それはつまり、ラハブの封ふう印いんが解とかれ、世界の数すう割わりが炎ほのおに吞のみ込こまれることを意味していた。




ＧＭ：では次のシーン。視し点てんは戻もどって瑠璃側。三人とも登場してね。

ハウント：バベルの塔とうまでやってきたあたりか？

ＧＭ：そういうこと。今キミたちは天を貫く建けん造ぞう物ぶつ、バベルの塔からわずかに離はなれた場所に来ている。ＵＧＮが急きゆう遽きよ作った前線基き地ちだ。

瑠璃：塔の状じよう況きようはどうなっている？

ＧＭ：エージェントが説明するには、ラハブたちが入はいり込こんだ時間から、塔は基き部ぶと頂ちよう上じよう部ぶが輝き始めたとのこと。それから光はゆっくりと中央に伸のびている。ラハブの反はん応のうが中央にあることから、上下の光が繫つながったとき、バベルが起動するのだろうとＵＧＮは見てる。

瑠璃：それまでの予よ測そく時間は？

ＧＭ：あと三時間。

ハウント：予想以上に時間はないな。これで塔自体を破は壊かいする方法は改めて不ふ可か能のうだ。聖せい杯はいでも使えば別だが──。

瑠璃：聖杯はラハブに使います。ヤツを消しよう滅めつさせるために。

志津香：瑠璃さん……。その気持ちは変わらないのですね？

瑠璃：ああ、変わらない。

志津香：後こう悔かいをしますわよ、きっと。

瑠璃：後悔なんて……いくらでもしてきた。




　瑠璃の言葉に暗い熱が灯ともる。




瑠璃：みんながいなくなった時も、スエミを助けられなかったときも、ラハブが裏うら切ぎった時も、後悔した。……でも、それがどうした。

志津香：え……？

瑠璃：自分はナイトフォール、世界を護まもるためにすべきことをする。──それだけだ。

ハウント：その件けんに関しては、今はとやかく言うまい。まず対処するのは目の前の危き機きだ。

ＧＭ：ではイベントを起こそうか。──今はテントの中で会議をしているわけだけれど、外で騒さわぎが聞こえる。「き、貴様っ！　なぜこんなところに！」「侵しん入にゆう者しやだ！　対たい応おうしろ！」

志津香：このタイミング、この場所。まさか……。

瑠璃：東雲か。

ＧＭ：ご明察。

瑠璃：テントの外に出て叫さけぶ。……侵入者は〝遺い産さん破は壊かい者しや〟だ！　手を出すな！

ＧＭ：「で、ですが……！」とＵＧＮエージェントは言うけど。

瑠璃：ヤツはあなた方では手に負えない。我々が対処する。

ＧＭ：「は、はい！」と彼が答えてしばし、キミたちの目の前に東雲がやってくるよ。相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、背せ中なかに蛮ばん刀とうを背せ負おっている。周囲をエージェントが遠とお巻まきに囲んでいるけど、特に気にした風もない。

ハウント：やれやれ、よく顔を合わせるな東雲。キミは我々を追いかけているのか？

ＧＭ：「共に〝遺産〟を追う身だ。鉢はち合あわせをすることも多い。だが──今回は別だ」

志津香：別？

ＧＭ：「コイツの後始末に来た」そう言って背中の刀を抜ぬき、地面に刺さす。すると陰おん陽みよう魚ぎよが「痛ぇ！　おい、もう少し丁てい寧ねいに扱あつかえ！」とがなる。東雲がじろりと見ると黙だまるけどね。

瑠璃：まず説明をしろ。後始末とは何だ。

ＧＭ：「お前についていた炎の魔人、ラハブの変化にコイツが一いち枚まい嚙かんでいた」

志津香：あ！　それを話してくれますのね！

ラハブ：というか、もしかして先程のシーンの最後は──。

ＧＭ：うん、ラハブと交信してたのを東雲に見つかったんだ。

ラハブ：なんと！　間ま抜ぬけですねえ。

ハウント：お前といい勝負だと思うがな（笑）。

ＧＭ：ともあれ東雲は、さっき陰陽魚がラハブに話した内ない容ようを全部瑠璃たちに語る。ラハブの正体が滅亡の炎であること、基き本ほん的てきに騎き士し団だんの隠いん謀ぼうではあるが、陰陽魚が関わっていたこと、陰陽魚の目的はラハブ対処のために自分の封印が解とかれることなど。

瑠璃：──封印など解かせない。自分が聖杯をもってこの事じ件けんを終わらせる。

ＧＭ：「こちらも封印を解く気などない」「げえ、そんなぁ！」とふたり。

ハウント：フッ、甘あまく見積もりすぎだな。

瑠璃：……あの、ちょっといいかな。プレイヤーとしてひとつ思いついたことがあるんだ。

志津香：お？

瑠璃：バベルの解除方法って、〝バベルの塔を壊す〟、〝自分の肉体を取とり戻もどして効こう果かの解除を命令する〟、〝バベルより上位の力で打うち破やぶる〟の三つだよね。

ハウント：そうだな。二番目はイザベラの左ひだり腕うでとなる。

瑠璃：……ラハブの本当の力って、バベルよりも上位なんじゃないかな。

一同：あっ！

ＧＭ：お、気がついたな。

瑠璃：やっぱり！

ラハブ：なるほど確かに。聖せい書しよで言えばワタシの属ぞく性せいは神の落とす雷いかずちに近い。バベルを滅ぼした原げん因いんそのものと言えましょう。

志津香：つまりラハブさんはいつでもバベルを解くことができる？

瑠璃：どうだろう。今はあくまでも〝炎の魔人〟なわけだし。

ラハブ：封印を解いて真の姿すがたを手に入れれば、バベルを解除できるということですかね？

ハウント：しかし封印を解いた時点でラハブがどうなるかはわからんぞ。滅亡の炎だ。きちんと制御できるとはとうてい思えん。

ラハブ：ふうむ、現げん実じつ的てきな判はん断だんですねぇ。

ＧＭ：そこまで推すい理りしたのならば先に話しちゃおう。確かにラハブ側からバベルを解くことは可か能のうだよ。ただしそれは封印を解いてからラハブが吞み込まれるまでの時間だ。

ハウント：なるほど、そう来るか。

ＧＭ：そう。……実はこのシナリオは解かい決けつ方法はひとつじゃない。バベルを中心として、瑠璃とラハブ双そう方ほうの動き方が作用するようになっているんだ。

ラハブ：ほうほう。

ＧＭ：だからラハブも好きに行動してもらって構わない。──例えばキミがラスボスになる場合のデータも用意してある。

ラハブ：ほう!?

ＧＭ：もちろんラスボスになれ、と言っているわけじゃないけどね。言っただろ？　どんな選せん択たく肢しをとっても対応する覚かく悟ごはしてきたって。

ラハブ：おおおおお、改めてそう言われると盛もり上あがりますね！　もっとネタを考えます！

瑠璃：自分はもう好き放題してる（笑）。

ハウント：ふむ、話を戻すか。東雲に問おう。……で、お前はどうするつもりなのだ？　陰陽魚の情報を伝え、それで終わりか？

ＧＭ：「知らぬこととは言え、私の責せきはある。希望するならばこの一件、手を貸かすが──」

瑠璃：お前の手など借りはしない。

ＧＭ：「ふっ、やはりその答えか。ならばせめて私は手を出すまい」

ハウント：ラハブが覚かく醒せいしたら、お前も無事では済すまないだろうがな。

ＧＭ：「世界がどうなろうと、私には関係ない。そしてどうあっても私は生いき延のびる」

志津香：……そういうスタンスの方でしたわね。

瑠璃：好きにしろ。どんな結果になろうとも、お前の出番はない。

ＧＭ：「ああ、見せてもらおう」そう言って東雲は姿を消す。陰陽魚の舌した打うちと共にね。

ハウント：行ったか。ヤツも変なところで義ぎ理り堅がたい男だ。

瑠璃：東雲の事じ情じようなんて関係ない。自分たちは自分たちの──。

志津香：すいません、ＧＭ。わたくし、東雲を追います。他の人には言わずに。

ハウント：なに!?

瑠璃：えっ!?　志津香さん!?

志津香：ちょっと思うところがありますの。どうでしょう？

ＧＭ：おおお、了解だ。シーンプレイヤーはいなくなるけど、特別にシーンを続けよう。そうだな、ＵＧＮのキャンプを離れたところで志津香は東雲に追いつくことにしようか。

志津香：了解ですわ。

ＧＭ：東雲は追いかけて来た志津香に振ふり向むき、無む感かん情じような声で言う。「……なんだ？」

志津香：──お願いがあって来たのですわ。

ＧＭ：「願い？　お前たちの隊長は用は無いと言ったが？」

志津香：これはナイトフォール、いえＵＧＮとも関係の無い、わたくし個こ人じんのお願いです。

ＧＭ：……東雲は少し眉を動かす。

志津香：…………。




〝遺産破壊者〟、世界の敵を前にし、志津香はわずかに喉のどを鳴らす。

　一度だけ呼こ吸きゆうを整ととのえ、その依い頼らいを口にする。
















志津香：ラハブさんを──あなたの手で連れて帰ってきてくれませんか。

瑠璃：えっ!?

ラハブ：ほう。ほうほうほう、これは意外な。

ＧＭ：東雲の反応も同じだね。わずかに目を見開き、ただこう返す。「なぜだ？」

志津香：なぜ、とは？

ＧＭ：「お前はＵＧＮ幹かん部ぶの娘むすめであり、最もＵＧＮの理念にこだわっていたはず。前回のアロタニアの件でもそうだった。そのお前が、あろうことかこの私に言うのか。炎の魔人を助け出せと」──刺さすような視し線せんで東雲は言う。

志津香：別に……、何かを企たくらんでいるわけではありませんわ。

ＧＭ：「では、なぜだ」

志津香：（憮ぶ然ぜんと）………………ハッピーエンドを、望んでいるだけです。

ＧＭ：「──なに？」

志津香：ただハッピーエンドを望んでいるだけ！　そう申しましたの！

瑠璃：志津香さん……？

志津香：どんなに甘あまいと言われようとも、どんなに世間知らずと言われようとも構いませんわ。わたくしはこのチームから誰だれかが脱だつ落らくするのはイヤなのです。この四人で構こう成せいされたチームが好きなのです。瑠璃さんのように昔のナイトフォールに縛しばられてはいませんので。

瑠璃：…………。




　口調に熱がこもる。

　言葉を重ねる度に、溜ため込こんでいたものが吐はき出だされる。




志津香：わたくしは──凡ぼん人じんですわ。




　心中に閉とじ込こめておくべき、その一言を。




志津香：聖杯を受うけ継ついだわけでも、千年を生きる魔人なわけでも、何かに心を凍こおらせたりしているわけでもありません。天才でもなければ秀才でもない。ただの人間──凡人です。

ハウント：それを口にするか……。

志津香：でも！　だからこそ！　わたくしはハッピーエンドを望むのです！　臆おく面めんもなく、恥はじ知しらずと呼よばれようとも！　凡人であるからこそ、願い、そして努力するのです！

ＧＭ：「ふむ……」

志津香：だからお願いですわ。──あの塔から、ラハブさんを連れ出してくださいまし。




　志津香と東雲の視線が交こう錯さくする。

　張はり詰つめた糸を先に切ったのは──遺産破壊者だった。




ＧＭ：「──いいだろう」

志津香：えっ!?

ＧＭ：「何を驚おどろいている。お前が頼たのんだのだろう」

志津香：い、いや、実はダメもとだったので……。ああ、いやいや！　ほ、本当に受けてくださいますの……？

ＧＭ：「元々、こちらの責せき任にんはある。それに──」東雲は眼鏡めがねを直す。「目的のためになりふり構かまわないその態たい度どには、共感するところもある」

ハウント：そういえばこいつの目的も〝復ふく讐しゆう〟だったな……。

志津香：感かん謝しや、いたしますわ。

ＧＭ：「だが保ほ証しようはできん。それは構わないな？」

志津香：ええ。でも、ふたつのことだけは伝えてくださいまし。……ひとつは、ラハブさんの力でバベルを解く可か能のう性せいがあること。

瑠璃：あ、それ──。

志津香：先ほどのアイデアを思いついたことにさせていただきました。よいですか？

瑠璃：うん。今の自分には言い出せなかったことだから、逆ぎやくにありがたい。

志津香：ありがとう、瑠璃さん。（ＧＭに）そしてもうひとつ。……思い出して欲ほしい、と。

ＧＭ：「何をだ？」

志津香：──バベルが鳴るまで、あなたは瑠璃さんの友であったことを。

ＧＭ：「承うけたまわった」、短くそう言って東雲は身を翻ひるがえす。バベルの塔へと。

一同：…………。

志津香：…………はあああああああ、やってしまいましたわ……！

ハウント：いや、なかなかいいぞこの一手。少なくとも他の誰にもできない。

瑠璃：うん、絶ぜつ対たい自分にはできない（笑）。

志津香：褒ほめられているのか、なんなのかわかりませんわね（笑）。

ラハブ：ワタシは面白いと思いますよ。こちら側のネタが膨ふくらみます。むしろありがたい。

志津香：そう言っていただけると幸いですわ。

ＧＭ：じゃあ次はラハブと東雲のシーンにしようか。まったく想定のないシーンだ（笑）。

ラハブ：だからこそ面白いじゃないですか。

ＧＭ：ああ、その通りだ。ではシーンを移うつそう。







◆Middle10◆魔人の決意

Scene Player ─── ラハブ




　ラハブはひとりその音に身を浸ひたしていた。

　バベルの鐘かね。耳みみ障ざわりで、嫌けん悪お感かんを喚かん起きする音色──絆きずなを砕くだく混こん沌とんの波。

　その音をかき分け、彼は姿を現あらわした。




ＧＭ：では次のシーンだ。東雲がラハブのもとに現れるところからスタートする。

ラハブ：あっさりやってきますね。騎士団のエージェントではやはり相手になりませんか？

ＧＭ：実力も圧あつ倒とうしているけれど、東雲は隠おん密みつ技ぎ術じゆつにも秀ひいでているんだよ。察知されずに忍しのび込こまれた、というイメージかな。

ハウント：ふむ、単たん独どく行動が多い東雲ならば確かに隠密技術を持っていても不思議はないか。

ラハブ：ワタシはどういう状況です？

ＧＭ：例の部屋で待機中、というところ。イザベラからは動かないように言われている。部屋にはバベルの鐘が鳴なり響ひびいているよ。

ラハブ：なるほど、ならば瞑めい想そうでもしている感じでしょうかね。

ＧＭ：では、ラハブが意い識しきを自分の内に集中していると、いつのまにか現れた東雲が言う。「ラハブ・アブド＝アルマリク。お前を連つれ戻もどしに来た」

ラハブ：これは〝遺産破壊者〟、しばらくぶりですね。……そして今なんと言いましたか？

ＧＭ：「お前を連れ戻しに来た」と、同じ言葉を吐はく東雲。すると背負った陰陽魚が「なあ、東雲ー。やめようぜー。そんなことしてもつまんねぇよー」とだだをこねる。

ラハブ：インもいるのですか。……しかし貴方がこの件に関わるとは。なぜそんなことを？

ＧＭ：「依頼をされたからだ」と陰陽魚を黙だまらせつつ、東雲。

ラハブ：ルリにですか？

ＧＭ：「いや、依頼者は加賀美志津香。隊長の強羅瑠璃とは別の判断とのことだ」

ラハブ：ほう？　ますます意外ですね。シヅカはなんと？

ＧＭ：「──ハッピーエンドにしたい、と」

ラハブ：…………は？

ＧＭ：「ハッピーエンドにしたい、と彼女は言った。そのためにお前を連れてこいと」

ラハブ：…………。

ＧＭ：「真実だ」

ラハブ：ふ、は、ははははははははははははははははははっ!!　なんと！　なんと甘い！

志津香：くううう、なんのフィルターもなく全部しゃべりましたわあの男……！（笑）

瑠璃：志津香さん……（笑）。

ＧＭ：特に口止めもされてなかったし、気き遣づかいができるタイプでもないからね。東雲は笑い転げるラハブをじっと見ているよ。

ラハブ：いや、失礼。シヅカは本当に甘い。……だがそれがいい。彼女は正しく人間だ。

志津香：…………。

ラハブ：しかし〝遺産破壊者〟。ワタシがここから動くつもりはない、と言ったら貴方はどうするのです？　……と、挑ちよう発はつ的てきに笑って言いましょう。

ＧＭ：東雲はわずかに目を細める。「力ちから尽ずくになる。……依頼の性せい質しつ上、殺さぬように手て加か減げんをするが」

ラハブ：くくっ、大たい層そうな自信ですね。今のワタシにそのような大言を吐はきますか。

ＧＭ：……ラハブの挑発に、東雲は何も返さない。ただ黙だまって陰陽魚に手をかける。

ラハブ：さすがですねぇ、そう来なくては。

ＧＭ：じりじりと高まる緊きん張ちよう感かん。どちらかが一歩でも動けば戦闘開始、という張り詰めた空気の中で東雲が言う。「先に、ふたつ伝えておくことがある」

ラハブ：なんですか？

ＧＭ：「同じく加賀美志津香からの伝言だ。バベルの解除はお前の炎──滅亡の炎でも可能だという示し唆さ」

ラハブ：ふむ？

ＧＭ：「そしてもうひとつ。思い出して欲しいと」

ラハブ：何をですか？




「バベルが鳴るまで、お前が強羅瑠璃の友であったことを」

　無感情に淡たん々たんと、東雲は伝言をつぶやく。志津香が込こめた感情など一切無む視しをして。

　だが──。




ラハブ：……その一言に目を見開きます。

ハウント：む？

ラハブ：そしてワタシの脳のう裏りに走る謎なぞのフラッシュバック。ローブにフード姿の老人が、ワタシに何かを言っている……。

ＧＭ：お、おお？　それは一体？

ラハブ：今は秘ひ密みつです（笑）。

一同：秘密かよ！（笑）

ラハブ：先ほどの志津香の話を受けて、ちょっとネタを考えているのです。フラッシュバックしたシーンの詳しよう細さいは今のラハブにもわかりませんよ。しかし──ワタシは東雲にこう返します。……事情が変わりました。

ＧＭ：「なに？」

ラハブ：改めて、ここから出て行くわけにはいかなくなりました。

ＧＭ：「……雰ふん囲い気きが変わったな」

ラハブ：ええ、先程までは遊び半分でしたが、今は違います。全力で抵てい抗こうしましょう。

ＧＭ：「今の言葉に、何があった」

ラハブ：ワタシ自身を知るための欠片かけらが。その欠片が言うのです。〝ワタシはここでルリを待たねばならない〟、と。

ＧＭ：「待つ、だと？」

ラハブ：これ以上貴方には話せませんよ、〝遺産破壊者〟。これはワタシとルリの話です。

ＧＭ：……東雲は蛮刀に手をかけたまま、じっと探さぐる視線でラハブを見る。

ラハブ：正面から見返しましょう。珍めずらしく真しん剣けんな顔で。




　先ほどまでとは質しつの違ちがう緊張感が張り詰める。

　その糸の片方から手を離はなしたのは、東雲の方だった。




ＧＭ：東雲は蛮刀の柄つかから手を離す。「……今のお前を生きて連れ帰るのは難むずかしそうだ」

ラハブ：引き下がりますか。

ＧＭ：「潮しお目めが変わった。私ができることはない」と言うと、陰陽魚が「そうだ！　そうだ！　こいつの封印はさっさと解いちまえばいいんだよ！　オレ様のためにも！」と騒さわぐ。

ラハブ：貴方の望む結末にはならないと思いますがね、イン。

ＧＭ：「おいおい兄弟～、期待させろよ～」と言う陰陽魚に、「黙だまれ」と東雲。ぶつぶつ言いながらも陰陽魚は大人しくなる。

ラハブ：……では生きていればまた会いましょう。珍ちん妙みようなふたり組よ。

ＧＭ：「さらばだ」「ちっ」とふたりはいなくなる。……ではシーンを閉とじようか。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さあ、シナリオがもはや俺おれの想定以上に動き始めたぞ！　なんだ今のフラッシュバックのシーンは！（笑）

瑠璃：受け取ってくれるんですよね、ＧＭ！

ＧＭ：お、おう、がんばる！（笑）

ハウント：天くんのイベントは楽しみだ。

ラハブ：志津香からいい球が来ましたので、ちょっと思いついたのです。で、ここで休きゆう憩けいにしませんか？　このネタをまとめておきたいのです（笑）。

ＧＭ：了解だ（笑）。では少し休憩を取って、その後クライマックスに入ろうー。










　　　ＣＬＩＭＡＸ ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆かくて絆きずなは──

Scene Player ─── ラハブ




　そして魔ま人じんは静かに待つ。

　みずからを打うち倒たおし、聖せい杯はいを受うけ継つぎし、かつての主人を。

　混こん沌とんの塔とうの中央で、強羅瑠璃ごうら・るりを──。




ＧＭ：ではクライマックス。シーンプレイヤーは連続してしまうけれどラハブだ。イベントも用意してあるらしいからな。

ラハブ：了りよう解かいです。

ＧＭ：今キミは部屋の中心──すなわち塔の中心にあたる位置で座すわっている。段だん々だんに大きくなってくる鐘かねの音をその身に受けている。もう最さい終しゆう段だん階かいだね。部屋の中に他に人はいない。イザベラは別の部屋でバベルを動かしている。

ラハブ：あと少し、ですか。

ＧＭ：その時、床ゆかの一部が破は壊かいされる。……その下からやってくるのは瑠璃たちだ。

ラハブ：来ましたね、ルリ。

瑠璃：ラハブ……。

ＧＭ：瑠璃たちは騎き士し団だんを倒たおしてここまで上がってきた。騎士団といえども、塔の防ぼう衛えい機き構こうは起動させられなかったのだろう。エージェント以外に邪じや魔まはなかった。

ハウント：こちらをなめている……というわけではないのだろうな。

ＧＭ：うん、戦力はきちんとそろえられていた。実は突とつ破ぱできた最大の理由は瑠璃にある。

志津香：瑠璃さん？

ＧＭ：完全に容よう赦しやの無くなった瑠璃は、それだけのスペックを発はつ揮きするっていうこと。ハウントと志し津づ香かが手を出すまでも無く、三人はここまで上がってきた。

瑠璃：…………。

ＧＭ：というわけでラハブ、キミの前には袂たもとを分かった三人がやってきた。

ラハブ：ワタシは今、少年形けい態たいとイフリート形態の両方を顕けん現げんしています。少年の後ろに魔人がいて、動きがシンクロしているような。そして双そう方ほうの口で言います。……久ひさしぶり、というほどではありませんね。ずいぶんと長く離はなれていた気もしますが。

瑠璃：お前を滅めつしに来た。

ラハブ：貴方あなたがワタシにそれほどの殺気を向けるのは二年前以来ですか。

瑠璃：その記き憶おくはすでにない。──覚かく悟ごしろ。

ラハブ：ふむ、受けて立つのはやぶさかではないのですがね。……イザベラ、いますか。

ＧＭ：「ここに」と転てん移いして現あらわれるイザベラ。その左手は塔の光と同じ輝かがやきに包まれている。

ラハブ：イザベラ、彼かれらの足止めを頼たのみます。

ＧＭ：「承しよう知ちしました」と手を挙げると、エージェントが次々と転移して集まってくる。

ハウント：塔を掌しよう握あくしているということか、イザベラ。

ＧＭ：「…………」イザベラはただ黙だまってハウントを見返すのみ。

瑠璃：そんなエージェントで、自分たちを止められると思うのか。

ラハブ：思ってはいませんよ。ですが時間稼かせぎにはなるでしょう。……イザベラ、彼らが時間を稼いでいる間に封ふう印いん解かい除じよを完かん了りようさせてください。

ＧＭ：「……承知しました」

ラハブ：そしてもうひとつ。封印解かい放ほう時じの光景をすべて彼らに見せつけなさい。

志津香：え？

ＧＭ：「構かまいませんが……なぜ、そのような？」

ラハブ：せっかくだから、ですよ。……仲間の誼よしみを結んだ彼らにも見て、そして語っていただきましょう。このワタシの中身を。ワタシ自身も知らぬ、ワタシの正体を。

ＧＭ：「ラハブ様……」

ラハブ：ワタシはただ、己おのれを知るためにここに来ているのです。イザベラ。

ＧＭ：「…………わかりました。仰おおせの通りに」そう言ってイザベラはバベルの起動を早める。同時に展てん開かいするエージェント。

瑠璃：させるものか──。

ＧＭ：だが防ぼう御ぎよに徹てつしたエージェントを倒しきるのは間に合わない。瑠璃たちに敵かなわずとも、彼らはきちんと時間を稼ぎ──最後のひとりが倒たおれた瞬しゆん間かん、イザベラがその左ひだり腕うでを突つき上あげる。「鳴れ、バベルの鐘かねよ！」

瑠璃：……っ!!




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　最初に見たのはやせこけた老人だった。瞳ひとみだけが子こ供どものように輝かがやいていたのを覚えている。

　それまでの自分には意い識しきなどというものは無かった。

　あるがままにある。あるがままに滅ほろぼす。──滅めつ亡ぼうの炎ほのお。ただそれだけの存そん在ざい。




ラハブ：というわけでワタシが考えたシーンを挟はさみます！　バベルによって封印が解とかれかけているので、その影えい響きようによって思い出すという感じで。

ＧＭ：おお、これがさっき考えたイベントか。どうぞどうぞ。

志津香：いいですね。カットインのようにシーンが挟はさまるの。

ラハブ：せっかくなので共有できる仕し掛かけにしたのですよ。ではシーンは荒こう野や、老人が巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんの前にいる。魔法陣の上には召しよう喚かんされたばかりのワタシの姿すがた──。




「どうだ気分は。私わたしのことがわかるか？」

　老人の言葉に魔人はゆっくりと目を開く。

「ワタ、シは……」

　口からついて出た言葉に驚おどろく。言葉が理り解かいできる。自じ己こを意識できる。世界を認にん識しきできる。……今までの自分にはなかった機き能のうだ。

　驚く魔人に、老人は満足げな笑みを返した。

「うまくいったようだな。私の名はソロモン。お前を作り出したものだ」




瑠璃：ソロモン王！

志津香：そういえばラハブさんはソロモン七十二の悪あく魔まそのもの、という話でしたわね。

ハウント：やはり彼が滅亡の炎を魔人の形に仕立て上げた張ちよう本ほん人にんか。

ラハブ：そう、その魔人となった時を演えん出しゆつします。




「もう一度聞こう。どうだ、この世に生まれた気分は？」

「──生ま、れた？」

　慣なれぬ言語で魔人は疑ぎ問もんの意を差し向ける。

「奇き妙みようだ……。ただそうとしか言えない……」

　右手を見る。左手を見る。炎に彩いろどられたヒトガタ。どうやらこれが自分の〝体〟らしい。

「もはやお前は滅亡の炎ではない。お前はこの指ゆび輪わに縛しばられた魔人。七十二の権けん能のうをもって、試練をくぐり抜ぬけた者の願いを叶かなえる存在だ」

　鉄と真しん鍮ちゆうが混まじり合う指輪をかざすソロモン。魔人は反はん射しや的てきにその前にひざまずいた。そうか、と魔人は理解する。かの指輪に自分は縛られているのだ。

「今この時をもって、汝なんじの名をラハブと称しようす。ラハブ・アブド＝アルマリク、大いなる主の僕しもべたる炎。真名の束そく縛ばくをもって、汝破壊の定めより逃のがれよ！」

　この日、この時、この瞬間。滅亡の炎は消え、新しい魔人がひとり世界に誕たん生じようした。

　ソロモン王は満足げに笑んで、生まれたばかりの魔人に言う。

「……ラハブ、なぜ私がお前にこのような使命を与あたえたかわかるか？」

「皆かい目もく」

「願いを叶える使命ならば、人と交わることができよう。それが狙ねらいだ」

「魔人となったとは言え、ワタシは滅亡の炎、破壊する者だ。我わが主よ、何故なぜそのようなものを人と交わらせる？」

　魔人の疑ぎ念ねんに、賢けん王おうはにたりと笑みを浮うかべる。

「破壊しか行なえないのでは、もったいないだろう」

「もったいない……？」

「触ふれてみねばわからぬことがある。目にしなければ理解できぬことがある。……世界は、人は面白いぞ。その楽しさをお前に味わって欲ほしかったのだ。滅亡の炎が世界を愛するようになれば──それはなんと痛つう快かいなことではないか」

「…………」

「はっはっは。今は分からずともよい。だがそうさな」

　白い髭ひげを撫なでて、賢王は目を細めた。──まるで孫まごを見るかのように。

「いつかお前が人間の友を得る。それが私の夢ゆめだ」

　それがラハブの、もっとも旧ふるい記き憶おく。




ラハブ：こういうシーンがこの場にいる全員の頭に浮うかびます。

一同：…………。

ハウント：これは……なんと皮肉な。

志津香：滅亡の炎に人を愛せ、とは。

ＧＭ：イザベラも言葉こそ発しないが、ショックを受けている。

瑠璃：…………。

ラハブ：そしてワタシは大笑します。……く、くくく、ふはははははははははっ！　なるほど、忘わすれていても体は正直なものだ！

ＧＭ：「ラハブ、さま……？」

ラハブ：我が最初の主ソロモン王よ！　ワタシは世界を楽しんでいましたとも！　滅亡の役目など忘れて！　人の作り出したこの世界を！　……そしてお笑いください！　貴方あなたを忘れ、その努力をすべて水すい泡ほうに帰す選せん択たく肢しを選んだこの僕しもべを！

ＧＭ：ラハブが叫さけんだその瞬間、少年形態の背はい後ごに立つ魔人がフォルムを崩くずす。人型のシルエットは形のない炎に戻もどっていき、深しん紅くの炎は滅亡の象しよう徴ちようたる純じゆん白ぱくへと変わってゆく。

志津香：これが、ラハブさんの正体……！

ＧＭ：炎は少年形態のラハブを吞のみ込こみ、その偽いつわりの姿を焼き焦こがしてゆく。同時に沸わき上あがる衝しよう動どう。ラハブの衝動は──。

ラハブ：破壊です。吞み込まれれば、世界を破壊する。

ハウント：ロイスを砕くだき、衝動を喚かん起きする。やることは結局ジャーム化と同じか……！

ＧＭ：そういうこと。……さて白い炎はラハブを焼き尽つくしながら、その心に訴うつたえかける。「我われ、炎なり。汝なんじ、炎なり。汝、我となりて世界を焼くべし」

ラハブ：久ひさ々びさに会いましたね、旧きワタシよ。……貴方の意い志しが言葉として聞こえるのは、ワタシが知ち恵えをもった故ゆえなのでしょうね。

ＧＭ：「我に知恵はあらじ。ただすべてを焼き尽つくさん」

ラハブ：ええ、そうでしょう。貴方は──いやワタシの在あり方かたはそれで正しい。

瑠璃：炎に吞み込まれるラハブの正面に立つ。

ラハブ：──ルリ。

瑠璃：（冷れい徹てつな声で）ナイトフォールとして、自分は使命を遂すい行こうする。ラハブ──いや、滅亡の炎、お前を消去する。




　瑠璃の言葉には容よう赦しやの欠片かけらもない。冷たい殺気で彩いろどられた空気が緊きん張ちよう感かんを高めていく。

　ラハブは身を白い炎に侵おかされつつ、しばし瑠璃の視し線せんを受け止めていたが──。

「やめましょう」

　唐とう突とつにそう言い、ため息をついた。




瑠璃：なに……？

ラハブ：ワタシは気に入りません。このような形で終わりなどと。不本意きわまりない。

瑠璃：何が言いたい。

ラハブ：こういうことですよ。……ＧＭ、滅亡の炎に全力で抵てい抗こうを始めます。

志津香：っ！　ラハブさん！

ＧＭ：そういう方ほう針しんできたか。衝しよう動どう判はん定ていと同じく〈意志〉で判定。目もく標ひよう値ちは15。ただし──。

ラハブ：ただし？

ＧＭ：もし判定に成功しても、キミは滅亡の炎に吞み込まれてラハブという人格を無くすことになる。つまり、キミはジャームとなる。

ハウント：……バベルの塔が完全起動しているからか。

ＧＭ：正せい確かくには滅亡の炎がもう目覚めてしまっているからだね。

ラハブ：構いません。それでも。

瑠璃：──っ!?

ラハブ：ただ吞み込まれるだけなのはシャクなのですよ。使命だからと言って、諾だく々だくと従したがうのもね。……ここでワタシは炎の魔人をタイタスに変えます。




「去れ、我が起き源げんよ！　今のワタシはラハブ・アブド＝アルマリク！　滅亡の炎にあらず！　かの賢王によって生まれ、主の望みを叶えるものなり！」

　朗ろう々ろうと、詩を読み上げるように魔人の声が響ひびく。

　かつての己おのれを退しりぞける、確かつ固こたる意志を乗せて。




ラハブ：判定をします。……達たつ成せい値ちは技ぎ能のうを足して12！　だがここで炎の魔人へのタイタスを昇しよう華か！　達成値を追加で１Ｄ　上じよう昇しようさせ──よし、18！　成功です！

志津香：っ！　やりましたわ！

瑠璃：…………。

ＧＭ：ではその一いつ喝かつに圧おされ、わずかに白い炎がラハブを燃もやす速度を緩ゆるめる。

ラハブ：だがこの瞬間なら、バベルの効こう果かを──Ｅロイスを燃やすことができますね？

ＧＭ：できる。今のキミは滅亡の炎を使える。人間が作った遺い産さんなど、どうとでもなるよ。

ラハブ：ふむ、ならばこの煩わずらわしい音を燃もやします。……バベルの効果を解ときます。




　ラハブが腕うでを振ふる。途と端たん、白く輝かがやく炎が瑠璃を包つつみ込こむ。

　止める隙すきも無い。炎は物も肉体も焼かず、音もなく瑠璃の胸むねの内へと入はいり込こんだ。

　じわり、と熱が胸きよう中ちゆうに広がる。




ＧＭ：ラハブと瑠璃のロイスが復ふつ活かつする。セピア色の記憶に色が戻ってくるような感覚かな。

志津香：ようやく、ですわね……。

ラハブ：（満足げに）そう、これでいいのです。

瑠璃：こちらは一歩だけよろめいて混こん乱らんする。何が起きたかわからないだろうし。ただ呆ぼう然ぜんとラハブを見上げている……。

ラハブ：ではそんなルリを改めて見下ろします。

瑠璃：ラハ、ブ……？　自分は──。

ラハブ：（さらりと）ふう。ルリ、いつまで貴方は悲ひ劇げきに酔よっているつもりですか。

瑠璃：………………え？

ラハブ：（肩かたをすくめて）まあ貴方の状じよう態たいには同どう情じようします。人間の範はん疇ちゆう内ならひどいものでしょう。ですが、そろそろいいのではないですか？　悲劇から出てきても。

瑠璃：え？　え……？

志津香：ちょ、ラハブさん、何を──。

ハウント：（志津香を制せいして）いや、あれでいい。しばらく待て。

ラハブ：この際さいだから言っておきましょう。昔、貴方が初めて記憶を失った時にワタシが言いましたね？　「ワタシがそばにいる」と。

瑠璃：（うなずく）

ラハブ：アレ、噓うそです（笑）。

瑠璃：ええええええええええええええええっ!?（笑）

ラハブ：はっはっはっは、ワタシがずっと貴方のそばにいるとは限かぎらないでしょう。……もしかして支ささえてくれるとでも思っていたんですか？　そりゃあ無理ですよ、ワタシは人間をほとんど理解していない魔人なのですから。

瑠璃：こ、の……！　言わせておけば好き放題……！

ラハブ：だいたい貴方は内に閉とじこもり過すぎなのですよ。貴方の世界は旧きゆうナイトフォールだけですか？　それではあまりにも寂さびしい。すねている子供と変わりないじゃないですか。

瑠璃：[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　この体で無ければ、自分だって！

ラハブ：それは言いい訳わけに過すぎないでしょう。

瑠璃：うっ……。

ラハブ：ルリ。

瑠璃：……？

ラハブ：ワタシと貴方は不思議な関係でした。契けい約やくによって成り立った主しゆ従じゆうのはずが、貴方はワタシを心の支えにし、ワタシは貴方を通して世界を見ていた。──志津香は言いました。ワタシたちは友であったと。しかし、そうでしょうか。

志津香：ラハブさん……、何を言いますの？

ラハブ：我われ々われは今まで友などではなかった、ということですよ。少なくともこんな歪ゆがんだ友情を、ワタシの創そう造ぞう主しゆが望んでいたわけではない。──だから（瑠璃を見る）。

瑠璃：な、に？

ラハブ：ルリ、誰だれかを頼たよるだけでなく、自分の足で立ち上がりなさい。貴方はもうそれができるはずだ。自分では気がついていないかもしれませんが。

瑠璃：え──？

ラハブ：こんなことを言うのは最初で最後です。最後くらい──せめて友人らしく。




　気がつけば、少年の姿はほぼすべてが白い炎に吞まれていた。




ラハブ：ふう、言いたいことを言いました。一度ずばーっとぶちまけてみたかったのですよ。

志津香：あなたは、たったそれだけのために東雲の誘さそいを断ことわったのですか……！

ラハブ：ええ。こんなものに縁えんを歪められたまま、終われませんでしたから。

瑠璃：待て、ラハブ！

ラハブ：では、いく健すこやかに。ルリ。

ＧＭ：…………その一言を最後にラハブの姿が完全に白い炎に吞まれる。

志津香：瑠璃さん！

瑠璃：志津香さん……、ラハブは自分の友だったのだろうか。

志津香：わたくしにはそう見えておりましたわ。

瑠璃：でも、ラハブはそれを否ひ定ていした。自分も……何かがおかしいと思う。

志津香：それは……。

ハウント：確たしかに、キミたちは普ふ通つうの意味で友人とは言えぬかもしれない。だが、こうは言えるのではないか？　キミたちは確かに──




「戦友であったと」

　どちらがどちらを支ささえるわけでもない。肩を並ならべて、背せ中なかを預あずけて戦う間あいだ柄がら。

　戦場にありて、唯ゆい一いつ信しん頼らいのおける相手。




瑠璃：──っ！

ハウント：決心は固まったかね？　今のラハブを助けるには手段はひとつだけだ。

ＧＭ：そうだね。ジャーム化しきる今ならば、まだ助けられる。

瑠璃：──少しよう佐さ、志津香さん、聖杯を個こ人じんのために使うことを許ゆるして欲ほしい。

ハウント：ソレはキミのものであり、ナイトフォールはキミが隊長だ。好きにしたまえ。

志津香：むしろわたくしはそれをずっと望んでおりましたわ。

瑠璃：ありがとう。……そう言って自分は左ひだり胸むねに手を当てる。




　瑠璃の身体に鼓こ動どうは無い。

　心しん臓ぞうに響ひびいているのは聖杯の音。カルディナが遺のこした最後の〝音〟。

　それを──ゆっくりと引き出すように意識を集中する。




瑠璃：閉とじていた目を開き、自分の中から聖杯を取り出す。

ＧＭ：澄すんだ音を響ひびかせ、聖杯が顕けん現げんする。滅亡の炎にすら侵されない、聖せいなる杯さかずきが。

瑠璃：──聖杯よ。我が魂たましいをもって滅亡の炎を今ひとたび束そく縛ばくせよ。

ハウント：かのソロモン王が行ったように、か。

瑠璃：（うなずいて）──かのもの、破は壊かい者しやにあらず。かのもの、我が戦友なり！　ラハブ・アブド＝アルマリクを今ここに！

ＧＭ：瑠璃の言葉に応おうじ、聖杯の音が響き、輝きが満ちる。

志津香：これが聖杯……。

ＧＭ：その音が、その輝きが、白い炎を縮ちぢめていき、再ふたたび少年の姿を形作ってゆく。……だがその代だい償しようとして瑠璃の心から何かが欠けてゆく。……タイタスをひとつ昇華してね。

瑠璃：鳴神先せん輩ぱいのタイタスを使う。でもどこか穏おだやかな心持ちだ。

志津香：少しだけでも、執しゆう着ちやくが消えた……ということですか？

ハウント：ラハブの言葉が功を奏そうしたか。

瑠璃：自分でもわからない。まだナイトフォールのみんなにこだわっている自分もいる。でも……少しだけ軽くなった気はする。

ＧＭ：そして聖杯が収おさまると同時に、ラハブが姿を取とり戻もどす。聖杯は音も無く瑠璃の中に。

瑠璃：……ラハブ。

ラハブ：…………やれやれ、またこの姿ですか。成人の美男にしてもよかったのに。

瑠璃：（笑いながら）いきなり不満？

ラハブ：新しい姿を少し楽しみにしていたんですがねえ。

瑠璃：自分の隣となりにいるラハブはこの姿だから。……お帰り、ラハブ。

ラハブ：ただいま。ありがとう、我が戦友よ。

瑠璃：もうラハブは魔人じゃない。でもあえて今、三つ目の願いを言う。──ラハブ、共に戦って欲しい。このナイトフォールで。




　瑠璃は拳こぶしをそっと突つき出だす。




ラハブ：無む論ろんです。……それはワタシの願いでもありますから。




　ラハブは拳に拳を合わせた。

　契約に縛られたものではなく、歪んだ依い存そんでもない。

　ただ共にあるために、今再びの約束を。
















志津香：は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、やっと、やっと元の通りになりましたわ！　長かった！

ハウント：同じくだ。結果としては悪くない線に落ち着いたがな。さてこれで一件落着…………、とはいかないな。と、イザベラの方を見る。

ＧＭ：「ハウント、様……」となんとか声を返すイザベラ。一連の流れにショックを受けているのが見え見えだ。……ラハブと瑠璃のやりとりも、聖杯の起動も、邪じや魔まをするタイミングがあったが、彼かの女じよは動けなかった。

ラハブ：人間とレネゲイドビーイングの在り方に、彼女も悩なやんでいたからですね。

志津香：結果を見たがってしまったのですね、イザベラさんは。

ＧＭ：そういうこと。「友になど、なれるはずが……」と言葉をこぼす。

ラハブ：イザベラ、我々は人間とは違ちがう存在です。対等にはなり得ない。

ＧＭ：「…………」

ラハブ：ですが、人の中には友であることを望むものもいるようです。……貴方にもいるのではないですか？　そういうものが。

ＧＭ：イザベラは瞬間だけハウントを見るが、すぐに目を伏ふせる。「私には──」

ハウント：──イザベラ、ここで退け。ラハブはもうあの姿に戻もどることはない。

ＧＭ：「ぐ……っ！」イザベラは拳を握にぎり、わずかなためらいを見せる。だがその時、塔に声が響く。「退たい却きやくは許ゆるさぬ。イザベラ」

ハウント：レオンハルトか……。

ＧＭ：そう。「騎士団に仕える妖よう精せいよ。最後の命令だ。──バベルを暴ぼう走そうさせよ」

志津香：そう来ますの!?

ＧＭ：同時にイザベラは躊ちゆう躇ちよ無く左腕を切り落とし、バベルへと突つき立たてた。

ハウント：イザベラ！

ＧＭ：「命令です、ハウント様。私はそれを実行するのみ」バベル全体が揺ゆれ始める。床が盛もり上あがり、天てん井じようが歪ゆがみ、左腕を突き立てた場所に現あらわれるのは巨大な鐘しよう楼ろう。

瑠璃：バベルの鐘……。

ラハブ：一時退しりぞけたとは言え、まだ力は残していますか。

ＧＭ：「崩くずれるまでに、あなた方の精せい神しんを破壊することはできましょう。……私が時間を稼かせげば」イザベラは戦せん闘とう形けい態たいに変わる。巨大な甲かつ冑ちゆうが鐘しよう楼ろうを護まもるように立つ。

ハウント：愚おろかな……。だが命令には逆さからえぬか。

志津香：やりにくい相手ですわね……。

瑠璃：でも倒たおさなければならない。自分たちはここで朽くち果はてるわけにはいかない。

ラハブ：ようやく己おのれを知ったところですからね。すぐに消しよう滅めつなどゴメンです。……だがしかし、ルリ。ひとつお願いがあります。

瑠璃：なに？

ラハブ：できればあの妖精を、イザベラを助けたいのです。彼女もまた人と伝説の狭はざ間まで苦しんでいる存在。そのくびきから解とき放はなってあげたい。

瑠璃：──彼女は信用できる？

ラハブ：ええ、ワタシが見た限かぎり。

瑠璃：わかった。ラハブを信用する。──じゃあ、みんな。




　目を見開き、瑠璃は叫さけぶ。

「暴走する遺産を破壊する。──目標、バベル！」

「応っ！」

　三人の声が唱和し、戦いが始まった。




ＧＭ：では改めて戦闘だ！　敵てきはイザベラとバベル！

志津香：やはり別キャラクターですのね。

ラハブ：あくまでもＥロイスを使うのはバベル、というスタンスを貫つらぬくわけですか。

ＧＭ：そういうこと。ただしバベルを使っているのはイザベラなので、この戦闘はイザベラのＨＰが０になったら終しゆう了りようする。

ハウント：ふむ……。

ＧＭ：暴走の始まったバベルからは、例の割われ鐘がねのような音が狂くるったように鳴り始める。心を砕くだかれるような音が。……ここで衝動判定をしてもらおう。目もく標ひよう値ちは９だ。

一同：（ダイスを振る）

ラハブ：あ、そういえばワタシのダイス３個こ増ぞう加かはどうなっているのですか？

ＧＭ：アレは滅亡の炎の力だったわけだから、聖杯で再さい封ふう印いんした時点で無くなったよ。

ラハブ：…………。

瑠璃：ラハブ？

ラハブ：ルリ、やはりワタシは炎のままでいるのがよさそうです（笑）。

瑠璃：ちょっと！（笑）

ラハブ：冗じよう談だんです（笑）。

ＧＭ：衝動判定は全員成功ね？　ではラウンド進行に入ろう！




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まず行動値を確かく認にんしておこうか。こちらはバベルが22、イザベラが15。

瑠璃：速いな……。でもまずは全力で攻せめよう。

一同：了解。

ＧＭ：ではセットアップだ。バベルがアイテム、〝バベルの鐘〟を使用する。

ラハブ：ほう、アイテム。どのような効果なのですか？

ＧＭ：順番に説明するね。まずこの効果でバベルが行動済ずみになる。

ハウント：……行動放ほう棄きか。その分の効果は大きそうだな。

ＧＭ：そしてバベルはこのラウンドの最後にＥロイス《破は壊かい神しん顕けん現げん》を使用する。これを阻そ止しするには使用までにバベルに30点のダメージを与あたえなければならない。

志津香：うっ！　あらゆるものを破壊するＥロイス！　何を破壊するのです？

ＧＭ：ここにいるキャラクター全員のロイスひとつ。もちろんイザベラも含むよ。

一同：!?

ＧＭ：《砕くだかれし絆きずな》の拡かく大だい版ばんだ。対象を拡大する分、阻止条じよう件けんが付いているわけだね。

ラハブ：まさしく暴走しているわけですねぇ。

瑠璃：またロイスが無くなるなんて冗談じゃない。

ＧＭ：精神を破壊する音が鳴なり響ひびく感じかな。……ではＰＣのセットアッププロセス行動だ。

ラハブ：《原初の黄：加速装そう置ち》！　これで行こう動どう値ちを27まで上昇させます。

瑠璃：自分は《フルパワーアタック》。火力を上げておく。

ＧＭ：ではラハブの行動──なのだが、ここで割わり込こみをさせてもらおう。

ラハブ：来ましたね。

ＧＭ：イザベラの盾たてからアームが現れ……志津香を引ひき寄よせる。《マグネットムーブ》だ。

志津香：えっ、わたくしですの!?

瑠璃：志津香さんを引き寄せる？　……読めないな、意図が。

ハウント：今考えても意味はあるまい。まずはやることをやるだけだ。

ラハブ：然り。では全力で立ち向かいましょう！　マイナーアクションで《オリジン：レジェンド》＋《光こう芒ぼうの疾しつ走そう》＋《炎ほのおの加か護ご》。イフリート形態に戻もどりながら敵エンゲージへ。

ＧＭ：来るか。イザベラがぐっと腰こしを落として待ち受ける。

ラハブ：《災さい厄やくの炎》＋《プラズマカノン》その他、すべて組み合わせて攻こう撃げき！　そしてエアダイスが３個増ふえる！　……だが気のせいだった！（笑）

ＧＭ：しつこいな！（笑）

ラハブ：夢は見たいんですよ！（笑）　ダイスは８個！

ＧＭ：ラハブが飛とび込こんできたところにイザベラが「バベル、光を」とつぶやく。バベルが《フラッシュゲイズ》と《ミスディレクション》を使用だ。ダイス６個減へらして、攻撃の対象を単体にしてくれ。

ラハブ：ぐう、いろいろと使ってくれますね！　結果ダイス２個ですか。ですがワタシの固こ定てい値ちは高い。…………おお、達成値50！　２個でよくここまで！

ＧＭ：うお！　計算外だ！　バベルはリアクションできない仕様なので、イザベラが《砂すなの加護》でカバーリングする！

ラハブ：やはり護まもりに来ますか。……66点装そう甲こう無む視しです！

ＧＭ：「ぐっ！」炎を振ふり払はらうイザベラ。

ラハブ：どこまでも自分の使命に忠ちゆう実じつですね、貴方は。

ＧＭ：「それが──私の生き方です。それしかできないのです」

ラハブ：そう思っているのは貴方だけかもしれませんよ。

ＧＭ：「…………」無言のまま、イザベラは攻こう撃げき態たい勢せいを改めて整ととのえる。こちらの手番、まずはマイナーアクション。《インフィニティウェポン》＋《シールドクリエイト》＋《アーマークリエイト》。巨大な甲冑がその色を取り戻す。

ハウント：防ぼう御ぎよに優すぐれた妖精、遺産の護り手スプリガン。本ほん領りよう発はつ揮きか。

ＧＭ：騎士団ではルーク……つまり城じよう塞さいを意味するクラスを与あたえられている。そしてメジャーアクション。《スプリットアタック》＋《ペネトレイト》＋《スタンボルト》その他！　雷いかずちを纏まとった剣けんを振ふりかぶり、ラハブと志津香に振ふり下おろす！

志津香：来たっ！

ＧＭ：……ダイス目22で技ぎ能のうが12！　真面目なキャラだから技能は高いよ。達成値34！

ラハブ：その律りち儀ぎさは感心しますよ。……回かい避ひ失敗。

志津香：わたくしもダメですわ。なので《マグネットフォース》でラハブさんをカバーいたします！

ラハブ：ありがたい。タイタスをさっきひとつ使った分、厳きびしいのです。

ＧＭ：では38点装甲無視だ。

志津香：《リザレクト》ですわ。これで侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％を超こえました。

ハウント：さて、次は私の手番だが──。

志津香：少佐、待機していただけますか？　このままだとバベルには攻撃がいきません。

ハウント：（考えて）なるほど、そうだな。

ＧＭ：うん、志津香を《マグネットムーブ》で引ひき寄よせた意味はわかったかな？

志津香：（苦い顔で）ええ、イヤと言うほど。

ＧＭ：イザベラはカバーリング能のう力りよくを持っているから、このエンゲージに居続ければバベルに攻撃は当たらない。唯ゆい一いつの対たい抗こう策さくは志津香の《マグネットムーブ》だが……。

志津香：エンゲージ外に出なければ、引き寄せる意味が無い──イヤらしい手しゆ段だんですわね。

ＧＭ：そりゃあ、キミたちのデータは騎士団がきちんと集めているからね。

ラハブ：対抗策も研究されているわけですか。

瑠璃：相手にしてみれば当然だ。──それでも、敵は倒たおす。

志津香：ええ、まずはわたくしに任まかせてくださいまし。……わたくしの手番はメジャーアクションで離り脱だつ。それで終了です。

ＧＭ：うん、そう来るよね。そして瑠璃の手番の前に──。

志津香：割わり込こんで《マグネットムーブ》を使いますわ。

ＧＭ：そうなるよな。……じゃあ同じタイミングでバベルが《加速する刻ときⅡ》を使用する！　同じ割り込みだけど、バベルの方が行動値が高いからこっちが先に行動だね。

ラハブ：何をするのですか？

ＧＭ：《癒いやしの水》を使ってイザベラのＨＰを回かい復ふくする。

一同：げえええええええええっ！

ラハブ：また、厄やつ介かいな……。

ハウント：バベルさえいればこちらは壊かい滅めつするからな。護り手を回復するのは理解はできる。

ＧＭ：バベルの音がイザベラの欠けた甲冑を修しゆう復ふくしていく。……44点回復だ。

志津香：くっ。改めて《マグネットムーブ》ですわ。一星展開、引力発生！　イザベラをこちらに！　……瑠璃さん、今です！

瑠璃：任せて！　マイナーで《完かん全ぜん獣じゆう化か》＋《ハンティングスタイル》。走りながら銀ぎん狼ろうの姿に変化！　バベルに接せつ敵てき！

ＧＭ：「来ますか、強羅瑠璃──」

瑠璃：バベルの塔はこの場の全員──あなたも破壊する。それを承知でアレを護るのか。

ＧＭ：「無む論ろん、それが使命です」

瑠璃：仕方がない。ならばその使命ごと、自分はバベルを破壊する！　メジャーアクションでバベルを攻撃！　《獣けものの力》＋《浸しん透とう撃げき》＋《コンセントレイト：キュマイラ》！　ダイス19個で達成値は52！

ＧＭ：すさまじいな……！　ここは切きり札ふだを全部使おう！　イザベラが「させぬと言いました！」と言って《砂の加護》＋《砂の祝福》で遠えん距きよ離りカバーリング！

ラハブ：やはりそれを持っていましたか。

ＧＭ：シーン１回だけの切り札だけどね。そしてもうひとつのシーン１回エフェクト、《電でん磁じ障しよう壁へき》も使用する。

瑠璃：その上から打うち抜ぬく！　ダメージ83点！

ハウント：なんだそのダメージは（笑）。

志津香：我々の倍近いですわね（笑）。

ＧＭ：うおおお、使っておいてよかった《電磁障壁》！　雷を纏まとった盾たてで攻撃を受け止める……よし、いい出目だ！　56点防御して27点ダメージ！

瑠璃：半はん減げん以下……！　なんという防ぼう御ぎよ力りよく！

ハウント：そして待機していた私の手番か。ここで30点が必要なのだな？

瑠璃：少佐、お願いします！

ハウント：……ぐ、よりによって達成値が12。ならば《妖よう精せいの手》だ！　改めて達成値35！　さらに《勝利の女神》で50に！

志津香：おおお、少佐のダイスコントロール能力が火を噴ふいてる！

ハウント：バベルの鐘など、鳴らすものか。……39点！

ＧＭ：装甲が５点なので34点ダメージ。ちっ、このラウンドのＥロイスは消えた。

一同：あぶねえええええええええええ。

ＧＭ：そしてクリンナップだが……、アイテムの効果でバベルのＨＰが50点回復する。

ラハブ：なんと!?

志津香：50点!?　これは……バベルを倒たおせますの？

瑠璃：いや、これはイザベラに火力を集中させた方がいいってことだろう。ＨＰ回復をしていることも含ふくめて考えると、あっちの方がＨＰが少ない気がする。

ハウント：なるほど。メインの敵をイザベラにしつつ、バベルを無視させない作戦か。……相変わらずよく考えているな、ＧＭは。

ＧＭ：お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく（笑）。では次のラウンドに行こう。




◆第２ラウンド
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ＧＭ：ではセットアップだけれど──前のラウンドと同じかな？

一同：（うなずく）

ＧＭ：こちらも同じだ。バベルもね。

瑠璃：30点必要か……。

ラハブ：さて、誰だれがどちらに攻撃しますか？　イザベラか、バベルか。

志津香：わたくしは自然にイザベラさんですわね。バベルには届きません。

瑠璃：イザベラのガード能力を考えると、自分はイザベラの方がいいな。

ハウント：私だと30点を超こえない可か能のう性せいがあるな。バベルは危き険けんだ。

ラハブ：だとするとワタシがバベルですね。……イザベラのことは頼たのみましたよ、ルリ。

瑠璃：任まかせて。

ラハブ：30点でＯＫならば、ギリギリの攻撃をバベルに当てましょう。マイナーで《炎の加護》、メジャーで《災さい厄やくの炎ほのお》＋《プラズマカノン》だけ。……達成値は19。

ＧＭ：固定値できちんと与あたえられる構こう成せいか。回避はできないので命中だ。

ラハブ：侵蝕率が厳きびしいのですよ。ダメージは37点。

ＧＭ：仕方が無い、これでこのラウンドはＥロイスは使用できない。

ラハブ：よし。混沌の鐘はそこでたたずんでいればいいのです。

ＧＭ：「く……」イザベラはその場で剣を横に構かまえる。そのまま剣の刀身が伸のびていき──、《ギガノトランス》を使用！　さっきのコンボに組み合わせてシーン全体を狙ねらう！

ハウント：来たか。

志津香：ここで止めますわ！　《時の棺ひつぎ》！　七星崩ほう壊かい！　生み出した星すべてをぶつけ、重力の渦うずを作り出してその剣を折ります！

ＧＭ：拮きつ抗こうする重力渦と大たい剣けん。しばしのせめぎ合いの後、大剣が音をたてて砕くだけ散ちる。……判定は失敗だ。イザベラは剣を元の長さに再さい構こう成せいする。

志津香：そう簡かん単たんに攻撃ができると思わないでくださいませ。

ハウント：次は私の手番だが、待機を宣せん言げんする。イザベラのガード能力を貫くことは難むずかしい。

志津香：ではイザベラさんに攻撃。奥おく歯ばを嚙かみしめ、再さい度ど星を生み出してハンマーを加速させます。《巨きよ人じんの斧おの》＋《バリアクラッカー》その他で攻撃！　ガード不ふ可かですわ！

ＧＭ：その攻撃が一番厳しい！　バベルが《フラッシュゲイズ》だ！

志津香：やっぱりこっちに来ますのね。ダイスが６個減へって、５個！　ううう。

ＧＭ：このチームはダイス数に難なんがあるよなあ。

志津香：そこは後々カバーですわ！　う、達成値17……。

ハウント：《妖精の手》だ！　悪あく霊りようを取とり憑つかせて行動させる！

志津香：ありがとうございます少佐！　達成値32！

ＧＭ：ガード無む効こうか。ならば避よけるしか無いが……24！　失敗。

志津香：よ、よかった……。少佐のサポートがあって本当によかった。では五星展開。相手を封ふうじ込こめてたたき落としますわ！　54点、装甲値無視ダメージ！

ＧＭ：当たると痛いたいな！　だが《電でん磁じ反はん応のう装そう甲こう》！　二回使って40点軽けい減げん！

志津香：か、堅かたい！

ハウント：城じよう塞さいのエージェントに偽いつわり無しか。

瑠璃：でもじわじわと追おい詰つめている。次は自分──。

ＧＭ：その前にバベルが《加速する刻Ⅱ》、イザベラが《加速する刻》で割わり込こむ！

瑠璃：二連続割り込み！

ラハブ：また回復ですか？

ＧＭ：いや、ここは攻撃を敢かん行こうする。《絶対の恐きよう怖ふ》＋《風の渡わたし手》その他！　対象は全員だ！　バベルの鐘の音を聞け！　……達成値46！

一同：回避失敗！

志津香：しまった！　このタイミングだと誰もかばえませんわ！

ＧＭ：それを狙ねらったんだ。ダメージは32点！

瑠璃：なんとかＨＰ５点で残った！

ラハブ：ワタシはダメですね。……インのロイスをタイタスにして、昇華しましょう。ワタシはすでに貴方とは違う生き方を選びました。

志津香：わたくしはバベルへのロイスをタイタスにして昇しよう華かしますわ。

ハウント：私はここで《ラストアクション》だ。Ｄロイス復ふく讐しゆう者しやを使用！　達成値は26！

ＧＭ：こちらはガードを宣せん言げん。盾を構かまえて受け止める。

志津香：押し込み時ですわね。ここでアージエフェクト《暴食の魔王》を使いますわ！　三星連結！　少佐の弾丸をわたくしの〝星〟でさらに加速させます！　ダメージに３Ｄ追加してくださいませ！

ハウント：ありがたい。……よし、75点ダメージ！

ＧＭ：でかい!?　くっ、最後の《電磁反応装甲》！　20点ダメージまで止めたぞ！

ハウント：相変わらずの性せい能のうだな、イザベラ。昔といささかの違ちがいもない。

ＧＭ：「……この盾をあなたに向けることを、お許しください」

ハウント：お前はお前の使命があり、それに従したがっているだけだ。今の私はハウント、ナイトフォールの一員。お前に傅かしずかれる道理はない。それに──。

ＧＭ：「それに？」

ハウント：お前がいかに盾をかざしたとて、私はそれを貫つらぬく。その向こうにヤツがいる限り。……レオンハルトへのタイタスを使用して立ち上がる。

ＧＭ：「それでも、私は騎士団に仕えるものです」イザベラは剣を構える。再び剣がその長さを増ましてゆく。「盾で止められぬならば、剣をもって討うちましょう！」１ラウンド目のコンボに《ワールドデストラクション》を使って射しや程ていを伸のばす！

志津香：そんな手段が！

ＧＭ：狙うのはハウント、ラハブ、瑠璃の三人だ。志津香にカバーさせないタイミングで連続攻撃をしかける！　……達成値は33！

ラハブ：これはまずいですね。そろそろ侵蝕率的に攻撃を受けられません。

瑠璃：ラハブが倒たおれると先手が打てなくなる……！

ハウント：ならば私が対たい応おうする。《束そく縛ばくの領りよう域いき》を使用！　仮か面めんの下の眼めがイザベラを睨にらみ付つけ、悪霊がその動きを止める！

志津香：少佐！

ハウント：《勝利の女神》を使用して、達成値は31。そこに〝スナッチャー〟のタイタスを昇華してさらに上げる！　達成値は36だ！

一同：おおおおおおおおっ！




　眼に見えぬ悪霊がハウントの体を飛び出し、甲冑を束縛する。

　イザベラは力ちから任まかせに逃のがれようとするが、敵わない。




ハウント：瑠璃、ラハブ。後は頼たのむ。──イザベラを止めてくれ。

瑠璃：分かりました。《ハンティングスタイル》を使ってイザベラにエンゲージ。そのまま全力で攻撃。……達成値61。

ＧＭ：ガードをするしかない。だが──。

瑠璃：ダメージ94点！　甲冑の胴どう体たいから肩にかけて牙きばで切きり裂さく！

ＧＭ：耐たえられるダメージじゃない！　《イモータルブラッド》！　ＨＰ８点で復活！

ラハブ：──それでもなお立つか。主を持っていた身として、貴方を本当に尊そん敬けいしますよ。




◆第３ラウンド
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ＧＭ：３ラウンド目、まずはセットアップからだ。

ラハブ：《加速装置》。ワタシで終わらせます。

ＧＭ：こちらは割り込みする手段も残っていない。……ラハブの手番だ。

ラハブ：マイナーで《炎の加護》＋《光こう芒ぼうの疾しつ走そう》。メジャーアクションで《災厄の炎》＋《プラズマカノン》その他。……行きますよ。

ＧＭ：「バベル！」最後まで抵抗はする。バベルに《フラッシュゲイズ》を使わせた。

ラハブ：受けて立ちましょう。…………それでも達成値44。ダメージは53点です。

ＧＭ：だめか──。それでイザベラのＨＰは０になる。

ラハブ：ではワタシは体を炎の線と化し、咆ほう吼こうと共にイザベラへと突とつ撃げきします。




　魔人と甲冑が、炎と鋼はがねが交こう錯さくする。

　着地したのは双そう方ほう同時。だが、瞬間遅おくれてイザベラが膝ひざをつく。

「これで終わりです、イザベラ。貴方を縛しばるものはもうありません」

　赤い炎が、イザベラを包んでいた甲冑を破壊した。




ＧＭ：これで戦闘は終了だ。甲冑から投げ出され、イザベラは床ゆかに倒たおれ伏ふす。

瑠璃：バベルは？

ＧＭ：まだ暴走はしている。けれど、操り手を失った今、簡単に破壊できるよ。

瑠璃：ならば、牙をもって鐘楼を破壊する。

ＧＭ：了解。鐘が壊こわれると同時に、鳴なり響ひびいていた不ふ快かいな音は消え去る。……そして鐘楼そのものも消え、残ったのは瑠璃の左腕だ。

志津香：おお……。

瑠璃：静かに触ふれる。

ＧＭ：──すると左腕は光に戻り、瑠璃の中へと吸きゆう収しゆうされる。そして同じく左腕として再構成。元の肉体を取とり戻もどしたことが瑠璃にはわかるよ。

ラハブ：これで二つ目、ですか。

志津香：まだ先は長そうですわね……。

ハウント：……瑠璃、イザベラの契けい約やくを解とくつもりか？

瑠璃：ラハブの頼みですので。……少佐は何か思うところが？

ハウント：いや、自分も同じことを頼みたかっただけだ。……彼女は契約により縛しばられ、騎士団に仕えている。このまま騎士団に戻もどせば、また捨すて駒ごまにされる。それを避さけたい。

志津香：この方は少佐の……？

ハウント：旧ふるいなじみだ。……家族のような。




　その言葉には、かすかな郷きよう愁しゆうが込こめられていた。どこか寂さびしく、そして温かい。




瑠璃：わかりました。（ＧＭに）バベルに命令することは？

ＧＭ：もちろん可か能のうだよ。瑠璃の左腕にはまだバベルとの契約の紋もん様ようが残っている。

瑠璃：では──妖精イザベラのくびきを外し、自由に。

ＧＭ：紋様が動き、かすかにあの割れ鐘のような音が鳴る。そして瑠璃の目には、イザベラを縛っていた何かがパキンと割われるのが見えたよ。

瑠璃：よし。

ハウント：感かん謝しやする。

ＧＭ：それで最後の力を使い果たしたのか、バベルの振しん動どうはさらに激はげしくなる。程ほどなくしてこの塔とうは崩くずれ去さるだろう。そして瑠璃の左手の紋様も消えてゆく。

ラハブ：かくて混こん沌とんの塔は再び落ちん、か。

ハウント：神の手ではなく、我らの手でな。

瑠璃：さあ、脱だつ出しゆつだ！

志津香：退たい路ろは任せてください。《ディメンジョンゲート》を使いますわ。

ハウント：イザベラも連れていこう。

ラハブ：…………。




　志津香の星が漆しつ黒こくのゲートを構成する。

　次々と門をくぐる仲間を目で追い、瑠璃はふと振ふり向むいた。

　ラハブ……炎の魔人が広間の一角を見ている。そこは彼が旧き自分と決別した場所だ。




瑠璃：……ラハブ。

ラハブ：呼よばれると振り向き、そして何も言わずに瑠璃の横に並ならびましょう。

瑠璃：帰ろう。

ラハブ：ええ。




　そして、少女と魔人はその場を後にした。





《マグネットムーブ》　電磁力で相手を引き寄せるブラックドッグのエフェクト。

《災厄の炎》　自身の周囲に炎をばらまくサラマンダーのエフェクト。

《プラズマカノン》　プラズマ化するほどの火球を生み出すサラマンダーのエフェクト。

《フラッシュゲイズ》　閃光で相手の行動を阻害するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ミスディレクション》　幻影で攻撃を阻害するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《砂の加護》　砂を操作し、自分に攻撃を引き寄せるモルフェウスのエフェクト。

《インフィニティウェポン》＋《シールドクリエイト》＋《アーマークリエイト》　武器、盾、甲冑を作るモルフェウスのエフェクト。

《スプリットアタック》　武器を分裂させ、複数に攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《ペネトレイト》　武器を鋭くさせ、装甲を貫くモルフェウスのエフェクト。

《スタンボルト》　電撃を纏わせ、相手を放心させるブラックドッグのエフェクト。

《マグネットフォース》　電磁力で自分に攻撃を引き寄せるブラックドッグのエフェクト。

《ハンティングスタイル》　移動しながら変身するキュマイラのエフェクト。

《浸透撃》　攻撃の波を操作し、相手の装甲を無視するハヌマーンのエフェクト。

《砂の祝福》　遠距離から攻撃を引き寄せるモルフェウスのエフェクト。

《電磁障壁》　電磁力で攻撃をはじくブラックドッグのエフェクト。

《勝利の女神》　とっさのフォローで行動の成功率を上げるノイマンのエフェクト。

《ギガノトランス》　武器を超巨大化させ、広範囲に攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《時の棺》　時間停止現象を起こし、攻撃を失敗させるバロールのエフェクト。

《巨人の斧》　武器の質量を増やし、攻撃力を上げるバロールのエフェクト。

《バリアクラッカー》　電磁力で防御を貫くブラックドッグのエフェクト。

《電磁反応装甲》　攻撃に反応して炸裂する装甲を装備するブラックドッグのエフェクト。

《絶対の恐怖》　恐怖を喚起する化学物質を生成するソラリスのエフェクト。

《風の渡し手》　音の波を広範囲に届けるハヌマーンのエフェクト。

《ラストアクション》　死の間際に行動するノイマンのエフェクト。












　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




ＧＭ：さて、バックトラックのお時間ですよー。Ｅロイスの数は４個こでした。

ハウント：直ちよく接せつ戦力を削そがれたわけではないが、苦労したな……。

志津香：ロイス操そう作さは恐おそろしいですわね。

瑠璃：いや、ホントに大変だった……。

ＧＭ：はっはっは、でも後半からプレイヤーがシナリオにガンガン介かい入にゆうしてくれたので、本当に面白かった。ロイス操作故ゆえかな。

ラハブ：かもしれませんねぇ。ワタシも久ひさ々びさにこれだけ深くキャラクターに入りましたよ。

ＧＭ：うん、最後のイベントはかっこよかった。……さて、みんな処しよ理りを行なってもらおう。

瑠璃：…………よし、無事に戻もどってきた！　96％だから結けつ構こうギリギリだったけど。

志津香：わたくしも問題無しですわ。

ハウント：88％だ。余よ裕ゆうだと言えるだろう。

ラハブ：ワタシも問題無く。ちょっとひやっとしましたが。

ＧＭ：よし、みんな生せい還かんおめでとう。というわけでエンディングフェイズに入ろう。

一同：はーい。







◆Ending01◆誓ちかいの言葉

Scene Player ─── ハウント




「う……」

　小さなうめき声と共にイザベラが目を覚ます。

　バベルの塔とう付近に展てん開かいしていたＵＧＮの陣じん地ち、そのテントのひとつ。起きた妖よう精せいを待つのはかつての主、シーザー・キャラハン──今の名をハウント。

　仮か面めんで顔を隠かくした男は、射い貫ぬくような視し線せんで口を開いた。




ＧＭ：ではエンディング最初のシーン。……ハウントから。

ハウント：ではイザベラと話をさせてもらおう。

ＧＭ：それならＵＧＮのテントとかで、彼かの女じよが目覚めるところからスタートしようか。

ハウント：了りよう解かいだ。では、……起きたか、と声をかける。

ＧＭ：「わたし、は……」

ハウント：イザベラ、お前は敗北した。ここはＵＧＮのテント。バベルの塔は消え去った。

ＧＭ：「そうでしたか……」呆ぼう然ぜんとイザベラはつぶやく。

ハウント：──イザベラ。今までよく仕つかえてくれた。だがもうその必要は無い。

ＧＭ：「それは──？」

ハウント：バベルを使い、お前とキャラハン家の契けい約やくを切った。お前もわかるだろう。もうスプリガンの一族はキャラハン家に仕える必要は無いのだ。

ＧＭ：「っ！」思わず自分の胸むねに手を当てて、何かを確かく認にんするイザベラ。その青くなる表ひよう情じようが事じ態たいの理り解かいを示しめしている。

ハウント：（わずかにため息をついて）もともと、お前の契約はすでに破綻していたのだ。

ＧＭ：「どういう、意味でしょうか……」

ハウント：キャラハン家はもはや存そん在ざいしない。弟が……レオンハルトが我われ々われを裏うら切ぎった時から、お前の仕えるべき家は無くなっていた。今のキャラハン家は名前だけの抜ぬけ殻がらだ。

ＧＭ：「ですが……」

ハウント：今までの尽じん力りよくに感かん謝しやする、イザベラ。……お前は自由だ。




　解かい放ほうの宣せん告こく。

　だが赤毛の妖精は、死し刑けいを言いい渡わたされたかのようにうつむくのみ。




ＧＭ：絞しぼり出だすようにイザベラは言う。「私わたしは──自由というものがわかりません」

ハウント：…………。

ＧＭ：「これからどうすればよいのか……」

ハウント：本当にそう思っているか？

ＧＭ：「え……？」

ハウント：私にはお前が使命を果たすだけの存在には見えない。お前には望みがあるはずだ。……ラハブもそう思ったから、お前を助けるよう強羅瑠璃に願い出たのだろう。

ＧＭ：「ラハブ、様が……」

ハウント：お前には時間がある。よく考え、そして決めるがいい。……お前まで沈しずむ船に残って、巻まき添ぞえになることは無い。

ＧＭ：「…………ハウント様は」

ハウント：なんだ？

ＧＭ：「ハウント様はなぜ、私を助けたのですか？」

ハウント：──お前が、家族だからだ。

ＧＭ：「家族……？」

ハウント：私が憎にくんでいるのはレオンハルトと、そして一族を裏切ったものたちだけだ。お前は利用されただけ。助けられるのであれば、助けたかった。

ＧＭ：「シーザー様……」

ハウント：その名で呼よぶな。シーザー・キャラハンはもういない。




　しばしの間、場に言葉はなかった。

　思案の後にイザベラが顔を上げる。




ＧＭ：「一度、イギリスに戻もどります。一族のものへの報ほう告こくもありますので」

ハウント：そうか。

ＧＭ：「そして──その後、ハウント様のもとへ戻ります」

ハウント：なにを言う。もうキャラハン家は無いと──。

ＧＭ：「はい、ですから私の意い志しでおそばに控ひかえさせていただきたく」

ハウント：お前も復ふく讐しゆうにつきあうと言うのか？　何を馬ば鹿かな。

ＧＭ：「確たしかに私はハウント様の道を歩むことはできません。ですが──ハウント様は私を〝家族〟とおっしゃいました。家族とは帰る家を同じくするもの。キャラハン家は無くなりましたが、せめてその家を護まもらせてくださいませ」

ハウント：…………。

ＧＭ：「それに──」

ハウント：なんだ？

ＧＭ：「私は知りたいのです。なぜレオンハルト様がキャラハン家を裏切ったのか。あの方が騎き士し団だんをどうするつもりなのか。……そしておふたりの行く末を」

ハウント：む……。

ＧＭ：「おふたりを護ってきたものとして、是非とも」

ハウント：来るなと言ってもか。

ＧＭ：「言われれば下がりましょう。ですが、どうか──」

ハウント：…………。

ＧＭ：……イザベラは両りよう拳こぶしを握にぎり、ハウントの反はん応のうを待つ。

ハウント：ナイトフォールのセーフハウスがある。お前にそこを任まかせるよう、瑠璃に掛かけ合あおう。ただしあくまでも家を護るだけだ。いいな。

ＧＭ：「──っ！　はい！」




「我わが名、誓いの言葉イザベラにおいて御おん身みの宝たからを護りましょう」

　いつか聞いた誓ちかいの言葉に、ハウントは口を歪ゆがめる。これではまるで契約ではないか。

　まだまだこの妖精が自由の意味を知るのは先のことになりそうだ。

　だが──。

　今は彼女の顔に免めんじて何も言うまい。妖精の、その晴れやかな笑顔にハウントは無粋な言葉を吞み込んだ。







◆Ending02◆借りと精せい算さん

Scene Player ─── 志津香




　ＵＧＮ日本支し部ぶの廊ろう下かを志津香は進む。

　奥おく歯ばをかみしめ、拳を握り、前をにらみつけて。今から赴おもむくのは査さ問もんの場──。




ＧＭ：では次のエンディングは志津香。……さて、査問のお時間だよ。

志津香：うわー！　お腹なかいたいですわー！　クライマックスよりもお腹いたいー！（笑）

瑠璃：がんばれ、志津香さん！　組そ織しきの責せき任にんはすべてキミにかかっている（笑）。

ＧＭ：というわけで日本支部に帰ってきた次の日。志津香とテレーズがまた召しよう喚かんされる。

志津香：召喚、召喚ね。うふふ、査問とサモンをかけているのかしら？（笑）

ラハブ：シヅカ……！　もはや正気を失って……！（笑）

瑠璃：ホントにクライマックスよりテンパってる（笑）。

志津香：（咳せき払ばらいして）いや、腹をくくりますわ。査問は同じ面子めんつですの？

ＧＭ：いや、部屋は同じだけど、前よりも人数は減へってるよ。

志津香：え？

ＧＭ：議長がいなくなっている。来るのはアッシュ・レドリックと李り文ぶん龍りゆうだけ。

一同：ストッパーが消えたああああああああああっ！（笑）

志津香：これはもう責せめられるだけですのね……。

ＧＭ：で、テレーズが「連れてきました」というと、ふたりが同時に志津香を見る。
















志津香：ううっ。……ナイトフォール隊員、加賀美志津香。参りましたわ。

ＧＭ：まずはアッシュ・レドリックが口を開く。「バベルの塔は無事消しよう滅めつさせたようだな」

志津香：はい。ラハブ・アブド＝アルマリクもまた、聖せい杯はいによって無事封ふう印いんされました。

ＧＭ：「無事、か」

志津香：…………何か。

ＧＭ：「かの魔ま人じんが滅めつ亡ぼうの炎ほのおとして覚かく醒せいしたという確認は取っている。ともすれば世界の数割が炎に包まれる事態になっていたのだ。それを無事、と称しようすわけだな。貴き様さまは」

志津香：く……。で、ですがラハブさんは生まれ変わりました。いまや滅亡の炎は聖杯にとって最強の守しゆ護ご者しやとなったのです。これを成功と言わずなんと言いましょう。

ＧＭ：「ものは言いようだな。お前はただ結けつ果か論ろんで語っているに過すぎない」

志津香：ううう、怖こわいよう（笑）。

瑠璃：でも志津香さんは正しい。

ハウント：そうだな。志津香くんもアッシュも実は正しい。ただ視し点てんの違ちがいに過ぎない。

ラハブ：しかしどちらも正しいとなると、立場の差としてこちらが不利ですねぇ。

ＧＭ：テレーズも志津香の援えん護ご射しや撃げきしてるけど、アッシュの対たい応おうは同じだね。

志津香：く、説得される気など無いとばかりに……！

ＧＭ：と、その時李文龍が口を開く。「──平行線だな」

志津香：そう、ですわね。

ＧＭ：「ナイトフォール、儂わしは経けい緯いはともかく事じ件けんを解かい決けつしたことは評ひよう価かしておる」

志津香：……ありがとう、ございます。

ＧＭ：「だが、その経緯としてひとつお主らがこちらに借りを作ったのも確か」

志津香：あっ……！

ハウント：ナイトフォールから逃にげるときの話か……。

ラハブ：ああ、アッシュ・レドリックを出しゆつ撃げきさせたことですか。

ＧＭ：文龍はトン、と杖つえをつく。「戦いには戦いで返してもらうとするか」

志津香：何を、させる気ですの？

ＧＭ：「なあに、お主たちにも無関係の話では無い。……白しら鷺さぎ市という街がある」

瑠璃：白鷺市って、もしかして……。

志津香：デイズの舞ぶ台たいですわ……！

ＧＭ：「その街でやっかいなことが起きている。お主たちの前から消えた旧きゆうナイトフォールの面々も、そちらに現あらわれたようだな」

瑠璃：え──？

志津香：知ってますわ。東雲と交戦した。そういうことですわね？

ハウント：志津香くんはどうしてそれを知っている？

志津香：だって、デイズ二巻かんでわたくしが出したイベントですもの！（デイズのＧＭ）

ラハブ：なるほど！（笑）

ＧＭ：文龍はくつくつと笑って言う。「ならば話は早い。白鷺市に行き、とあるオーヴァードの相手をしてもらうとしよう。あの東雲の弟子だという──」




「世界の敵てき、鷺さぎ乃の宮みやキョウとな」




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




瑠璃：これって、デイズとのクロスオーバー!?

ＧＭ：そういうこと！　そろそろやってもいいんじゃ無いかと、加か納のうくんと相談してね！

志津香：デイズ三巻でやることになりました！　その時は是ぜ非ひ協力お願いします！

ラハブ：おおお、デイズに殴なぐり込こみですか！

ハウント：これはまた騒そう々ぞうしくなりそうだ（笑）。







◆Ending03◆そして我わが家やへ

Scene Player ─── 瑠璃




「ただいま」

　当たり前の挨あい拶さつと共に瑠璃は自じ宅たくの扉とびらを開く。その後ろにラハブが続いた。

「──ただいま」

　ぼそりとつぶやく魔人の声に、瑠璃の口元が自然とほころんだ。




ＧＭ：では瑠璃とラハブのエンディング。

瑠璃：家に帰ってくるところ、でＯＫかな？

ラハブ：ええ、問題ありません。

瑠璃：じゃあ、ただいまと言って帰ってくるところから。

ラハブ：ただいま帰りました。……いやあ久ひさしぶりですねぇ、ここも。

瑠璃：数日しか経たっていないでしょうに。

ラハブ：（胸を張はって）その数日でワタシは文字通り生まれ変わったのです。感じ方も違ちがうということですよ。

瑠璃：まあ、そういうことにしてあげる。──ラハブ。

ラハブ：？

瑠璃：おかえり。

ラハブ：ええ、ただいま帰りました。

瑠璃：にっ、と笑って、すぐに自分は机つくえに向かう。

ラハブ：どうしたのです？

瑠璃：報ほう告こく書しよと今回の記録をまとめないと。……いつ忘わすれるかわからないから。

ラハブ：はあ、厄やつ介かいな体たい質しつですねぇ。改めてそう思います。

瑠璃：慣なれたとは言い難がたいけれど、仕方がないことだとは思えてきた。……と言いながら事件の概がい要ようをメモしつつ、音声を吹ふき込こみつつするんだけれど。

ラハブ：ふむ？　ワタシはソファーに座すわりながらそれを見ていましょうか。

瑠璃：しばらく経って、ふうとため息をつく。……問題、山積みだな。

ラハブ：そうですか？

瑠璃：金きん獅じ子し騎き士し団だんが自分たちを狙ねらっていることはわかった。よりによって〝スナッチャー〟と手を組んで。自分はこの体をどうすればいいのか、未だにわからない。そして……旧ナイトフォールのみんなは向こうにいる。

ラハブ：……ふむ。

瑠璃：バベルは退しりぞけたし、滅亡の炎も封ふうじた。……でも、状じよう況きようは悪くなるばかりだ。




　自然とペンを握にぎる手に力がこもる。

　未来に対する不安が鎌かま首くびをもたげた、だが──。




ラハブ：そうですかね？




　あっさりと魔人は疑ぎ問もんを呈ていした。




ラハブ：確かに先は見えません。ですが貴方あなたは左ひだり腕うでを取とり戻もどした。これは大きな一歩です。

瑠璃：ラハブ……。

ラハブ：ルリ、貴方はその不安定な体をまずどうにかするべきですよ。ワタシも改めて協力します。その他のことは二の次です。

瑠璃：……そうだね。確かに。

ラハブ：それに──。と言って、ワタシはルリのレコーダーをひょいと手に取ります。そして鳴なる神かみが吹ふき込こんだ声を再さい生せいする。

ＧＭ：レコーダーから「帰ってきたぞ。……これでいいか？」という鳴神の声が。

瑠璃：…………。

ラハブ：鳴神をはじめとした旧ナイトフォールのメンバーは〝スナッチャー〟によって再さい構こう成せいされ、向こうについた。ですが……こうも考えられませんか？

瑠璃：？

ラハブ：彼らは死んだ。しかし、再構成されて蘇った。もしかしたら──貴方がすべてを取とり戻もどすことも可か能のうかもしれない。

瑠璃：ラハブ……。

ラハブ：可能かどうかは知りませんよ。でも一考する価か値ちはあるでしょう？

瑠璃：そうだね。……ポジティブだな、ラハブは。

ラハブ：（肩かたをすくめて）ワタシは人間のことを知りませんからね。いくらでもこういうことは言えます。無む責せき任にんにね。

瑠璃：それでも、自分には救いになる。




　ふとひとつ息をつき、瑠璃はレコーダーの録音スイッチをオンにする。




瑠璃：正面から向き合うよ、これから。

ラハブ：ええ、追おい詰つめられるだけではいつか破は綻たんしますからね。

瑠璃：うん。

ラハブ：さしあたって、ひとつ提てい案あんがあるのですが。

瑠璃：……？

ラハブ：貴き重ちような助言をしたワタシに、小こ遣づかいをください（手を出す）。

瑠璃：…………。

ラハブ：さあ、早く。遠えん慮りよ無く。さあ。さあ！

瑠璃：こ、の……！




　突つき出だされた手を片かた手てで摑つかみ、瑠璃はカラカラと窓まどを開けた。

　全身を使って溜ためを作り、一気にそれを爆ばく発はつさせる。




瑠璃：飛んでけええええええええええっ!!

ラハブ：理り不ふ尽じんなあああああああああっ!!




　放物線を描えがきながら飛んで行くラハブを見て、瑠璃はせいせいした顔で窓を閉しめる。

　そして呆あきれ半分の笑顔のまま、レコーダーに吹き込む。

「ラハブに注意。──油ゆ断だんのできない戦友」
















◆Ending04◆ネクストチョイス

──Master Scene




　──カツン。

　チェスのコマが小気味いい音を立てる。

　盤ばん上じようを見つめ笑えみを浮うかべているのは強羅瑠璃──いや、〝スナッチャー〟だ。

「ルークを取られたようだね？」

　白の城じよう塞さいを取とり除のぞき、これ見よがしにもてあそぶ。

　だが相手──レオンハルト・キャラハンに焦あせりはない。

「予想外と言えば予想外だったが、大きな問題にはなるまい」

　粛しゆく々しゆくと次の手を打ち、金獅子騎士団総そう長ちようは続ける。

「最大の目的である〝聖杯の使用〟は為なした。それで十分と言えよう。……貴き公こうの方こそ、計算違いであったのではないか？　あの魔人は聖杯の元へ戻ったが」

　ふん、と黒のポーンを叩たたきつけ、〝スナッチャー〟は鼻を鳴らした。

「確かに予想外だ。魔人は消え去っている予定だったが……」

「どうやら我々は向こうの手しゆ腕わんを認みとめなくてはならないようだな。私は妖精を奪うばわれ、貴公は魔人の排はい除じよに失敗した。大目標は達成したが、小目標には敗北している」

　コツコツとボードを叩たたき、レオンハルトは白の陣地の守りを固める。

「さて、貴公ならばどう攻せめる？」

「正面から…………など、ありえないな」

　クイーンに置いた指を、だが〝スナッチャー〟は離はなす。

「一気に終わらせるつもりはない。ゆっくりと、丁てい寧ねいに、時間をかけて、周りを削そぐ」

　白のポーンをひとつ取り、〝スナッチャー〟は暗い笑みを浮うかべる。

「ヤツに絆きずなは残さない。徹てつ底てい的てきに、な」

「そのための駒こまは貴公の元にある、ということだな？」

　そう言ってレオンハルトは部屋の隅すみに控ひかえる人ひと影かげを見やる。旧ナイトフォールメンバー五人。おのおの一いつ騎き当とう千せんの猛も者さ。──〝スナッチャー〟を主と仰あおぐ、最強の駒たち。

「ヤツにとっての災さい厄やくはこれからが本番だ」

　くつくつと〝スナッチャー〟は喉のどを鳴らす。

「さて、どうしのぐ？　強羅瑠璃」

　薄うす闇やみの中、嘲ちよう笑しようは止まず。ただ不安をかき立てていた──。





ダブルクロス・リプレイ・ナイツ２　フレイムインザダーク

fin












　　　あとがき




　キミと僕にどれほどの絆きずながあるか、確かめたい。

　そんな時はどうすればいいと思う？

　──それを一度断ち切ってみればいい。

　失ったショックの大きさが、絆の強さってことになる。もっとも、それが元に戻るかどうかは分からないけれどね。




　　　　　　　＊　　　＊　　　＊




　ブラックジョークめいた書き出しから失礼をば。著ちよ者しやの矢野俊策やの・しゆんさくです。

　リプレイ・ナイツ第二巻、『フレイムインザダーク』いかがだったでしょうか。今回は瑠る璃りとラハブの絆を試す、というテーマでお送りしました。

　仲なか違たがい、というシチュエーションは古今東西あらゆる物語に使われます。仲間が、相あい棒ぼうが、恋人が、臣しん下かが、なにかをきっかけにして対立してゆく。それこそ恋れん愛あいものなど、人間関係を主軸とする作品にはもっともよく使われるテーマのひとつだと言えるでしょう。

　ただこの仲違いという手法は、ＴＲＰＧ、特にＰＣ同士だとどうしても使いづらい側そく面めんがあります。本文中にも書きましたが、話の展てん開かいが広がりすぎるのでまとまらないことがあるのですね。なにせ仲違いの道みち筋すじまではＧＭが誘ゆう導どうできても、その後元に戻るかどうかはプレイヤー次第。プレイヤーの負担が非ひ常じように高いシチュエーションなのです。

　しかし、今回はあえてその方法に挑ちよう戦せんしました。自分もＰＣの仲違いを真っ正面から切り込んだシナリオを組んだのは初めてです。

　仲違いは昔から数え切れないほど使われてきたシチュエーション。それは裏うら返がせば使い続けられるほど効果的だ、とも言えます。仲違いを経て、もう一度お互いを見つめ直し、そして改めて絆を結ぶ。ベタと言われても、やはりその時の感かん動どうはよいものです。

　今回この仲違いに踏み切ったのは、端たん的てきに言うとプレイヤーへの信頼でした。難しいシチュエーションでも、彼らなら対応してくれるという期待に、プレイヤー陣は見事応えてくれました。それぞれのイメージを遠えん慮りよ無なくＧＭにぶつけ、シナリオにガンガン介入してくれる彼らだったからこそ、ここまでの盛り上がりができあがったのだと思います。




　さて、瑠璃とラハブは新たな絆を結び、ナイトフォールはまた次の戦いへと赴きます。

〝スナッチャー〟や騎き士し団だんとの戦い──の前に、まずはもうひとつのシリーズであるデイズに殴なぐり込みです！　デイズ三巻は、両シリーズＰＣ合わせて八名が入り乱れる大イベント！　神聖婚礼なる謎の儀ぎ式しきを食い止めるため、白しら鷺さぎ市しへと乗り込むナイトフォール。世界有数の財力を持つ鷺さぎ乃の宮みや家相手に、彼らはどう立ち向かうのか。神殺しと聖せい杯はいの対決の結果は。そしてラハブはキョウの金の力に屈くつ服ぷくしてしまうのか！（笑）

　デイズの方も是非楽しみに待っていただければと思います。




　最後にご挨あい拶さつを。

　今回はなにをおいてもプレイヤー陣に。難しいシナリオに乗ってもらい、ありがとうございました。これからもどしどしシナリオに介入してください。

　次にシナリオ面で相談に乗ってくれたヨビさんに。仲違いシナリオでいいか悩んでいたとき、背中を押してくれたからこそ覚かく悟ごができました。ありがとう。

　そして今回もまた素晴らしいイラストをいただいたエナミカツミ先生に。本編を読んでから表紙を見ると、じわっと温かいものが胸に去来します。ありがとうございます。

　最後にこの本を読んでいただいたあなたに。

　ありがとうございます。では、また次の夜に。





二〇一二年　二月　矢野俊策
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